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「きみさえいれば世界中を敵に回してもかまわない。

　みたいなセリフを大切な人に言っちゃう登場人物っていたりするでしょ？　映画とかドラマなんかに。

　あたしさ、あれってよくないと思うの。

　だって、その大切な人からしてみれば、世界中敵だらけの人と一緒にいたら、絶対なんか害がありそうじゃない。誰だれか大切な人がいるんだったら、みんなに好かれるような人になったほうがいいよね。あ、でも、あたしは自分の好きな人以外からどう思われてるのかなんて気になんないから、こう言っちゃうかな。

　きみさえいれば世界中から無関心に思われてもかまわない。

　……ねえ、ちーちゃん。あたしのこと、どう思ってる？」









第一話　出会いの回






　入学した男子は、もれなくチェリーボーイと呼ばれることでお馴な染じみの私立千ち恵え里り高等学校（千恵里高の男子生徒→チエリの男子→チェリーボーイ）入学式の帰り。

　おろしたての千恵里高の制服から着替えずに、おれの住む彩いろどり市内のデパートに来ていた。

　このデパートに来たことは今までも何度かあるが、それは全すべて休日の話。平日の昼過ぎにデパートに来るのなんて初めてだ。

　エレベーターに乗り込むと、デパート施設内のイベント案内のポスターが見えた。

　お、これだ。よっしゃ食いまくるぜ。

　お目当ての『全国うまいもん集結～第二回ご馳ち走そうフェスタ～』は本館七階の催事場。

　焼きそばにスイーツ、串くしカツや餃子ギヨーザ、薩さつ摩ま揚あげ、フカヒレスープ、寿す司し、等々。ご当地グルメの全国大会だ。

「……まさに、おれの初体験に相応ふさわしい場所だな」

　熱い思いが思わず一人言となって出た。エレベーターに乗り合わせたおばちゃんの視線をチラッと感じたが、んなこと気にしちゃいねえ。

　なにせ今日という日は、昨日きのうまでの不遇な時代を生きていたおれと、さよならする日なんだ。

　おれはこのデパートの催事場から生まれ変わる！




　希望の扉（エレベーターの扉）が開かれ、平日の昼間だろうと盛況な催事場が視界に広がる。

　第一歩をしかと踏み出す。

　催事場に詰めかける人々の楽しげな雰囲気。

　各地の名物を売り込む人々の熱気。

　美お味いしい食べ物の匂においはいくら混ざり合っても、やっぱり美味しい匂いのままなのが不思議だった。

　しばしその景色を目に焼き付け、おれは身震いする。

　また思わず一人言を言っちまう。

「ふふ、記念すべき下校第一回目は……最高になる予感がするぜ」




「──最低だ」




　おれの呟つぶやきに被かぶさるようにすぐ隣から女の声がした。

　デパートにはエレベーターが二基ある。おれの乗っていたのとは別のエレベーターから降りたばかりの客のようだ。

　振り向くと、今日一日で沢山眺めた千ち恵え里り高の女子の制服（リボンの色からして同級生だ）が見えた。

　ちょい待ち、お嬢さん、この素晴らしい催事場のどこが最低やゆうねん。

　と、にわか関西弁で詰め寄ろうとしたおれは彼女の顔を見た瞬間、関西弁も標準語も喉のどから出てこなくなった。

　最低だと呟いたばかりの彼女の横顔は……最高だった。

　最高に綺き麗れいな横顔だった。




　立ち止まってしまったおれと、

　どこか中ちゆう空くうを見つめる彼女の間を、

　大おお阪さかの名店であるたこ焼き屋の袋を持った幼稚園ぐらいの子供が抜けていく。

　おれはソースの甘辛い匂においが立ちこめるその場で、同級生の姿を観察した。
















　いやー、普通なら同年代の女の子の顔を、これほど無遠慮にのぞき込むような真ま似ねはしねえよ。でもかの少女は、まるでマネキンか美術室の石せつ膏こう像の如く、ただ立っているだけなのにやけに堂々としていて、まるで他人の視線などちっとも気にもしていない超然さみたいなものがあったんだ。

　パッと見だけじゃなく、ジッと見でも、やっぱ彼女は美しかった。

　黒目がちの瞳ひとみ。知的にスッと引かれた眉まゆ。紫外線など生まれてこのかた浴びたこともないかのような白い肌。

　百七十センチのおれとほとんど身長の変わらない彼女は、まるで誰だれかがデザインしたみたいに、端正な顔立ちで制服の上からでもわかるくらいのでたらめなスタイルのよさだった。そして、設計されたマネキンのように、なんか生気が感じられなかった。今年一いち押しの超大作ＲＰＧ（ポータブルゲーム機じゃなく据え置きタイプ）のヒロインみたいに、完かん璧ぺきって言っちゃいそうな綺き麗れいな容姿は、ＣＧみたいにちょっと現実離れしていたんだ。

「……こんな最低な場所にはこれ以上…………うん、去ろう」

　彼女の声は、軒先のつららみたいに、どこかひっそりとして透明感があった。

　でも、その声質は容姿同様に綺麗でも、言葉の内容は無視できねえ。

　催事場から背を向け、エレベーター前に立った彼女の後ろ姿に、おれは聞いた。学校以外の場所で同級生の女の子に話しかけるなんて初はつだから、ちょっとドキドキしながら。

「待ってくれよ、ここのどこが最低なのか教えてくれないか」

　メリーゴーラウンドが半周するくらいの緩慢な動作で、こちらに振り返った彼女。

　横顔ではなく正面の顔も「おたく容姿完璧じゃね」と言っちゃいたくなるほどだったけど、右目の下にすごく小さな泣きぼくろがあるのを発見して、いい意味で人間味を感じた。彼女の顔はつくりものじゃなくて魅力的な容姿の人間なんだと、当たり前のことを当たり前に思った。

　彼女は急に話しかけられて動揺したのか、話しかけてきたおれの存在を確認するとモジモジし始めた。一気に人間味アップ。

「お、おい。大丈夫か？」

　怯おびえたような視線で彼女は、おれを見つめた。

「……す、すみません、デパートの従業員さん。今の発言は聞き流してください。この催事場はおそらく最高です。わたしにとってだけ最低なんです」

「いや、高校生のコスプレしてる従業員じゃねえから」

「……それでは、あなたは従業員と客という関係ではなく、一人の男と女という関係でわたしに話しかけてきたのですか？」

　やけに硬い敬語で話してくる女の子。だが口調より内容が気になる。

「男と女という関係って言葉さ、こういうときに使うのか？　ニュアンスがおれ達にそぐわなくね」

「な、なんで。なぜ、わたしに話しかけてきたんですか？　もしや、催事場の悪評を流す恐れのある来場者を消すヒットマンの方ですか」

　半歩後ずさり、退路を確認するように一度振り返る美少女。ホラー映画のヒロインみたいになってる。

　もちろん、おれは初対面の女の子を動揺させるような顔のつくりはしてないハズだ。

「なんだその想像の飛躍はよ。ただの男子高生だよ。ってか、おれも千ち恵え里りだぜ」

「…………」

「いやー、にしてもさ、入学式帰りにこんなとこで同級生に会えるとはな」

「…………」

「なあ、そっちも一人で来たのか？」

「…………」

「あれ、なぜだろう。会話のキャッチボールができなくなったな」

　エレベーターの前。ブランド牛のハンバーグの試食販売をしているおじちゃんの陽気なかけ声が届く場所で、彼女はやけに必死な表情で、訴えてきた。

「お、男の子が、わ、わたしに話しかけてくるなんて……なにが目的なの？　……わたしの月のお小こ遣づかいはそんなに多くないし、臨時収入なんてまずもらえることはないよ」

　敬語じゃなくなったのはよかったが、彼女は警戒するように、紺色のスクールバッグを胸に抱える。

「なんで懐が寂しい事情を話し始めたんだよ」

「……しかも親しん戚せきが全然いないからお年玉も二親等までなの」

　お年玉が少ないのは同情に値するけど、おれは話を進めたかったから、それは無視した。

「とにかく、おれの記念すべき初めての下校。気分が盛り上がってる寄り道先の催事場でよ、『最低』なんて言ってる子がいたら、なんか気になっちまうじゃねえかよ」

　だから話しかけたんだよと続ける前に、常に怯おびえたようだった彼女が柔らかい笑顔を浮かべた。

　初めて見る彼女の笑顔があまりに可愛かわいくて、今度はおれがモジモジしちまう。

「おめでとう」

「おれのなにを祝ったんだ？」

「もう病気のほうは完治したの？」

「えーと、なんでおれに病気を患っていた過去があると思っちゃったんだよ」

「それは、あなたが初めての下校と言ったのがヒントになった。あなたは中学まで入院してて、院内学級にいたのだろう。高校の入学式帰りにデパートか、もしや通学路で迷子になったのか？」

「ツッコミどころ多おおっ！」

　なんで彼女は次から次へと、残念な発想を生み出す人に仕上がっちゃったんだろう。

「おれがどうしてデパートにいるかというとさ……」

　っていうかなんだって、催事場のあるフロアのエレベーター前で同級生とこんな立ち話をしてんだろうと不意に思って、おれは話題を切り替えた。

「なあ、せっかく全国のうまいもんが集結してる場所にいるわけだから、なんか買ってさ、食いながら話していいか？」

　いつものおれだったら、出で逢あったばかりの女の子に一緒にメシどう？　なんてお誘いは無理無理。

　でも、今は記念すべき初下校でテンション上がってて、

　それにやっぱ彼女の言う『最低』が、すげー気になってた。

　彼女はおれになにを言われたのか吟ぎん味みするように、ジーッと中ちゆう空くうのどこか一点を眺め、やがて頬ほおを染めて、「はぅ」と吐息を漏らした。

「あ、あなたは、わたしのような人間と一緒にゴハンを食べようと言ってくれたの？　わたしのほうは一向に問題はない。何とぞよろしくお願いいたします」

「なんだその下から目線。つうか同級生だぜ。気安く話してくれよ」

「は、はい。あ、そういえば、あなたは」

「おれは池いけ田だ十と勝かちっていうから。んー、まあ、なんでもいいよ」

「池田、とかちさん？　とかちさんというのはどういう字を書くの？」

「十回勝つって書いて、回って字取ったら十勝だ。で、きみはなんていうの？」

「十勝さんですか、素敵なお名前……わたしは千ち歳とせです。千せん秋ず万まん歳ざいから秋と万を取った千歳に、テストの名前記入欄をいち早く済ませられるようにという両親からの思いやりがうかがえる下の名前は、カタカナでキララと申します」




　せんずまんざいってなに？　ってことが気になって、名前がかろうじてしか頭に残らない自己紹介だった。

　千ち歳とせ飴あめの千歳って言ったほうがわかりやすくないか、と助言したら、すげー感謝された。

　まあ、これが初対面からなんか妙に馴な染じんでしまった千歳キララとの出会いだった。




「なあ、千歳はなに食いたい？」

　元はといえばエレベーターの前で、早々に帰ろうとしていた千歳だったが今は爛らん々らんとした視線を催事場内のテナントに向けている。

　でも、ときたまなぜか眉み間けんに細かな皺しわを寄せて「ダメだ、ダメだ」と呟つぶやいている。うーむ、不可解な美少女だ。

「と、と、十と勝かちは、お目当てのものがあったのか」

　催事場を見てまわる前に、互いの呼び方を決めた。

　千ち歳とせは最初、おれのことを「あなた様」なら呼びやすいと言い、それでおれは絶対呼ばれたくないと言った。

　次に「あなた」に決まりかけるが、おれがなんとなく「あなたなんて呼ばれたら、まるで新婚夫婦みたいだな」と言うと、千歳はなにやら顔を「ぽわぁ」と赤らめて、あなたって言葉のみ失語症に罹かかった。

　昇降を繰り返す二基のエレベーターを眺めながら、紆う余よ曲きよく折せつの末。

　おれは千歳と呼び捨てにしてんだから、千歳もおれを呼び捨てでいいじゃんと持ちかけ、呼称は十勝で落ち着いた。

　それからの千歳は、「と、と、十勝よ」とひどく難しい早口言葉でも口にするように、ドモりながら呼んでくれる。

　おれは千歳の質問に答えた。

「そうだな。せっかくこの催事場で食べて帰るんだからさ、お持ち帰りにすると魅力が減るようなヤツがいいな。ここで食うからいい！　みたいなの探そうぜ」

「うん。と、十勝に賛成だ」

　エスカレーターの横には、ご馳ち走そうフェスタの出店リストがあった。それを千歳と一緒に眺める。

「お、ラーメンなんかいいな。行っとくか」

「ラーメンは大好物だ。……では、ねぎとわかめを貰もらってもいいか」

「ん？　メニューにねぎラーメンもわかめラーメンもないっぽいけど。ってか二食も食うのかよ」

「ち、違う。一杯のラーメンの具のねぎとわかめをわたしが食べるから、残りを、と、十勝が食べてくれないか。わがままを言ってすまない。ラーメンの美お味いしいところをほとんどわたしが食べてしまうのだから、支払いは任せてほしい」

「ラーメンの美味しいところはねぎとわかめじゃねえよ！　麺めん啜すすらねえ気かよ」

「と、十勝よ。チャーシュー麺でいいか」

「千歳はチャーシュー食う気ねえんだろ？」

「チャーシューの肉汁と醤しよう油ゆのスープに浸つかったわかめとねぎ……想像しただけでよだれが出てしまう」

　千歳はボケで言ってるわけじゃなさそうだ。

　真剣な瞳ひとみでわかめとねぎを所しよ望もうしてる。

　うーん、もしかして千歳はそんなに腹が空いてないのかな？

　そう思った矢先。突然、千歳が「ぱぁっ」と頬ほおを染め、お腹を押さえた。

「千ち歳とせ。どうした、腹イテぇのか？」

「……き、聞こえたか？」

「なにが？」

「わたしのお腹が『グー』と鳴ったのを聞いてしまったか？」

　ここは賑やかな催事場だ。例え腹が鳴ったとしても、そんなの聞こえたりはしねえ。おれは首を横に振る。

「そうか、よかった。お腹が鳴ったのを、と、十と勝かちに聞かれてしまったら、まるでわたしが無理をして、ねぎとわかめしか食べないようにしてると思われてしまうからな。ふぅ」

「……千歳、ほんとはラーメンを思いっきりずるずるしたいんだろ」

　千歳は、「犯人はお前だ！」と名探偵に指差された真犯人みたいな顔で、ハッと息を呑のんだ。

「と、十勝。なぜわたしの心の奥底にしまった本心を見つけ出せたんだ？」

「心の奥底わかりやすっ！　今の会話の流れだとわかんねえやついねえぞ」

「……」

　無言の千歳は、自分の鞄かばんの中をゴソゴソ。

　取り出したのはダイエットビスケットと書かれた小袋。

「なあ千歳。催事場のど真ん中でダイエット食品を食うのはやめようぜ」

「と、十勝。放してくれ。わたしには結局これしかないんだ」

「放してくれもなにもどこも掴つかんでねえよ！」

　俯うつむいた千歳は祈るようにダイエットビスケットを胸に抱くようにした。その小さなビスケットが千歳のお守りみたいに見える。

「……わたしにはラーメンをずるずるする資格なんて、ないんだ」

「なんだよその資格は。ってかどうしてダイエットビスケットなんて持ってんだよ。千歳は別に、そ、そういうの必要ねえだろ」

　スタイルいいからさ。と続けて言いたかったけど、さすがに出で逢あったばかりの女の子に向かって、そんな恥ずかしいこと言えねえ。

「……必要ない？　わたしのような人間が大層にもビスケットを食べるな、わたしのような人間は水道水だけを啜すすって、減量に励めという意味か」

「マイナス思考!?　どんな受け止め方だよ！　そんな意味ねえよ。ラーメン食おうぜ」

　不意に千歳は制服の上着のすそを少したくし上げた。

　え、なにを？

　不覚にもドキッとする。制服の下のくびれたウエストがチラッと見えた。

　千歳はスカートの腰につけた小型の機器をなにやら取り外して、覗のぞき見てる。

　ん？　……万歩計？

「と、十と勝かちよ。ではわたしは、あと二万五千歩ほど歩いたら、ラーメンを食べようと思う。そういうことだから催事場内をウォーキングしてくるぞ」

「この会場何百周する気だよ」

　──もう、我慢できねえ。

　おれは、さっき言えなかった言葉を千ち歳とせにぶつけようと思った。ちょっと照れ臭いけど、言わずにはいられない。

「千歳ってさ、そ、その、すげえスタイルいいじゃん。ダイエットとかしてんなら、そんなのやめろよ。痩やせる必要明らかにねえから」

　えっ!?　と驚いた顔の千歳は手に持った万歩計を催事場の床に落とした。

　ショックを受けたから、手に持っているものを落っことす。なんちゅうベタなリアクションするんだ、なんてツッコめる雰囲気はなかった。

　千歳のやや切れ長の目の端には、じんわり涙が堪たまっていた。

　近くで生のたまねぎを切っている店はない。千歳は泣きたくなるようななにかをどっから感じたんだろう？

「……十勝よ」

　衆人監視の中、女の子に目の前で泣かれる×ゲームを避けたくて、明るい調子で返す。

「お、やっとおれの名前をドモらずに言ってくれたな」

「わたしはラーメンを食べてもいいのか？　そんなことをして明日あしたからあだ名が『メス豚』とか『黒ウーロン茶』とかになったりしないか」

「ラーメンどんだけ高カロリーの計算だよ。ってか肥満体に『黒ウーロン茶』ってネーミングするヤツ、どんなセンスだ」

　おれは床に落ちた万歩計を拾って、千歳に渡した。

「なんで細身の千歳が、んなこと気にしてんのか聞いてやっから、一緒にラーメン食おうぜ。おれ腹減ってんだ」

　千歳は、コクンと頷うなずいて、ビスケットを鞄かばんにしまった。

　なんでだろう。おれは女の子と話すのなんて慣れてないし、まして可愛かわいい子との会話なんて、さらに苦手だ。

　なのに、とびっきり美少女の千歳とは、やけに話しやすかった。

　女の子と話してると、おれ今普通に会話できてっかなとか、変なこと言っちゃってないかなとか、いろいろ気にしちまうんだけど、千歳と話してるとそれがない。

　多分、おれが変なこと言っちゃってないかな、なんて自分のことを気にしなくなるほど、千歳のほうが変なこと言いまくってるからだろうな。




　おれと千歳は目当てのラーメン屋に向かった。

　そしてレジの前には、千ち恵え里り高の制服を着た女子がいた。背中しか見えないがリボンの色からして、これまた同級生のようだ。

「てか、うちみたいなカワイイ子が美お味いしそうに食べ歩いてたらさ、いいアピールになるっしょ。そーいうのわかるでしょ？

　しかもね、そんでうちは放送部だから、ちゃんと全校生徒に紹介できちゃうから。それで宣伝料すら取らないんだから、うちってマジ良心的みたいな。

　ねぇ、一杯くらいいいでしょ？

　カワイイうちがキレイな髪をかき上げて、麺めんを啜すする姿って逆にセクシー路線いっちゃってるから。ほんと老ろう若にやく男なんを問わず受うけ容いれられる宣伝効果だから」

　老若男？　あー、なるほど、女性には効果ねえってことか。

　クレーマーのような強引さでラーメン屋のオヤジに詰め寄る女の子。ラーメンのもやしのように気の弱そうなオヤジは、すっかり困った顔をしていた。同情するぜ。

　おれは同じ学校の生徒だと思われるのが嫌だったから離れようとしたら、

「……十と勝かちよ、わたしはどうしても人見知りをしてしまう。値切りか……わざわざこちらから店員さんとコミュニケーションを取って、交渉をする。人見知りのわたしにとって値切り行為は、一種の憧あこがれなんだ。あれができるようになれば、誰だれとでも無難に会話をすることができる気がする」

　千ち歳とせは羨せん望ぼうのまなざしでレジ前の同級生を眺めていた。

　ダメだ。千歳にはここを離れる気がねえ。「値切りは日常生活における頭脳戦、駆け引きだと思うんだ」とか言っちゃってるし。

「おい、あれは値切りとは言わねえよ。タダでよこせって言ってるぞ。恐喝に近い」

「わたしは、初対面の人にあんなに自分のしてほしいことを主張できたことはないんだ。あの子はすごいな。わたしもあの子みたいになれたら、人生が変わるかもしれない」

　催事場でラーメンをよこせと言ってる女と、その女に憧れる美少女。

　でたらめだなー。おれは頭が痛くなってきたよ。

　適当に千歳に言った。

「確かにある意味すげえな。なあ、千歳。じゃあ、ひとまずあの子の様子見てく？」

「ああ。彼女の勇姿を是非見届けたい。一杯のラーメンを手に入れるためだけに厳しい交渉を続ける彼女のあのひたむきさ。ただ事とは思えない」

　ほんとただ事じゃねえ。

　なんで素直に金を払わないのか気になるところだ。

　だから、おれと千歳はラーメンよこせ女を観察することにした。




「もー、ラーメン注文したら胡こ椒しよう使いたい放題のサービスならできるってナニよ！」

　純粋に声だけを聞くと可愛かわいらしいんだけど、ラーメン屋のオヤジに迫る彼女の声は確変中のパチンコ台みたいに騒々しかった。

「てか、ここの催事場って七時までっしょ。なら六時くらいに売れ残りがあったら値下げするワケじゃん。このままじゃラーメン売れ残るでしょ、だから今サービスしてよ。そしたら、うちの宣伝効果で完売間違いなしだから」

　ムチャクチャだ。これほど他人の言動に共感できねえのも珍しい話。

　トラブルを避けてか、客はラーメン屋の周りから少し離れて移動していた。宣伝どころか、営業妨害だ。

「ゆっとくけどうちの学校の男子だったらさ、うちにこんだけお願いされたらフカヒレラーメンだって用意してくれちゃう感じだかんね」

　勝手すぎる女。もう、我慢できねえ。

　気がつけば、イカレた女子高生からラーメン屋のオヤジを救うため、おれは二人の間に入っていった。

「あのさ、おれ、その学校の男子だけど。きみなんかのためにカップラーメンだって用意したりしないけどな」

　催事場でタダでラーメンよこせとのたまって、自分のことを「カワイイ」と言っちゃってるナルシストが、どんな勘違い女かその顔を拝んでやろう。

　彼女の顔を間近で見て、おれは「……」状態になった。

「ナニアンタ、うちのストーカー？　貢みつぎ物があんなら私書箱の宛あて先さき教えたげるから、チョット待っててよ」

　ラーメンよこせ女は、言動はでたらめだったが、顔のつくりはでたらめなんかじゃなかった。

　いや、それどころかとびっきり整った顔立ちだった。

　色素の薄いくりんとした大きな瞳ひとみ。リップクリームの消耗がやけに激しそうなぷるんと厚い唇。自信の色が浮かぶ派手な顔立ちは、なんかハーフっぽい。

　おれは、百五十センチちょっとくらいしかなさそうな彼女の身体からだのある部分を見て、「でたらめだ」と思わず呟つぶやきそうになった。

　彼女は高校一年生。すなわち四月二日から本日の入学式の間に誕生日がないなら、十五歳のハズ。

　……十五歳なのに、その大きい胸はいったいどういう仕組み!?

　彼女の身体を見てると、ボンキュッポンというおよそ同級生の口から聞いたことねえ死語じみた言葉が浮かんできた。

　グラマーでウエストの細い女性の身体を、最初に砂時計に例えたヤツの気持ちがしみじみわかりかけたところで、彼女は「うげぇ」と侮ぶ蔑べつの交じった顔でおれに言う。

「ってゆうか、うちのコト見過ぎなんですけど。まあ、うちに見とれるのもわかるけどね。アンタっていかにも美少女の半径二メートル以内に近づいたコトありません顔だしさ」

「もしかして今、おれは初対面のヤツに面と向かって容姿を蔑さげすまれたのか」

　十五歳のグラマラスは、もうおれに関心を失ったのか、ラーメン屋のオヤジに再度向き直る。

　救世主になるハズのおれが役に立たないとわかり、オヤジは悲鳴のような声を上げた。

「お嬢ちゃん勘弁してよ。わかったよ、チューシュー握りサービスすっから、せめて代金は払ってくれ」

　破格のサービスを打ち出すオヤジに、言動と発育がでたらめな彼女は「うちはおっさんじゃなくて女子高生なの！　ラーメンとご飯ものを一緒に食べるとかありえないから！」と、文句をつける。

　この女、妥協って言葉を知らねえ。

　おれの隣では、千ち歳とせが固かた唾ずを呑のんで、同級生を見守っている。

「……彼女はなんて自分に素直な人なんだ。相手の厚意を無む碍げにしてまで、自分の希望を叶かなえようとする。す、すごい」

　千歳がうっとりとした顔をしてる。

　こりゃヤバいな。
















　おれは千ち歳とせにこれ以上誤った道に憧あこがれさせるわけにはいかねえ気がしてきた。

　さっさとここから離れよう。おれは困り顔のオヤジに醤しよう油ゆラーメン二人前の注文を告げた。

　しかし。

　同い年のグラマーは「えっ」と声を漏らし、再びおれに顔を向けてきた。振り返る動作だけで胸が上下に揺れるヤツを初めて見た。

「アンタ、ラーメン買うんだ。アハッ、ならうちはダイジョブみたいな。ねぇ、おじさん、うちにサービスするってゆってたチャーシュー握りをこっちにつけて。二人前だから当然二個ね」




　お盆にラーメンどんぶり二杯と小皿に盛られたチャーシュー握り（ラーメン屋のオヤジよ、ありがとう）を乗せて、ひとまずイートイン（催事場内で飲食ができるスペース）に向かった。

　おれと千歳に、なぜか性格に問題アリな巨乳がついてきていた。

　自己紹介すら済ませていないその巨乳が、「ニタぁ」と意味深に笑って、おれと千歳を交互に見てくる。

「入学式の帰りにデパートデートか。ねぇ、二人の名前教えてほしーな」

　デートって言葉は静電気みたいに、おれの心をビリッとしびれさせた。だが、隣を歩く千歳にはスタンガンくらいの威力があったようだ。「あわわ、わたしなんぞが逢あい引びきなどと」と一人でテンパり始めている。

　お喋しやべりな巨乳女は「うわっ、二人ともウブな人だ」と、ご機嫌な様子で続ける。

「キャハ、彼女さんのほう顔赤らめちゃってる。アンタもうちのストーカーなんてやってないで、彼女一いち途ずでいきなよ。うちにはギリ及ばないけどアンタには、もったいないくらいキレイめ系の彼女でしょ」

　巨乳女の勘違いを千歳に否定してもらおうと思ったが、「わたしなんぞがひと様の彼女などとは、とてもとても」と、千歳は卑ひ下げに大忙しだった。

　おれは巨乳に言う。

「全然違ちげえから。おれと千歳は、今日出で逢あったばかりなんだ」

「ええっ!?　じゃあビビビってきちゃったってコトなの？」

「一ひと目め惚ぼれしてつきあい始めたって話じゃねえよ」

「手早いね～。アンタってオオカミの皮の被かぶったオオカミってわけね」

「おれの話を聞け！　千歳とはこの場で知り合いになっただけだよ。ってか、そのオオカミのビジュアル想像したら、ちょっとエグいな」

「ふーん。なんだカップルじゃないのかー。千歳か、カワイイ名前ね。苗みよう字じはなんてゆーの？」

　巨乳女に憧あこがれを抱いていた千ち歳とせは、モジモジしながら小さい声でなんとか言った。

「……千歳というのは名前ではないです。それは苗みよう字じで、名前はキララです。……わたしのような人間には、不釣り合いの名前だと思ってます。キララというのはキラキラという言葉になんか似ていて……ただ中学生では改名の手続きなど──」

　誰だれに申し訳なさを感じてんのかわからねえけど、千歳の話が長引きそうだったのでおれは遮さえぎって、自己紹介した。

「ちなみにおれは池いけ田だ十と勝かちだ」

　巨乳女は「へー。二人ともチョット変な名前だね」と、ニコニコする。

　ラーメンよこせなんて無茶なこと言ってないで、笑っていれば彼女はとびっきり魅力的な女の子に見えた。

　でも性格の悪い女のことを、可愛かわいいって思うとちょっと悔しい気持ちになっちまうのはなんでだろうな。

「うちのカワイイ名前も教えたげる。うちは丹たん下げまりもってゆーの。『姫』とか『ヴィーナス』とか好きなようにうちのコト呼んじゃって全然いいから」

　おれらのことをちょっと変な名前だと笑った女の名前も、なんかちょっと変だったから笑えた。

「姫のおかげで、ラーメンにチャーシュー握りがサービスされた経緯は存じてます。どうもありがとうございます」

　どこまでも素直な千歳がほんとに丹下を姫呼ばわり。自分から言ったくせに丹下は困惑したようだ。

「あ、やっぱ、うちのコトは『まりも』とかでいいよ。タメ語でよろしく、キララは特別だかんね。うーん、『姫』って呼ばれるんなら、男からのほうがいいし」

　丹下がおれにウィンク。なんかの×ゲームとかじゃなく、日常会話中にウィンクされるなんて非常に稀まれだ。

「言っとくけど、おれは姫とは呼ばねえからな」

「えー、なんでよ？　あ、もしかしてヴィーナスのほうがいいってコト？」

「どっちも正気じゃ呼べねーよ。丹下って呼ぶからよろしく」

　丹下は「ぷぅ」とほっぺたを膨らまして、ご不満顔。

「もー、わかったわよ。じゃあうちはアンタのコト、十勝ちゃんって呼ぶからよろしくねー」

「ちゃん付けはやめてくれよ、別に十勝とか池田でいいよ」

「ダーメ。うちのコトを姫ってゆうまで、十勝ちゃんって呼び続けるから」

　出で逢あったばかりだけど、こうだと決めた丹下は意見を曲げないだろうなと思った。こいつはきっと頑固だ。

　おれが十と勝かちちゃんと呼ばれるのを受うけ容いれたところで、催事場内のイートインコーナーに着いた。

　四人がけと二人がけのテーブルが十卓ほど並んでいる。

　ひとまず空いてる四人がけにお盆を置いて、座った。

　おれの正面の丹たん下げがなにやら嬉うれしそうな顔をしてる。コロコロ表情の変わる賑やかなグラマーだ。おれの隣の千ち歳とせは「ま、まりも」と丹下を呼ぶ練習を小声で続けてる。

　なんちゅうメンバーで催事場にいるんだろ、おれ。

「てか十勝ちゃんてなかなかやるわね。出で逢あってすぐうちに尽つくしてくれようとするなんて、ホント有望だわ」

「どこでおれの株が上がってんだ？　尽くした覚えなんてねえぞ」

　丹下は「キャハ」と、ご機嫌に笑う。

「さすが十勝ちゃん。ラーメンご馳ち走そうするくらい、奉仕の内に入んないってコトね」

「……」

　おれはお盆の上を確認した。どんぶりは二つ、代金を払ったのはおれと千歳。ってことはこのラーメンを食べる権利があるのは。

「あのー、丹下よ。このラーメンはおれと千歳の分だと思うん──」

「ま、まりも」

　ラーメンの権利を丹下に主張するおれを遮さえぎって、千歳が割り込んできた。

「わたしのような者が催事場内でラーメンを食べていては、営業妨害になってしまう。まりものような可愛かわいい子が食べたほうが、このラーメンさんも嬉しいと思う。それこそがラーメンさんとして生まれてきた喜びだと思えるし」

「え？　なにきっかけでラーメン擬人化？」

　おれの問いはサラッと無視され、千歳は目の前のラーメンどんぶりを丹下の前に移動させた。

「キララありがと。でもうちは基本男からしか貢みつぎ物を受け取らないから、十勝ちゃんの貰もらうわ。てかキララはうちも認める美形なんだから、自信持ってよ。ふふっ、ラーメンさんだって、一思いにキララに食べてもらえたら喜ぶと思うよ」

「おい、そのラーメン擬人化すんの流は行やってんのかよ。ちょっとラーメン食べにくくなるんだが」

　おれの言葉はまた流され、丹下と千歳は湯気を立ち上らせるラーメンを挟んで見つめあってる。つうかラーメン伸びちまうぞ。

「わ、わたしが……美形？　まりも、そなたの言葉を生きる糧にしていいか？」

「もー、キララったらキレイな顔してんのに、ゆってるコトよくわかんなくてウケる。いいから、ラーメン食べましょ」

「そうだな、食べよう。……ところでまりもは、本当にとても可愛かわいいな。一日何万歩、歩いているんだ？」

　ウォーキングすれば痩やせるだけじゃなく、より可愛い容姿を手に入れられると勘違い気味の千ち歳とせ。その誤認識をあらためさせてやりたいが、今は緊急事態だった。

　二人の女の子が割わり箸ばしを割って、その箸をラーメンどんぶりに突っ込んだのだ。

「待て待て、なに二人でお互いの容姿を褒ほめあって、晴れやかな気持ちでラーメン食い始めようとしてんだよ！　丹たん下げ、それおれのラーメンだかんな。千歳はビクッとしないで自分の食べてていいから」

　おれが言ってるそばから、ずるずると麺めんを啜すすり「ウマし！」とか言っちゃってる丹下が、おれの背中越しになにか発見したようだ。「アッ」という顔をする。

「ナニアレ！」

「そんな古典的な手に引っかかるか。いいからよこせ」

　おれが目を逸そらしたら、その隙すきにもう二啜りくらいするつもりだなと勘ぐったが、丹下はしつこくおれの後ろを凝視している。

「な、なんて愛らしい風ふう貌ぼう」と千歳の声。

　いつのまにかおれの隣の千歳も後ろを振り返って、愛あい玩がん動物でも見つめるように目を幸せそうに細めている。

　うーん……好奇心に負けて、おれも振り返った。

　……えっ。

「な、なんだありゃ」

　ジェットコースターの身長制限にもひっかかりそうなほど小さな女の子が、曲芸ですか!?って感じに、両手両腕にお盆を二つずつ乗せて、イートインコーナーにやってくる。

　しかも、千歳や丹下と同じ制服を着てる。リボンの色も同じだ。

　女の子は足を使って、器用に四人がけと二人がけのテーブルを繋つなげ、そこにお盆を置いた。

　……。

　このフェスタのうまいもんを完全制覇するみたいに数々の料理が並んでいて、おれ達は閉口。

　女の子は小柄な体格には不釣りあいなほど大きなリュックから、なにやら三脚とカメラを取り出し、セッティングし始める。

　なにを始める気だよ？

　三脚のカメラのレンズが向いている方向は、いくつもの料理に向きあう女の子自身だ。なにかのリモコンのようなものがテーブルにあるのが見えた。女の子がそれをいじると、シャッター音がかすかに聞こえた。カメラの操作ができる外部リモコンってとこか。

　イートインコーナー内の人々の視線を集めていることなど気にも留めてないような女の子は、一人で六人がけのテーブルいっぱいに並べられた料理をパクつき始める。

　おれは周辺を見渡したが、女の子に連れはいないようだ。

　ま、まさか一人で全部食う気じゃないよな？

　不意に千ち歳とせが思いつめた表情でラーメン上空で箸はしを止め、言った。

「あの子……可哀かわい想そうに……きっと、いじめに遭ってるのね。あんなに食べたら、お腹がポンポンになって家で晩ご飯が食べられなくなってしまう。きっと、お母さんに間食はいけませんって怒られてしまえばいいと思っているいじめっ子の仕し業わざなのね」

「オリジナリティ溢あふれるいじめだな」

　おれはのんきにそう呟つぶやいた。

　丹たん下げは、ネガティブな千歳に口を挟むと面倒臭いことになると本能的に悟ってか「十と勝かちちゃん、あの子に取材に行くわよ」と持ちかけてきた。

「取材ってなんだよ？」

「いっから、いっから。あ、キララは待っててね」

「……あの子は、お母さんだけでなく、お父さんにも怒られてしまうかもしれない。やはり一家団だん欒らんの夕食には、空腹で臨みたいハズなのに」

　丹下に背を押されて、おれはやけに絡みにくい状態になってる千歳を一人置いて、被写体になりながら大食いを続ける女の子のもとに向かった。




　遠目には中学生くらいにしか見えなかった女の子は、近くで見ると小学生くらいにしか思えなかった。

「制服マニアがインターネットで千ち恵え里り高の制服買うでしょ。で、それを女子児童に着せて、児童ポルノのモデルさせちゃってるわけじゃないよね？」

　ポルノ作品みたいな巨乳の丹下が、おれの耳元でろくでもないことを言ってる。

「なわきゃあるか、と言いたいとこだけど。なんで食べてるところをカメラで撮ってんのか意味わからねえな。でもあれ、動画じゃなくて、静止画だろ」

　女の子は、テーブル席二つ分離れたところに立つおれと丹下の存在は全く気にする素そ振ぶりもなかった。気づいてすらないっぽい。

　女の子は右手に肉まん、左手に手羽先を持っている。このフェスタのポスターに使いたくなるくらい幸せそうな顔。ぱくぱく。もぐもぐ。食の喜びを実感中だった。

　つんつん。丹下がおれの肩を小突いて、小声で言ってくる。

「十勝ちゃん、話しかけてきてよ」

「えー、おれ女子と話すなんて苦手なんだよ」

「チョット、それどーゆう意味？　うちと普通に話してんじゃん」

　あれ？　言われてみればそうだな。千ち歳とせだけじゃなく、丹たん下げもなんか話しやすいっていうか。まあ、でもこっちが緊張して話すのがバカらしくなるくらい、丹下は無茶苦茶なやつだからな。初対面で目撃した姿がラーメンをよこせって行動だったし。

「うちを女として見てないとか考えられないんですけど。ありえないんですけど」

　ご機嫌斜めの丹下は、身長百五十センチくらいしかないのに迫力があった。

「おれ、あの子に話しかけてくるわ」

　おれは逃げるように言った。

　文句を言い足りなさそうな丹下の鋭い視線を背中に感じながら、食事を続ける女の子に歩み寄る。

「え、えーと、いっぱい食べていらっしゃい、ございますね」

「開口一番酷ひどっ。敬語変！」

　すぐさま背後の丹下からツッコミが入った。

「十と勝かちちゃん。男子高生はノープランで女の子に話しかけちゃＮＧだから」と、丹下から追撃のダメ出し。丹下はおれ一人に任せておけないと思ったのか、おれの隣に並んで女の子と向き合った。

　そして、女の子の反応におれと丹下は困惑した。

　自分が食事中のテーブルのすぐそばで、制服を着た男女がやりあってんのに、女の子はなんら変わることのないペースで食事を続けていたのだ。

　無視されてる？

　いや、違う。すげー集中力を飲食に注いでるんだ。

　食べながら女の子は素早くリモコンの操作も行い、自分の姿を写している。

　カメラのシャッター音が響く中、丹下が一個五百円もする角煮まんに負けないボリュームの胸を大きく反らして、女の子に話しかけた。

「ねぇ、いったいいくらギャラ貰もらえんの？　あんまパパとママを悲しませるコトしちゃダメだかんね」

　丹下はいったいなにを言い始めたんだと一瞬ポカンとしたが、どうやら児童ポルノ疑惑のことをまだ引っ張ってたようだ。

　でも、わけわかんないことを言ったのがよかったのか、今度は女の子の視線がおれ達に向けられた。

「今回はノーギャラだよぉ。あーしが好きでやってる仕事だから」

　……え!?

　初対面なのにまるで気心の知れた友人にかけるような親しげな口調の女の子、その返答はおれの遙はるか予想外だった。

　ノーギャラ？　……ほんとに児童ポルノなのか？

　気がつけば、おれは熱い感情に突き動かされていた。

「デパートの催事場というこんなに平和な場所で、いかがわしい撮影が行われてるなんて……お、親御さんはこのこと知ってんのか！」

「十と勝かちちゃん、いきなり食いついてきたね」と、丹たん下げが驚きながらも嬉うれしそうに言う。

　女の子はそこでおれと初めて目があった。幼い顔に幼い表情。

「ふぇ？　いかがわしい撮影なんてしてないっすよ」

「わかってるぞ。おれはわかってんだよ。これからいかがわしい撮影しちゃうんだろ」

「ふぇええ？　知らないよ、あーし知らないよぉ」

「なんだその『あーし』っていう、わざとらしい一人称は。それは設定なのか？　そういうエッチぃ作品が好きな男達に媚こびるために言ってんのか？　そんなの言っちゃダメだ」

「あーしじゃないよー。あ・た・しって言ってるつもりなんだもん。どーせ、あーしは滑舌悪いですよーだ」

　女の子はいじけたように、手羽先の骨につく薄い肉をはむはむしたのち、残りの骨を名残惜しそうにペロペロした。おれは言う。

「こらっ、女の子は人前で無む闇やみにペロペロしちゃダメだ！」

「十勝ちゃん。ナニ急にテンション高めのキャラになってんの！　わけわかんなくてチョットおもしろいけど」

「だって、おれの記念すべき初下校でそんな性のビジネスの餌え食じきになっている女の子がいたら、ほっとけねえよ」

　おれの通った小中学校は、どういうわけか並んで建っていた。その学校から一分のところにおれんちがあった。だから、友達と一緒にバカ話をして帰った、みたいな下校の楽しい思い出なんてない。そもそもいつも一分で終わるんだ。下校の思い出すらなんもない気分だ。一分で終わる下校なんて下校じゃねえ。

　でもそんな日々は終わった。今日はおれの記念すべき初下校の日だ。

「ナニその下校に対するモチベーション。てか、人にはいろいろあんの、きっと児童ポルノで稼ぐお金で、この子の家はなんとか食いつないでるんだから。幼い弟や妹達、病弱のお母さんがいんのよ」

「でも丹下。おれは見逃せねえよ。つうか行政はなにやってんだよ。そんなつらい状況に置かれた女の子一人救えないなんて。……おれ達は無力なのか」

「もしもーし？　なんかあーしのことでケンカしてもらっちゃったりしてます？　一応なんですけど、あーしは一人っ子で両親はすこぶる健在ですよ」

　若者の犯罪について語るコメンテーターみたいな悲痛な顔で、丹下は問いかける。

「じゃあアンタ。遊ぶ金欲しさでそんないかがわしいコトしてんの？」

「お二人が想像してることを、あーししてないっすよ。あーしはカメラマンです。女子中学生カメラマン改め女子高生カメラマンになったさきっぽっすよ」

「……カメラマンのさきっぽ？」

　そう呟つぶやくおれの隣で丹たん下げが「あ、知ってるかも」と、さきっぽと名乗った女の子をマジマジ見始めた。

「えっとさ、自分でお金出すのって自費出版ってゆうんだっけ。それで写真集出した子でしょ。しかも素人の写真集にしては異例のヒット飛ばしちゃったみたいな、うちの街の有名人じゃん。あー、でもでも顔見んの初めてだわ。チョット感激なんだけど」

　口の端に角煮のかけらをつけたまま、次はショートケーキを頬ほお張ばる女の子は「にゃはは」と独特な笑い声を上げる。

「わかってもらえた感じですねー。あーしは富ふ良ら野の咲さき、写真撮るときの名前はさきっぽです。あぅ、これは自分でつけたんじゃないですよ。小学生のときのあだ名っす。背の順で一列になると、列の先っぽに咲がいるからってことで」

　女子中学生カメラマンのさきっぽなら、確かにローカルのニュースで特集されてるのを見たことがあったような。確かに彩いろどり市しの有名人だ。でもこうして生で見ると、女子高生カメラマンっていうより、お父さんのカメラを勝手に持ち出して遊んでる児童に見える。

　さきっぽは席から立ち上がり「上う手まく撮れてっかな？」と、三脚のカメラの確認作業を始める。

　なにを撮ってるんだ？　とおれが聞く前に、丹下は「ハッ」となにかに気づいたような声を上げた。

「さきっぽがアンタってコトは……もしかしてさきっぽって偏差値とかすっごい高い子なの？」

「丹下。なにきっかけでさきっぽの偏差値が気になったんだよ」

　丹下はおれの問いを気にせず、さきっぽにつめ寄る。

「いったい何回飛び級したの？　義務教育は何年で終えちゃったの？」

　さきっぽはポカンとした顔。丹下の質問の意図に薄々気付いたおれ。とりあえず丹下に言っとく。

「勉強がいくらできても飛び級制度は我が国にはねえぞ」

　どうやらとにかくミニマム体形のさきっぽが自分と同級生（同い年）だと、信じられない様子の丹下は、「千ち恵え里り高のコスプレしてる可能性は拭ぬぐえないわね」と漏らしたあとさらに質問を続けた。

「ねぇ、さきっぽ。市内バスで、彩いろどり駅えき前から森林公園まで行ったらいくら払う？」

「うぅーん。森林公園には撮影に行くことあるよん。そだね、二百六十円くらいだったかな」

　丹たん下げがツンと斜め上向きの胸の先と顔を、おれに向ける。

「十と勝かちちゃん間違いないわ。さきっぽはちゃんとうちらと同じ年よ。ちゃんと大人おとな料金払ってるわ」

「その確認方法でいいのかよ。……つうか市内バスって中学生から大人料金じゃねえのか」

　ちょいちょいおれの発言を無視する丹下。只ただ今いま興味はさきっぽにしか向いてねえようだ。

「チョット、さきっぽ立ってみてよ」

　今度は寿す司しをパクつき始めているさきっぽの両りよう脇わきに丹下は両腕を突っ込んで、むりやり立たせた。ムチャクチャ強引だ。

「むぅー」

　口の端から甘エビの透明な尻尾しつぽを出してる女の子を、おれと丹下はしげしげと見つめた。

「……ち、ちんまい」

　間近で眺めるさきっぽの全身像。

　一番強く印象に焼き付くのは、百四十センチちょっとしかないんじゃないかっていうそのちびっこい身長だ。

　小さめで常になにかにワクワクしている少年みたいな目、頂上の狭い鼻、いたずらっ子のように上唇が少しめくれた口元。でもとにかくちっちゃい顔の表面積からすると、個々のパーツはバランスがよく、とびっきり幼い顔立ちだが、「あの子可愛かわいいよね」と同級生に問いかければ、男女問わず大半が頷うなずくところだろう。あと健康的に日に灼やけた肌も、さきっぽの持つどこか少年っぽい雰囲気にあっていた。

　おそらく特注のミニマムサイズの制服を着てるさきっぽの姿を、微笑ましく眺めていた丹下が、「うぅ、ううぅ」となにやらわからない呻うめきのようなものを漏らし始めた。

「どうした丹下。やっかいな持病でも持ってんのか？」

「十勝ちゃん。この世で一番カワイイのは誰だれかしら？」

「おれは白雪姫にでてくるお妃きさきさまの鏡じゃねえぞ」

「うちは今日まで、自分のカワイさに絶対の自信を持って生きてたの」

「なんか楽しそうな人生だな」

「でも、うちは客観的に他ほかの女の子の容姿を判断する目もちゃんと持ってんの」

「そいつはよかったよ。自己愛に溺おぼれてないご様子で」

「さきっぽってさ、うちとは違う層から絶大な需要がありそうな見た目してるっしょ？」「まあ、そうなのかもな」

　世の男達がどんなルックスの女の子に入れあげてるかなんて、知らないから生なま返事。

　容姿の話でお喋しやべりがさらに加速する丹下は止まらない。

「さきっぽって、うちと違ってキレイめ系じゃないし、セクシー要素皆無だけど。メッチャカワイイ特化型じゃん。カワイさ尋常じゃないって感じだし。うちと同じ十五歳になんてマジ見えないから」

　甘エビの尻尾しつぽを皿に戻して、ガリをがりがり食べるさきっぽは、見た目がどうのこうのなんてやりとりは、てんで興味がないようだ。ガリを食べるついでみたいな声で、言った。

「あーし、十五歳じゃないよん」

「あ！　じゃあ、やっぱ飛び級し──」

「十六歳だよ。誕生日が四月二日だから」

　丹たん下げの声は、風ふ呂ろ場ばで鳴らしたおもちゃのピアノみたいなさきっぽの声に遮さえぎられた。

　衝撃の事実におれと丹下激震。

「じゅ、じゅうろく？　うちより先に生まれたの？　ナニこのどんでん返し」

「丹下。この状況をどんでん返しって言っていいのかわからんが、驚きには違いねえ」

　おれと丹下の驚きよう愕がくなんてさておき、さきっぽは椅い子すに座り、食事を再開する。丹下は「女性が結婚できる年齢って十六歳でホントにいいの？」と我が国の結婚制度に疑問を投げかけ始める。

　さきっぽが十六歳という事実をなんとか受け止め、おれは大食漢の小柄に聞いた。

「なあ、さきっぽはカメラマンなのに、モデルもすんのか？」

　遠隔操作のカメラがカシャカシャと連射してる。さきっぽも丹下みたいにナルシストなんだろうか、だから自分の写真を撮りまくってんのかな？

「あーしみたいなちんちくりんにモデルは無理っす。ちゃんちゃら無理です。今日は特別っす。いいモデルが見つかんなかったから」

　結婚制度への疑問から意識が戻ってきた丹下が「アハッ、自分のコトちんちくりんとかって、さきっぽウケる」と、ご機嫌に笑う。

　どんなモデルを探してたんだ？　っておれが聞く前に、お喋しやべりな丹下がさきっぽに言う。丹下にはほんと割り込まれる。

「けどさ、さきっぽって折り込みチラシとかの子供服のモデルなら、できそーじゃない？　子供服とか、ヤバいくらい似合いそーだもん」

　子供っぽいと言われても、さきっぽは気にも留めない様子でハンバーグをモグモグしてる。やがて口内のハンバーグをゴックンと嚥えん下げし、「にゃはは」と笑う。

「子供服のモデルかぁ。そんなことを言う……えーと」

「うちの名前は丹下まりもよ。『プリンセス』とか『美の女神』だとか、好きに呼んでいいから」

「たんげまりも。おぉ、略したらたんまりだぁ。ヘイ、たんまり」

　おれもこのタイミングで名乗った。さきっぽは丹下がおれを呼ぶのを聞いて、すでに「十と勝かちくん」と覚えてたようだったけど。

　丹たん下げがさきっぽの向かいの椅い子すに座る。

「たんまりかー。もー、なんだっていいわ。なんて呼ばれてもうちのいい感じのルックスは変わんないわけだし。で、さきっぽ、なんか言いたげだったけどナニ？」

「たんまりのほうがあーしより数段モデルっぽいよってこと。たんまりはグラマーだから、グラビアアイドルみたいだなぁ」

　これには、ナルシストの丹下は「ふふっ」とご満悦な笑みを浮かべる。

「十と勝かちちゃん、この世で一番セクシーなのは誰だれかしら？」

「なんて言ったら丹下が喜ぶかわかりやす過ぎて言いたくねえな」

　おれは最近週刊漫画誌で見た水着グラビアのアイドルの名前を適当に挙げてみた。

「ねぇ、毒リンゴってどこに実ってるかしら？」

「タチ悪っ！　現代版白雪姫は起こさせねえから」

　ナルシスト魂に火がつくと一気に扱いにくくなるグラマーな同級生だ。

　おれは「丹下がこの世で一番セクシーだと思うぜ」と心のこもってない調子で言ったとき、デザートの杏あん仁にん豆どう腐ふを食っていたさきっぽのスプーンが宙で止まってることに気付いた。ってかさきっぽ、ほんとどんだけ食ってんだよ。

「あれれー。なんか向こうのテーブルに、ヨーロッパのファッションショーに出てそうなアジア系のスーパーモデルみたいな子が、死んだ魚のような目でこっち見てるけど。うーん、二人の知りあいかい？」

　死んだ魚のような目のスーパーモデルが見たくて、おれと丹下が振り返る。

　視線の先には、こっちを見てる千ち歳とせがいた。

「……おれ、千歳呼んでくる」

　千歳は近づいてくるおれに、ひどく申し訳なさそうな伏し目がちの視線をチラチラぶつけてくる。

　テーブルを挟んで千歳と向かいあった。

　すぐさま、丹下とさきっぽのいるテーブルに連れていこうと思ったが、おれはテーブルの上のお盆に釘くぎ付づけになった。ラーメンの存在を忘れちまってた。「しまったなぁ」と呟つぶやいたあと、アレ？　と思った。

　なぜか二杯のラーメンどっちとも麺めんが伸び伸びになってた。千歳もラーメンに手をつけていなかったようなのだ。しかも小皿の、チャーシュー握りもそのまま残っている。

「……まりもが、『待っててね』って言ってくれてたから」

　おれが聞く前に、千歳がそう答えた。

「ご、ごめん。麺が伸びてくのはわかってたんだけど、十勝とまりもと一緒に食べたくて。あと一分だけ待って、戻ってこなかったら勝手に食べちゃおうって思ったんだけど。……気づいたら、一分がいっぱい経っちゃった」

　手先がでたらめに器用な職人が作ったフィギュア人形みたいに完かん璧ぺきな容姿の千ち歳とせは、でたらめに不器用な人間だった。

「……十と勝かちよ、もしかしてわたしはなにか失敗してしまったのかな。ラーメン屋のおじさんにも悪いことしてしまったのかな」

　千歳の目の端に涙が溜たまり始める。なにもこんな催事場の片隅で涙を見せる必要なんてこれっぽっちもない。

　おれは椅い子すに座り、ラーメンどんぶりを引き寄せた。

「おれの記念すべき初下校で、涙はいらねえなあ」

「えっ？」

　なにやってんだろおれ。って人生で思う瞬間があるとしたら、きっとこういうときだ。

　出で逢あったばかりのとびっきり綺き麗れいな同級生がなぜか泣きそうで、おれはスープのぬるくなったラーメン、しかも二杯をチャーシュー握りと共に、なんの早食い大会ですかって勢いで掻かき込んでる。

　わけわかんねえ。

　でもおれの今日の下校は、大前提楽しくなきゃいけねえんだ。

　それは例えば、この目の前の千歳キララっていう、ちょっとマイナス思考気味なのが玉に瑕きずの女の子が、ラーメン屋のおやじに申し訳なさを感じたなんてエピソードがあっちゃダメだ。それじゃあ今日を楽しい思い出にできねえから。

　おれは両手に持った二杯のどんぶりの汁の最後の一滴まで啜すすり尽つくし、空のどんぶりをテーブルに置いた。

「はぁー、うまかった。千歳、おれは美お味いしくラーメン食ったから、ラーメン屋のおやじはきっと喜んでるよ」

　千歳は何度がぱしぱしと瞬きをしておれを見つめた。なげえ、まつげだな。

「と、十勝。……ありがとうって言いたい。なんだかよくわからないけど、十勝って一生懸命だ。わたしは……なんだろう……嬉うれしい気持ちだ」

　おれも千歳に対して、なんだかよくわからないことが多いよ。おれと千歳は二人でいると、なんだかよくわからないことが起きやすいのかもしれない。

「あっ、十勝。ついてる」

　千歳の細い指がスーッと伸びてきて、おれの口の端についていたなにかを掬すくった。千歳はそれを自然な仕し草ぐさで、自分の口に運んだ。千歳が笑顔を見せる。

「ふふっ、チャーシューのかけらだった。美味し。…………と、と、と、十勝よ、わたしは今、とてもはしたない行いをしてしまったか？」

　ああ、と答えれば、このマイナス思考娘はまた泣き出してしまいそうだった。

　おれは女の子にいじわるなやつじゃない。

「いや、そんなことないぜ。全然普通だ。友達ならこれくらいアリだろ」

「……と、友達。十と勝かちとわたしが」

　千ち歳とせの顔が、「ぱぁっ」と輝いた。

　おれ、そんなに喜ばすこと言ったか？

「なあ千歳。少年みたいな大食いカメラマンに出で逢あっちまったんだ。あっちに行こうぜ。あ、そうそう、そのカメラマンが千歳のことスーパーモデルみたいだって褒ほめてたぞ。やっぱ千歳は容姿に自信持ったほうがいいぜ」

　死んだ魚のような目をしてるって部分は、当然伝えなかった。

　千歳の目はキラキラしていて、キララって名前がよく似合う表情の子になってたから。




　千歳を連れて丹たん下げとさきっぽのいるテーブル席に戻った。

　テーブルの上に山のようにあった料理はもうほとんどなくなっていた。おれと千歳が話してる間に、丹下はご馳ち走そうになったようだ。ひとまず千歳とさきっぽが互いの自己紹介を済ませる。

　身長差が三十センチはありそうな千歳とさきっぽ。外見的には凸でこ凹ぼこに見える二人だ。おれは初対面の人と話すのが苦手そうな千歳が、さきっぽに馴な染じめるか保護者のような気持ちで見守ったが、心配は無用だった。「ちとせきらら。略してチキララだぁ。チキララって呼んでいいかい？」すぐ人にあだ名をつけたがるさきっぽは、妙に相手の懐に入っていくのがうまいやつだったから。千歳は「さきっぽ」という言葉を何度か口の中で転がし、やがて気兼ねなく、親しげに「さきっぽ」と呼ぶようになった。

　そういえば、おれも丹下も最初から当たり前のようにさきっぽと呼び捨てにしてたな。さきっぽには初対面の人にさん付けとかさせないで、親しげに自分の名前を呼ばせる人徳のようなものがあった。

　出会いを祝して千歳と握手を交わしたさきっぽは、三脚のデジカメの液晶をなにやら確認しに行き、「うーん、最高の一枚、遠しっすね」と呟つぶやいていた。

　おれはその「最高」という言葉で、つい数十分前に初めて見た千歳が言った「最低」という言葉を思い出した。

　そもそも、もとはといえばあの言葉の意味を知りたくて、おれは千歳に話しかけたんだった。

「なあ、千歳。そういえばさ、エレベーターから降りた直後『最低だ』って言ってたよな。あれってどういうことなんだ」

「えー、ナニそれ。気になる話なんですけど。キララってばそんなコトゆったの？」

「あーしもそれはなにやら興味津しん々しんになっちゃうネタだよ」

　テーブル席で丹下とさきっぽが騒ぎ出す。

　しまった。千ち歳とせと二人っきりのときに聞けばよかったかな。千歳にとっては話しにくいことなのかもしれないし。

　なんて後悔したけど、千歳はおれ達三人を灯台のようにゆっくり見回して、誰だれかに聞いてほしかった秘密を打ち明けるように話し始めた。

「わたしは、弱い人間なんだ。

　……実は中学時代太っていて、下校時はいつもウォーキングをするようにしていた。なんとか標準的に見えなくもない体形まで体重を落とせたのだが……高校に進学し、月のお小こ遣づかいがアップしてしまったのだ。これだけのお小遣いがあったら、アレもコレも買い食いすることができてしまう。

　……うぅ、なんて恐ろしいことだ」

　月の小遣いがアップして恐怖を憶おぼえる高校生がいたとはな。

　まだ話が見えないので、おれ達は続きを待った。

「わたしは自分の意志の強さを試そうと思った。

　お腹いっぱい食べられるだけのお金を持って、これだけ美お味いしそうな食べ物が集まる催事場に来て、それでもなにも食べらずに帰ることができれば、誘惑が多いと言われる高校生活でも、ダイエットは上う手まくいくだろうと」

　千歳以外のおれ達三人は顔を見あわせた。よかった。丹たん下げとさきっぽの顔にも「？」が浮かんでる。丹下が千歳に言う。

「えっと、チョット話がわかんなかったんだけど。つまり、キララは自分が美味しい食べ物の誘惑に負けない人間かどうか確認するために、全然なんも食べる気ないのに、ここに来たってコト？」

「ああ、そうなんだ。でもエレベーターを降りたら、目の前に大好物のたこ焼き屋があって、気づいたら財さい布ふを取り出そうと鞄かばんを開けていた。早くも心がほとんど折れてしまって」

「もしかして、だからそんな自分に『最低だ』と呟つぶやいたのか？」とおれ。

「……うん、そう。なあ十と勝かち。……このお金を受け取ってくれないか？」

　千歳が鞄から財布を取り出した。

「いやいや、出で逢あったばかりの千歳から金を受け取る理由がねえよ」

「と、十勝はわたしが醜く太ればいいと思ってるのか？」

「金をおれに渡して、食い物を買わないようにする方法とかありえねえだろ」

「十勝よ、この近くにローソンはあったか？」

「ん？　コンビニでなんか買うのか」

「レジ前に募金箱があったはずだ」

「待て、募金はいいことだけど、その金の使い道を一回しっかり考えようぜ」

　千ち歳とせはコクンと頷うなずき、頼もしいお兄ちゃんを見つめる幼い妹みたいな目でおれを見る。

　マイナス思考方面にたびたび暴走する千歳はとっても素直なやつだ。おれの言うことは全すべて正しいと思いこんでるんじゃねえかと心配になるくらい、純粋な表情をしてる。

　素直さや純粋とかはあまり縁が無さそうな丹たん下げが言った。

「てかキララって、すっごいスタイルいいじゃん。絶対痩やせる必要とかないから。体形維持を気にするとかより、もう少し肉がついても全然平気みたいな」

「ま、まりもさん、本当ですか？」

「もー、敬語じゃなくっていいってば。基本自分が一番カワイイって思ってるうちが、他人褒ほめるってレアだよ。うちってお世せ辞じなんかマジゆわないから」

　千歳は「……」と、しばし丹下の言葉を吟ぎん味みするように静止した後、ほんのりと頬ほおを染めた。

「……そ、そう。まりものように可愛かわいい子がわたしをスタイルいいと言ってくれたんだから、わたし普通に食事します……わたしこれで食べなかったら、まりもの言葉を信じてるのに信じてないって思われてしまう……それは嫌です」

　やっぱ千歳は素直な子だ。

　丹下は「アハッ」と笑った。

「にしてもお金あんのに食べる気ナシでこんなところに来るとか、キララっておもしろいね」

　そこでおれは丹下に聞いた。

「そーいえば、丹下はなんでラーメンをタダでよこせなんて暴挙に出てたんだよ？」

「十と勝かちちゃん。アンタって義務教育放棄系なの？」

「真面目まじめにそれ受けたから、おれはここのメンツと同じ高校に入学できたんだよ」

「理由なんて簡単じゃん。うちがお金持ってないからだよ」

「それ胸張って答えることじゃねえな。金ねえのになんで催事場来ちゃったんだよ」

　丹下は、夢見るような顔で中ちゆう空くうを眺めて、言い放った。




「ラーメンちょうだいっておねだりしたのはね。それは……うちが超カワイイからよ」




　……。

　素直な千歳はよっぽどでないと人の話にツッコまないようだし、ちっこいくせにどんな胃の収納スペースをお持ちなんだよって言いたくなるさきっぽは、うっとりした顔で空いた皿の山を眺めている。きっと、食べたモノのおいしかったランキングでも脳内でつけてるんだろう。

　仕方ねえ。おれが代表して夢見るナルシストに、聞いた。

「ラーメンよこせ行動と丹たん下げの可愛かわいさの因果関係がわからなかったんだが」

「もー、十と勝かちちゃんってホントいくつになっても話の聞けない男なんだから」

「オメェは親しん戚せきのおばちゃんかよ。今日出で逢あったばっかりだよ」

「うちってさ、神様から頂いたこの容姿を有効活用しないとね、不本意な容姿で生まれてきた人達に悪いと思うんだ」

「すごいな丹下。たった一言なのに世の中の半分くらいを敵にできそうな言葉を吐いたな」

「十勝ちゃんが敵になっちゃって、うちは残念って感じよ」

「おい、それどういう意味だ。おれは自分の容姿を本意に思ってるよ」

「十勝ちゃんって楽観的なんだね。アハッ、悲惨な現実を受うけ容いれて前向きに生きる人、うち結構好きだよ」

「女の子に初めて好意を示してもらったのに、なぜかちっともうれしくねえな」

　おれの不平など聞こえないようで、丹下は毛先をいじってる。

「うちみたいな子はさ、その優れた容姿だけに甘んじてないで、精力的になにかの活動とかするべきなの。例えばただのカワイイ子だったら、売れないアイドルとかで終わっちゃうかもだけど、アスリートで美人だったりしたらメディアに引っ張りだこになれるでしょ」

「ってことは丹下は、なんかスポーツとかしてんのか？」

「十勝ちゃんってバカなの？　うちのマシュマロボディに筋肉とかつきすぎちゃったりしたらありえないでしょ。スポーツなんてするわけないじゃん」

　マシュマロボディ。自分の身体からだにキャッチコピーをつけてるやつがいるなんてな。マシュマロのように柔らかいのかどうかはもちろんわかんねえから、ツッコまずに流しとく。

「うちは千ち恵え里りですっごい人気者になんの。だから放送部員になるわ」

　うん？　どういうこと？

　ここまで黙って聞いていた千ち歳とせが「放送部に入ると人気者になれるのか？」と、この場の丹下以外の全員が思ったことを、聞いてくれた。

「他ほかの部活ってさ、活動してる姿を全校生徒に見せる場面って、そうそうないでしょ」

　丹下のペースで進む問いかけには相手に「ウン」と思わせる力があった。おれ達三人は揃そろって頷うなずいた。

「けど、放送部にはお昼の放送があるの。あれは問答無用で全校生徒に届くわ。そんでうちはカリスマパーソナリティになんの。恋愛相談コーナーとかつくって、お昼の放送を盛り上げちゃうの。それって絶対人気者になれるでしょ」

　イートインコーナーの別のテーブルには、大学生くらいのお姉さんグループが日本のどっかの名産を食べながら、楽しげに話してる。おれもカリスマがどうのこうのとか話し始めるナルシストがいないテーブルに行きたくなった。

　丹たん下げの話は、ちょいちょい共感できない部分が含まれてる。人気者って狙ねらってなるものなのか？

「でね。入学式終わってすぐに放送部の顧問を見つけ出して、入部届けだってもう出してきたんだから。顧問メッチャ喜んでたわ。放送部は部員が本年度ゼロでほとんど廃部同然だったらしいから」

「まりもは可愛かわいいだけでなく行動力もあるのだな。わたしはそんなまりもを見習いたい。せっかく高校生になったのだから、わたしもまりものようになにかのカリスマを目指せればよいのだが。どの分野を頑張ればよいのか」

「おい待ってくれ。別に高校はなにかのカリスマを目指す場所じゃねえぞ」

　ダメだ。千ち歳とせは眩まぶしいものでも見るように丹下を見ている。おれの言葉は残念ながら、このメンツの中でたまに一方通行になる。

　丹下が放送のプランを語りだす。

「うちはさ、テンションが高いだけで実のない放送とかする気ないの。ちゃんと有益な情報とかもみんなに教えたいの。彩いろどり市しのホットスポットとか、新しいイベントとかもね。今のお昼の放送って生徒会が連絡事項につかってるだけらしいから、全然つまんなそうだし」

「じゃあ、この催事場に来たのも、ご馳ち走そうフェスタを校内放送で紹介するためか」とおれ。

「そーいうコト。でも全く誤算だったわよ。ラーメン屋のおじさんが超ちよう弩ど級きゆうのブス専だったなんて。じゃなかったらカワイイうちが学校で紹介するからってゆえば、フツーにラーメンごときタダでくれるはずだしさ」

「ラーメンごときって言ってるやつに紹介されたくねえだろ。無茶な話だな」

　丹下はくりっとした大きな瞳ひとみでおれを睨にらんで、「ぷぅ」と頬ほおを膨らました。

「だってー、地方の情報番組の飲食店を紹介するコーナーとかでさ、料理食べるシーンはあっても女子アナとかがお会計してる場面なんて見たコトないし」

　そりゃそうだ。

「テレビ局と学校の放送部を一緒にしちゃダメだから」

「えー。だって地方局の女子アナより、うちのほうがカワイイじゃんよ」

　それは……そうかもしれねえけど。そういう問題じゃねえから。

「とにかくうちは放送部を頑張んの。このフェスタだって試食とかじゃなくて、ちゃんとまるまる一杯食べて、ラーメンの味を紹介しようと思ってんのに……人気者の道は茨いばら系ね」

　丹下が難しい顔して「うー」と唸うなってる。困ったやつだ。

　ナルシスト発言をしないで、ひとまず黙っていれば、男子からの人気は集まりそうだけどな。と思った。

　まあ、丹たん下げにとってみれば大人おとなしくしてんのは、人気者になるより無理そうだけどな。

　丹下は不意に「あ！」と、さきっぽを指差した。やっぱ片時も大人しくしてない女。

「ライバル発見！」

「む？　あーし、なんのライバル？」

「さきっぽは女子高生カメラマン。うちより目立つ感じだわ」

　丹下はジーッとさきっぽを見つめる。なんだろうこの展開。面倒臭そうだから、おれは傍観に徹することにした。

「敵を知れば百戦なんちゃらって言葉あるよね。うち、さきっぽのコト知るわ。まず質問だけど、さきっぽは今日なんでこの催事場に来たの？　で、なんで自分をモデルに写真撮ってんの？」

　質問する丹下の口調はマシンガンだった。千ち歳とせは小声で「敵を知ればではなく、彼を知り己を知れば百戦危うからずではないかな」と、慣用句に詳しい一面を見せてくれたが、肝かん心じんの丹下は聞いちゃいなかった。おれは哀あわれな千歳に「物知りだな」と言ってあげると、千歳はなにやらモジモジとして「と、十と勝かち、褒ほめてくれてありがとう」と、なぜか礼を言われた。なんとなく「こちらこそ慣用句教えてくれてありがとう」と言ったら、「と、十勝、感謝してくれてありがとう」と、また「ありがとう」が返ってきた。

　うん、おれがありがとうと言う限り、ありがとうの言いあいが終わらなくなりそうなので、ここらでやめておこう。さきっぽが「えっとねー」と、質問に答え始めているし。

「今度ね。写真集第二弾を出す予定なんだ。

　そんでテーマが『笑顔』なの。彩いろどり市しのみんなの笑顔の写真を集めた一冊をつくろうと思っちゃってます。

　だから、今日は幸せそうな笑顔を撮りにここに来たの。うまいもんを食べてる人って、いい笑顔をすると思うから」

　おれ達三人は感心する思いで、さきっぽの話を聞いた。

　こんなにちびっこい子が、ほんとにカメラマンなんだよなぁとしみじみ実感する。

　さきっぽは、おもちゃみたいな声で続けた。

「今日のうちはちょっち調子悪い感じかなー。みんなのいい笑顔は上う手まく撮れなかったよ。試しに撮ってみた自分の笑顔もボチボチだったし」

　落ち込むカメラマンのさきっぽに、かけてやる言葉が見つからなかった。でもこのままこの話題を終わりにすんのは嫌だった。丹下が「調子悪いときもあるよ、しゃあないよね」とか言って、千歳が「明日あしたはさきっぽがいい写真を撮れるように祈っている」とか言って慰めていたけど、やっぱりこれで終わるのが嫌だった。

　完全におれのわがままだけど、今日のさきっぽには絶対満足いく写真を撮って欲しかった。

　だって、今日はおれの記念すべき初下校だから。

　気づけばおれは、立ち上がって女の子達に言っていた。

「千ち歳とせ！　ダイエットの必要はねえんだ。でもまだなんも食ってねえだろ。

　丹たん下げ！　放送部でちゃんと紹介できるほど、なにもまだ味わって食ってねえだろ。

　おれがラーメン奢おごってやるよ。

　さきっぽ！　ラーメン食ってる二人の姿、撮ってくれ。きっといい写真になるぜ」

　おれは三人の女の子達の反応も見ず、ラーメン屋のおやじのもとに向かった。




　五分後。

　テーブルには湯気の立つラーメンが二杯。

　千歳と丹下はラーメンを食べ始める。カメラを構えたさきっぽはシャッターを切ろうとはしていなかった。

「うーん、二人ともとっても綺き麗れいで可愛かわいいけど、表情が硬いっす」

「おい、どうした千歳、ダイエットなんか気にせず食うラーメンはうまいだろ。丹下、タダでラーメン食えるんだから、嬉うれしいだろ」

　丹下は「むー」と眉み間けんに皺しわを寄せた。

「なんかハードル上がってるよ。さきっぽがいい写真撮るために、いい笑顔しなきゃいけないと思うと全然フツーに笑えないから」

「まりもよ。わたしも全く同じ気持ちだ。カメラを向けられると緊張してしまう」

　丹下と千歳がなにやらボソボソ言っているが、おれは気にせずカメラを覗のぞき込むさきっぽに話しかけた。

「どうだ？　いい写真、もうちょいでイケそうか？」

「むむむ。十と勝かちくん、これはムリだよ。たんまりはやけに前髪かき上げまくりでチラチラカメラ目線だし、チキララはガッチガチでロボットみたいな動きで食べてるし。うー、不自然だよー」

　おれは別の食べ物でも買ってこようかと、催事場内を見回す。さきっぽがカメラから顔を上げた。

「ところで、十勝くんってたまにいきなり情熱的になるよねー」

「いや、そんなこと別にねえと思うけど」

　千歳と丹下が示しあわせたように一緒に首を横に振った。千歳が言う。

「十勝は急になんか行動力がすごくなる」

「なんかさ、十勝ちゃんが軽く暴走気味になるときにね、気になる言葉ゆってた気するんだけど。んー、なんだっけな」

「あ、まりも。それわたしもわかる。気になる言葉、あった気がする」

「おれは暴走なんてしてねえと思うけど」

　さきっぽが不意に「あっ」となにか思い出したような声を出す。

「それって、『記念すべき初下校』ってやつじゃないかい」

「あー、ソレよ！」と丹たん下げ。

「うん、それだな」と千ち歳とせ。

　丹下が「十と勝かちちゃん」と、おれにつめ寄る。

「記念すべき初下校ってなんなのよ。うちらもこの催事場に来たワケ話したんだし、十勝ちゃんも教えてよね」

　おれは三人の女の子を見回した。

「記念すべき初下校について説明するには、おれの心の奥底に隠した暗い過去を話さなきゃいけないんだ。……いや、話したくないわけじゃないんだ。ただ、心の準備が必要でさ」

　おれの真面目まじめなトーンに、ラーメンを食べる千歳と丹下の箸はしの手が止まった。

　箸置きに箸を置いた千歳が言う。

「十勝が話すの待ってる。わたし、しっかり受け止める」

　シリアスとは無縁そうな丹下とさきっぽも、真剣な顔で頷うなずいてくれる。

　……。おれは今まで誰だれにも打ち明けたことのない話を始めた。

「おれんちはさ、小中学校にすごい近くて、登下校が一分だったんだ。だから下校の思い出がまるでないんだ」

　……。

　沈黙する女性陣。やがて丹下が口を開く。

「十勝ちゃん。心の奥底に隠した過去、話してくれていいよ」

「ん？　いや、もう話したけど」

「「「え」」」

　三人の女の子はそれぞれ驚いた表情を浮かべる。丹下が箸の先をおれに向ける。

「ま、まさか、家が学校に激近で下校が一分だったって話なの。それが暗い過去の全ぜん貌ぼうなの？」

「ああ、そうだぜ。よくクラスメイトに登下校が一分で終わることを羨うらやましがられたりしたけど、実際嫌だったぜ。

　次の日の学校でよ、昨日きのうの下校はどこそこで買い食いしたとか、帰り道の途中でクラスの女子達と会って、カラオケに一緒に行ったなんて聞くとたまんなかった」

　中学時代。下校していく友人達の背中を家の玄関から見た思い出が蘇よみがえる。センチメンタルな気分になっちまう。

「だからおれは決めたんだ。彩いろどり市内で一番おれんちから遠い高校に通ってやるってな。そして猛勉強して第一志望の千ち恵え里りに入った。おれは思いっきり下校を楽しんでやるんだ。今日はそんなおれの記念すべき初下校なんだよ！」

　おれは熱く語った。思い残すことはない。全すべて語りきった。

　周囲を見回す。三人の女の子達の肩がプルプル震えている。

　おれの話に、泣きそうになってるのを耐えているのかもしれない。

　あいにくハンカチは持ってねえ。ティッシュはあっただろうか、と自分のリュックを確認してたら、沈黙していた女子達が爆発するように笑いだした。

　千ち歳とせも丹たん下げもさきっぽも最高に楽しげな顔で笑ってる。

　ん？　なんで爆笑してんの？

　腹を抱えて窒息しそうなほど笑ってる丹下が言う。

「アハハッ、十と勝かちちゃんったらホントウケるんだけど。てか、下校一分だったのは確かにチョット寂しいかもしんないけど、それを心の奥底に隠した暗い過去呼ばわりすんだもん。しかもめっちゃシリアスな空気出して話し始めるし」

「おい、人の悲しい過去を笑い飛ばすってどういうことだよ！　おれは真剣に下校を楽しみたいんだ！　いい下校の思い出がほしいんだよ！」

　カシャカシャ。

　いつのまにかカメラを構えていたさきっぽが、千歳と丹下に向かってシャッターを切っていた。

「十勝くん。ありがと。最高にいい笑顔の写真撮れた。あーし、なんか今日の下校楽しいなー」

　そのさきっぽの言葉で、おれはハッとした。

　確かにおれも今下校を結構楽しんじゃってる。

　下校を楽しむなんて普通のことじゃねえ。いや、みんなにとっては普通のことかもしれねえけど、少なくとも下校が楽しいってのは、おれにとっては初めての経験で、特別なことだ。




　それから、おれと千歳と丹下とさきっぽは引き続きイートインコーナーでお喋しやべりして、催事場を何周かして、全国の選りすぐりのうまいもんを眺めながら、やっぱりまたお喋りを始めた。

　不思議となにを話したのかその日の夜には忘れちゃうような他愛たわいもない話題ばっかりだったけど、楽しかったっていうのは憶おぼえてる。そのことはずっと忘れない気もする。

　カメラマンのさきっぽは、千歳と丹下をモデルにして美少女写真がもっと撮りたいよーと、二人にオファー。おれは、聞いてもいないのに撮影機材の名称や使用法について説明してきた。カメラマンの助手としておれには雑用が待ってるのかもしれない。まあ、それも悪くない。

　毎日下校を楽しむには一人より、誰だれかいてくれたほうがいいんだけどさ。三人の女の子といろんな話をしたのに、それはなんか恥ずかしくて言えなかった。おれにとっちゃ下校は神聖なものだ。女の子達に、一緒に下校してくれないか？　って誘うのは、結婚してくれませんか？　って言うぐらいの重みがある。どっちも断られたら地の底まで凹へこむって話。

　でも、おれ達四人は意気投合って感じで今日一日で一気に仲良しになったわけだから、当然ある当たり前の結論に至って、催事場をあとにした。




　明日あしたから一緒に帰ろうね。




　以上が、おれと千ち歳とせと丹たん下げとさきっぽの出会いの話だ。

　この日のエピソードとしては他ほかにも、食べたラーメン分をカロリー消費を早くしたいと考える千歳が、七階の催事場から階段で帰り始めたり、少年のようなさきっぽが駄菓子を食べたいと言いだして、地下の食料品街で陳列されてるうまい棒を買い占めたり、ナルシストの丹下は男子のおれがいるにも拘かかわらず、みんなで下着売り場に行こうと提案したりと、いろいろあったけど、長くなるから催事場及びデパートの話はこれくらいにしておく。









第二話　待ち合わせ場所の回






　入学して数日が経過。

　おれは自分のクラスがすこぶる嫌いになっていた。

　放課後の下校時間を一日ん中で一番大切な時間だと考えてる。そんなおれのクラスが、よりにもよって学校一帰りのＨＲが長いクラスだったんだ。

　原因は単純明快。とにかく担任の話がなげえ。

　学校の先生っていうより、学園モノのドラマで生徒思いの先生役を演じてる若手女優みたいな担任はちょっとそこらにいないくらいの美人で、おれらと違う時系列を生きてるんじゃないかと思うくらい、すごくおっとりした人だ。

　なんでも話せる優しいお姉さん的先生だと、男女問わずとにかく人気（てか、優しい実姉っていんのか？）。他のクラスのやつから羨うらやましがられるなんて日常だ。

　だけど、幼稚園児に日本昔話でも聞かせるようにバカ丁てい寧ねいにゆっくり話す連絡事項には、ほんとうんざりする。

　これから始まる下校を前に、ＨＲの間は下校への心の準備に使いてえんだが。時間はあんのに、全然集中できねえ。そりゃムリもない。

　うちのクラス以外は帰りのＨＲが次々と終わっていき、教室から解放された生徒達のどこか明るい表情が廊ろう下か側の窓からチラホラ見えてくるんだ。くあー、堪たまらない光景。

　刻一刻と下校時間が削られていく現実に思わず貧乏揺すりまでしちまう。

　担任は今日ものんびりと連絡事項を伝えている。

　担任の顔に見とれてる近くの席の男子を睨にらむぐらいしかやることがねえ。

「帰りにねー、カラオケとかボーリングとか。えっとー、カラオケに行く子もいると思うけどー」

　カラオケって二回言った。と、ツッコミたくなるのを我慢。早く帰りてえ。きっとおれの聞き間違いだ。

「みんな高校生になったばかりだからねー、今は遊びたい時期だろうと思うのぉ。でもー、あんまり遅くまで街をフラフラしたらダメよ。ほんとダメよー」

　語尾が伸びて、もれなく母音が聞こえてくる独特の節がある先生の話し方。今の一言の体感速度は競馬の実況マイル一レース分くらい。

「でも、帰りにカラオケ行くのって楽しいのよね。先生も学生の頃はね、好きでよく行っちゃったな。えーっとね、なに歌ってたかというと」

　出た。我が担任の連絡事項はこうして自身の思い出話へと脱線していく。

　しかもそれをクラスメイトの大半が楽しんで聞いちゃってるから始末に負えない。美人先生のスクール時代。悪わりぃが興味ねえよ。

　おれは半分頭がキレそうになりながら、先生の十八番はｇｌｏｂｅとかＴＲＦだって情報を入手した。やっぱ時代を感じる。マーク・パンサーの日本名は酒さか井い龍りゆう一いちっていうことも教わったが、そもそもそのパンサーさんがどなたかよくわかんね。

　てか、帰りのＨＲに九十年代Ｊ‐ＰＯＰのマメ知識とか、マジいらねえよ。




　先生の昔話に花が咲きすぎて、今日の帰りのＨＲはこれまで最長記録を更新した。

　学年で一番早く帰りのＨＲが終わったクラスより冗談抜きで二十五分は遅れて、おれは教室から解放された。他ほかのクラスの教室掃除をし終えたやつらよりおれ達の帰る時間のほうが遅おせえ。

　帰宅部＆部活が休みのやつらの下校のピークは、もうかなり過ぎた時間帯。

　一年生の教室が並ぶ校舎三階の廊下には生徒の姿が疎まばら。残念だ。

　おれはこれから下校を迎える生徒達の雰囲気を、肌で感じるのが好きなんだけどな。

　まあ、なにはともあれ、これからやっと下校時間だ。

　おれは逸はやる気持ちを抑えて、下校を共にする三人の女の子との待ち合わせ場所に急いだ。そこは正面玄関のゲタ箱の向かいにあるロビーだ。

　教室二つ分くらいのロビーに着くと、生徒が結構ごった返してた。運動部系のやつらがミーティングみたいなことをやってる。

　おれはロビーで別々のところにいる丹たん下げとさきっぽの姿を見つけた。

　おれの存在に気づいたさきっぽがピョンピョンとやってくる。

「おっす、十と勝かちくん」

「おう、待たせてすまね」

　女子高生カメラマンっていうかなりレアな肩書きを持つさきっぽ。今日も一学期の終業式が終わったあとの小学生みたいなどことなくワクワクした顔をしてる。見た目は幼女と少女の中間で、中身は完全少年みたいな同級生だ。

　おれはさきっぽと一緒に、丹下のいるベンチに向かった。

　丹下はなにやらノートを広げてるようだ。授業の復習？　意外だ。真面目まじめな一面を発見かも。

「ナンパ待ちの調子はどうだ？」

　丹下はノートから顔を上げる。おれが近づいてきてんのは気付いてなかったようだけど、表情に驚きはない。あるのは自信過剰気味の攻撃的な笑顔だけ。

「アハッ、もちろんうちに声かけたくて仕方なさそうな男子はいたけど。うちって興味ある子には自分から話しかけるから。『ナンパとかウザい』オーラ出して、追い返した」
















「丹たん下げは人見知りとかしなさそーだもんな」

　丹下は両手を軽く頭の後ろに持っていって、ベンチの背もたれに仰のけ反ぞって「キャハ」と笑った。さきっぽが「たんまりセクシーだ。グラビアポーズたまらんす」と、シャッターを切っていた。「制服のボタンが飛びそうっ」カメラマンのさきっぽは、中学二年の男子みたいなやつだ。

　丹下はご機嫌な調子で言う。

「人見知りなんて、うちにあるわけないじゃん。だってうちに話しかけられて喜ばない人って基本いないでしょ。みんなに喜ばれるコトは胸を張って進んでできるわよ」

　呆あきれと感心を交ぜて言った。

「丹下は今日も人生が楽しそうだな」

　ん？　おれはこのとき、なんか引っかかりのようなものを憶おぼえた。

　いつも通り（まあ、出で逢あって数日だけど）のナルシストな丹下まりもなんだけど、今日はロビーで会ってから予想外のリアクションをされたっていうか、なんか丹下らしくないなあ……っていうか。

　うーん、でもどこに違和感があるんだろ？

　とりとめもなく考えてると、丹下が「チョット」と、ぷるんとした唇をアヒルのように尖とがらせる。

「キララがね、まだいないんですけど」

　千ち歳とせがロビーに見当たらないなーとは思ってた。

　外国人女性モデルみたいなスタイルなんだ。百七十センチの美少女は多少混雑した場所くらいでは隠しきれないほどの存在感。いたらすぐわかる。

　おれは丹下に聞く。

「千歳は何組だったっけ？　掃除当番とかじゃねえのか」

「えっと、三組のハズ。放課後うちが教室前通ったけど、キララいなかったんだよね」

　そういえば、おれ達四人はそれぞれクラスがバラバラなんだなー。

「そっか、三組か」

　おれは帰りのＨＲ中に教室から見た廊ろう下か側の窓の景色を思い出す。

　三組っていえば、学年で一番早く帰りのＨＲが終わってた気がする。羨うらやましかったからよく憶えてる。教室の掃除当番じゃねえなら、千歳が一番先にこのロビーに来ていてもよさそうなもんだけど。

「キララったら、どっかほっつき歩いてんのかな？」と丹下。

　ベンチに座る丹下を撮ったあと、「喉のどカラカラだ」とロビーの自販機に駆けてったさきっぽを眺めて、おれは言った。

「千ち歳とせはさきっぽや野良犬じゃねえんだ。自由にほっつき歩いて、待ち合わせこねえとかしなさそうだよな」

　頷うなずいた丹たん下げの顔が次の瞬間いきなり「パッ」と明るくなった。絵文字みたいにわかりやすい丹下の表情。どうした？　って聞くまでもない。なんか閃ひらめいたようだ。

「てか、フツーにケータイに連絡すればいいじゃんね」

　アドレス交換は入学式帰りに出で逢あった催事場で済ませてある。

　丹下がデコレーションしすぎでケータイなんだかビーズの塊なんだかわからないそれで、千歳にコールする。

　自販機からこっちに戻ってくるさきっぽの手には、缶のお汁粉が握られていた。

　それじゃ、喉のど潤うるおせなくないか？　と思いながら、眺めていたら。

　正面玄関前ロビーの片隅から、電子的なメロディが聞こえてきた。

「あ、もしもし、キララ」

　丹下の電話が繋つながったタイミングで、そのメロディが止んだ。

　おれと丹下とさきっぽの視線は、音がしてたほうに向けられる。

　確か……掲示板と、なんか普段使わない階段のあるスペースだ。

　こういうとき、おれ達三人は息があうようだ。足音を消して、ロビーの死角の場所に三人で向かう。緑色のブツブツした壁の掲示板が見えてきた。

　学年通信とか身体検査の実施案内とか新入生の学校生活の心得みたいな、読む意欲がそそられないプリントが画が鋲びようで留められてる。放課後遅くまでフラフラ遊ぶのはダメよっていう掲示物もあった。担任が言ってたやつだ。

　丹下が受話口を押さえて、おれとさきっぽに目配せ。

「ねぇ、これ見てよ」

　掲示板には学校からの連絡事項スペースと、もう一つ生徒達が自由に掲示していいスペースがあるようだ。

　丹下が指差す生徒用自由掲示板のほうを眺める。『恋愛相談乗ります。あなたの悩みを聞かせてください。放送部』。思わず言った。

「なんじゃこりゃ」

「放送部で恋愛相談すんの。うちの恋愛論を必要にする人がいるハズだから」

　すごいな。短いセリフの中にツッコミたいことがてんこもり。おれは当たり前のことだけ聞いた。

「こんなプリントを掲示板に貼はって大丈夫なのかよ？」

「こんなってナニよ。十と勝かちちゃんたらかなり失礼みたいな。だってホラ」

　丹下の指差すほう……他ほかの掲示物を見た。

　占星術であなたの運命を導きます・バイト募集・友達になりませんか？　・人捜し・子犬譲ります・剛ごうの者集え（ｂｙ相撲部）・彼女募集・彩いろどり市しの心霊スポット案内・『身体検査を女性医師にしてください』署名運動。

　デタラメだ。なんでもある。

『子犬譲ります』なんていう地方新聞の市民投稿欄みたいなプリントを眺め、ドーベルマンの子犬じゃ貰もらい手探すの難しそうだな、と思っていたら、かすかなその声を聞いた。

「……ま、まりも。……あれ？　声が……」

　丹たん下げが電話中だったのを忘れてた。おれ達はかすかな声が聞こえてきたロビーの片隅の短い通路を進む。

　そこには来客者用職員室直通階段があった。

　その三段目に立ってケータイにしがみついてる、予想通りの人物が見えた。

　さきっぽがはしゃいだような声を出す。

「あ！　チキララだ。えへへ、なんでかくれんぼしてるのぉ？」

　千ち歳とせの顔は青ざめていた。もともと肌が白いから、ほとんど塗装前のフィギュアみたいな白さになってる。いったい、どうしたよ？

「十と勝かちよ、まりもよ、さきっぽよ。……わ、わたしはみんなと一緒にいては、よくない人間なのかもしれない」

　今日会って最初の一言目が、よくわからないネガティブな発言。

　どういうことか事情を聞く前に、ひとまず基本的なことを聞いとく。

「なんでこんなところに突っ立ってんだよ」

　千歳は三段目に立ってるから、ほとんど二メートルの高さだ。そこから地に沈むような声が降ってきた。

「わたし……ダメだ……人が多いと……わたし……逃げた」




　そっからの五分間は、そんなバカな、って言いたくなるようなノンフィクションを聞くことになった。

　やっぱり千歳はおれ達の中で一番最初にロビーに着いてたらしい。普段ならのんびり待っていられるそうなのだが、部活動中の生徒がいっぱい集まってきてしまって、いつも以上に混雑したロビーに耐え難い息苦しさを感じたそうだ。

　それでも、もう少しでおれ達がやってくるハズと思って、我慢して待っていたらしいのだが……ここで千歳にとっては予想外の出来事が起こる。

　ロビーにいた体育会系の女子が千歳を部に勧誘しようと話しかけてきたらしいんだ。

　長身の一年生。千歳に運動神経があるかどうかは未知数だが、上うわ背ぜいがあるのもスポーツにおける才能の一つだ。

　恵まれた体格の一年生を勧誘する。この時期じゃあどこにでもあるような話だが、こっからがどこにもないような話になってくる。

　極度の人見知りの千ち歳とせ（おれ達と仲良くなれたのは本人曰いわく奇跡らしい）は見知らぬ人にアレコレ話しかけられ、テンパるのを通り超して半なかばパニック状態に陥ったらしい。

　そして、職員室直通階段に逃げ込んだらしいんだ。

　逃げ込む際の過程をもうちょい詳しく聞きたかったのだが、千歳は無我夢中だったらしく、そのときの記憶はぼんやりとしか持ちあわせてないようだ（ツッコミどころは多い話だが、ひとまず黙って聞いとく）。

　で、一人になった階段では考え事に耽ふけってたらしい。

　せっかく誘ってきてくれたのに、礼儀正しくない、失礼な逃げ方をしてしまわなかっただろうかと。

　失礼な逃げ方と礼儀正しい逃げ方とがどう違うのか全くわかんねえけど、千歳の悩みをむやみに深くしたくねえから、まあこれも黙っとく。

　千歳。今日も大変な思いをして生きてたみたいだな。

　感想はそんなとこだ。




　ロビーの片隅の短い通路。職員室直通階段の辺り。話を聞き終えたおれは千歳に言った。

「気にすんなよ。勧誘してきたやつも逃げられたからってなんとも思っちゃいねえって」

　千歳は階段を降りてくる。

「ほ、本当か。十と勝かち」

「ああ、おれは嘘うそとか言わねえだろ。大丈夫だから」

　千歳は心から安あん堵どしたというように微笑む。

　呆あきれるほど素直な千歳は、「大丈夫だから」と人に言ってもらうのが好きなようだ。塗装済みのフィギュアみたいに表情に綺き麗れいな肌色が戻ってくる。

　おれの隣の丹たん下げが指の先で毛先をクルクル。なんか言いたそうだ。

「キララって、学年でうちの次くらいにキレイめ系でしょ」

「まりもの次なんて恐れ多い……わたしなんぞ、まりもの次の次の次の次の次の次の」

「キレイな感じの女子のもとに来んのは部活の勧誘だけじゃないよ」

「次の次の次の……え？」

　虚ろな表情で「次の次の」と呪じゆ文もんのように続けていた千歳が、我に返って丹下を見た。

「それはどういうこと？」

「ナンパよ。しかもヘタしたらストーカーに発展しちゃうかも的な危ない男からの」

　出た。丹下名物適当発言。

　出で逢あって数日でわかったことだが、丹下はたまにおもしろ半分で人をからかう。ナルシストに追加でこんな悪癖。丹下は陽気なやつだが、クラスに友達いんのか心配になる。

「……ストーカー？」

　千ち歳とせの声が人工音声みたいに感情がなくなる。

「そうよ。キララのコトを一方的に好きで好きでしょうがないやつのコト。キララの全すべてを知りたいと思ってんのよ」

　丹たん下げは怪談でも話すようにわざと声を低くしてる。タチ悪っ。プチ体形のさきっぽは「あーし、なんの勧誘もされたことないよー」と不平をブツブツ。自由気ままな女子達だ。

　なぜか千歳の表情が明るくなっていた。

「なにもしてあげてないのに、わたしのことを好いてくれるのか。しかもわたしなんぞのことを知りたいと思ってくれる。それはまさか世に言う無償の愛……もしやストーカーというのは、わたしの人生の救世主なのか」

「……」

　丹下絶句。ひとまずおれは間違いを訂正する。

「千歳。一応言っとく、救世主じゃないと思うぜ」

「それは一部のストーカーは、救世主にはなりえないということか？」

「おれの知る限りだが一部じゃなく全部ちげえよ」

「……そうか。でも、そんな人が声をかけてくれるのを気長に待ってみるとしよう」

　ストーカーに声かけられるのを心待ちにする少女。共感できねえ。ってかストーカーって普通に話しかけてくんのか？
















　自分のニキビケアくらいしか、およそ心配事のない丹たん下げが珍しく他人を心配した。

「ねぇキララ。声かけてくるやつのコト、誰だれでも受うけ容いれたりしちゃダメだかんね。自分のコトは大事にしてよね」

「まりもよ。それは当然だ」

　千ち歳とせは意識のしっかりした顔で続ける。

「わたしに好意を寄せてくれる奇特な人がいても、わたしはその人を知らないし、好きではない……よって、一緒にいるのは不可能だ」

「でも、知りあってからキララも相手のコト好きになってく可能性だってあるわけでしょ」

「それはない」

　断言する千歳。どーいうこと？

「わたしの内面をよく知りもしないのに、わたしなんぞを好きだという人間の感性は信じられない。その人物は危ない薬を常用してる可能性がある……そのため女性の好みが無茶苦茶になってしまったのだろう」

　なにが千歳をこんな残念な考え方の人に仕上げてしまったのか。人間の心のミステリー。

　千歳の精神の謎なぞに触れた丹下が「むむっ」と思案顔で言う。

「じゃあさ、そーゆう人から声かけてもらうの待つってゆったのはどういうコト？　実際話しかけられちゃったらどーすんの？」

「わたしがこの世界にいることをよしとしてくれてる存在を知ることができてよかったです、と深々と一礼をして帰って頂く。それ以上話すことはないからな」

　……。一同絶句。

　千歳には主要科目より一般的なコミュニケーションについて学んで欲しい。このままじゃ面倒臭いトラブルを引き起こしかねない。

「なあ千歳。もし知らねえ男子が話しかけてきたら、ひとまずおれに報告してくれ。ケースバイケースの対処法を伝える」

「十と勝かちよ、ありがとう。放課後のロビーはなにを考えているかわからない人々がウジャウジャいる怖いところだから、十勝の存在が心強いぞ」

　話したことない在校生はみんな恐怖の対象。千歳にとっては、放課後のロビーはお化け屋敷にでもなってるんだろう。

「確かに下校のピーク時って言うんかな、そんときはロビーも混むからな」

「すまない。わたしは情けないな。人混みなど、殺人鬼なんかと比べたらそれほど怖がるものではないのだが」

「それと比較しちゃったら大半のものが怖くねえよ」

　不意に丹たん下げが「キャハ」と胸を反らした。

　なんか提案があるときのポーズだ。このポーズのたびに起こる、胸の揺れをすかさず撮影するさきっぽの反射神経は異常に鋭い。いい仕事してるぜ。




「うちらの下校前の待ち合わせ場所をね、ロビーじゃないとこに変えてみない？」




　丹下の問いかけに一番先に反応したのは、胸の揺れを写真に収めたばかりのさきっぽだった。汁粉の餡あんをちょびっと横につけた小さな口が開く。

「おぅ。おもしろそーだね！」

　さきっぽの好反応を受け、丹下はさらに胸を張る。ほんとに制服のボタンを飛ばすつもりかもしれない。

　千ち歳とせが申し訳なさそうに言う。

「まりもよ。わたしを思って場所を変えると言ってくれたのなら、その必要は」

「そんなんじゃないわよっ。下校の待ち合わせすんのが玄関前ロビーってさ、安易な発想って感じで、ヤになったの」

　千歳は首を傾かしげた。

「待ち合わせ場所に安易な発想とかって、あるものなのか？」

「当然よ。想像力働かせれば、ロビー以外のベスポジなんていくらでもあるでしょ」

　丹下は得意げな顔。無言の千歳は鞄かばんから取り出したティッシュでさきっぽの口周りを拭いてる。面倒見のいい姉とわんぱくな弟みたいだな。おれは言う。

「で、想像力を駆使して編み出された待ち合わせのベスポジって、例えばどこなんだ？」

「うーんとね。チョット待ってよ十と勝かちちゃん。えっと、こうグローバルな視野ってゆうの」

「……」

「右脳使う的なさ。そーゆう感じで、斬ざん新しんな場所って意外に身近にあるってゆうか」

「……丹下。お前ベスポジ先ノープランだろ」

　丹下の表情が「うーむ」って思案顔から「ぷー」と膨れた顔に変わる。

「十勝ちゃんうっさい！　もー待ってったら。十勝ちゃんみたいな男がいるから、女の子は彼氏との買い物をあんま楽しめなくて、日本は少子化になっちゃうんでしょ！　しっかりしてよね」

「あれ、おれ今これっぽっちも納得できねえ説教されてる」

　運動部系のミーティングが終わったらしく、生徒も疎まばらになったロビーへと移動した。

　そして、背もたれのない木のベンチに四人で座る。さきっぽ、おれ、丹下、千歳の並び。

「うぅーん」と思案中だった丹下がパンと手を打った。

　デコメみたいにわかりやすい「閃ひらめいた」のアクション。

「ねぇ、うちらの教室がある三階の廊ろう下かってどう？」

　……。丹たん下げ以外のおれ達三人は黙ってしまった。

「ふふーん、うちのアイデアが凄すごすぎだから呆ぼう然ぜんとしちゃったのね」

　……。

「ごめんね、この世界は不公平よね。うちは顔やスタイル以外にも、神様から想像力ってゆうプレゼントも貰もらっちゃったみたい」

　基本楽観的なさきっぽと基本悲観的の千ち歳とせが全く同じ顔をしてる。困った表情のワンペア。

　暴走するナルシストにブレーキをかけるのは、どうやらおれの役目のようだ。

「いや丹下。自分でめっちゃハードル上げたクセに、これでもかってくらい普通でありきたりな場所言うから、ちょっとビックリしちゃってさ」

「ナ、ナ、ナニよ！　斬ざん新しんだったらいいってわけじゃないでしょ」

「そもそも斬新な場所考えるって言ったの丹下だろ」

「ゆっとくけど廊下は便利だかんね。帰りのＨＲが終わった順に合流できちゃうし」

「廊下での待ち合わせが便利なのはすごいわかってるぜ」

「うん、廊下いい感じです。待ち合わせの定番っすよねー」

　さきっぽがそう言う。丹下はご機嫌斜め顔になってた。

「なんかヤダ。廊下やっぱナシ」

　さきっぽは待ち合わせ場所が廊下で納得してるようなのに、提案者本人の丹下がなぜか駄々をこね始める。

「丹下。行動がムチャクチャだぞ。廊下だって言ったのお前だろ」

「ヤなもんはヤなの！　ありきたりとかフツーじゃない場所を考えんだから！」

「おれがありきたりって言ったのが悪かったな」

　どうやら丹下はなにに対してもすごい負けず嫌いのようだ。おれ達三人が「うわっ、斬新だな」と言う場所を見つけたくてしょうがないご様子。これはつきあうしかない。

　ロビーから見える景色にヒントはないかとキョロキョロするナルシストは、なにか発見したようだ。パッと表情が明るくなる。

「校門前なんてどう？」

「校門前で待ち合わせんのぉ？」とオウム返しのさきっぽ。

「そうよ！　ありそうでなかった場所でしょ」

　自分のアイデアに自信満々の丹下。たまらず言う。

「それ、なさそうでなかった場所だろ」

「ナニよ十と勝かちちゃんたら、文句ばっか。うちがいいアイデア出したのが妬ねたましいんでしょ」

「だって校門前で待つって、それ他校生みたいだろ。目立ち過ぎるしよ」

　丹たん下げがベンチに座ったままおれに寄ってくる。肩ぶつかってる。太もも触れてる。顔ほんと近いから。

「目立つコトのどこがダメなの？　下校してく生徒達がチラチラとこっちを見て『あの子誰だれだろ？』『あの子カワイイな』とか思ってくれるじゃん！　それって最高でしょ!!」

　至近距離にいる興奮したナルシストのツバがおれの顔にかかった。

　おい、女子のツバが顔に飛んでくるとかありえんだろ。

「十と勝かちちゃん、ナニ顔拭ぬぐってんの。ちゃんと聞いてよ。十勝ちゃんはみんなに『カワイイ』とか思われてる女の子と一緒に帰れる男なんだから、人生初の優越感を味わえるのよ！」

「なんでおれが人生に一度も優越感を味わってないやつだと判断したんだよ」

　丹下の興奮はマックスまでいっちまったのかもしれない。ベンチから立ち上がる。

「とにかく、うちはちゃんと人気者になりたいの！」

「人気者になるのと校門前の待ち合わせとの因果関係がわかんねえよ」

「人気者への道は、まず認知度が大事なの。校門でみんなの注目を浴びながら待つ。想像しただけでうっとりしちゃう。さっそく明日あしたから校門前で待ち合わせましょ」

「おい丹下。振り返って千ち歳とせを見てみろ。校門でみんなの注目を浴びながら待つって聞いて、震えてるぞ」

　ベンチの端で俯うつむく千歳は、最高に怖い怪談話でも聞いたかのように青ざめた顔で細い肩を震わせてる。ブツ切りの言葉が聞こえてくる。

「……校門……注目……みんなの視線……わたしなんぞに……」

　目立つ場所なんて千歳にとっては地獄だ。そんな千歳を見て、自分の言いだしたことに頑固な丹下も及び腰になって、ベンチに座る。校門前待ち合わせ却下。

　男に対しては基本Ｓっ気のある丹下だが、同姓に対しては鬼じゃないようだ。

　……。さぁ、待ち合わせ場所の候補が一いつ旦たん白紙になった。

　おれの左隣に座るさきっぽが「はいはーい」と小さい手を上げる。

「あーしにアイデアあるよん」

「聞かせてくれ」

「えっとねー。公園なんかいいんじゃないかな」

　オッ。おれ達の中で好反応。学校外とは意外だった。

「公園いいな。あ、でもこの近くに公園ってあったっけ？」

「全然歩かなくていいとこにあるよ。学校前のバス停から四駅先だもん」

　まさかのバス利用!?　歩かなくて済む代わり、いろいろ面倒臭い。

「ちょい待て、下校の待ち合わせ場所に行くのにそれはナシだ」

「うーん。バス使うの嫌なら歩いても行ける距離だよ」

「歩きたくねえよ」

「公園に行く途中で偶然出会えたら、一緒に行けて楽しそうだよぉ」

「おお、そうだな。……じゃねえよ、最初から最寄りで待ち合わせようぜ」

　さきっぽは、リュックからなにか本を取り出す。

　あ、日本の地図帳だ。

「待て！　どこにおける最寄り探す気だよ」

「うーん、わかったよ。じゃあ学校近くの雑居ビルの屋上なんてどう？　あそこから望遠使って、マニア垂すい涎ぜんのカワイ子ちゃんの無防備写真が狙ねらえるんだよ。ニヒヒ」

「頼むからおれ達を犯罪に巻き込まないでくれよ」

　地図帳をリュックにしまいながら、さきっぽは「屋上にたむろしてるカラス撮りたいのにー」と、いじけている。ほんとにマニア向けの写真を撮る気だったようだ。……いやいや、カラスマニアって。

　人混みどころか人の気配もなさそうだが、千ち歳とせも屋上案は当然拒否。

　丹たん下げは「さきっぽって、なんて斬ざん新しんな場所思いつくのよ」と、ポイントのわけわからん嫉しつ妬とをしてた。

　そして、さきっぽは「これならどうだ！」と、やんちゃな少年のようにベンチの上に立ち上がった。さすが小柄のさきっぽ。座ってる隣で座面に立たれてもスカートの中が見える気配なし。

「コンビニってどうかな？　学校のすぐ近くにあるよね」

　すぐさま丹下が反応した。

「それいいじゃん！　コンビニだったら買い食いもできるし、雑誌の立ち読みとかもできちゃう！　待ち合わせのベスポジでしょ」

「そんなのダメだ───────!!」

　女性陣がビクッとして、おれを見る。

　さきっぽがベンチから降りる。丹下がぷるんとした唇を尖とがらせる。

「と、十と勝かちちゃん。いきなり怒鳴んないでよ。もー、どうしたのよ」

　おれは「悪わりぃ」と小さく頭を下げて、「でも」と顔を上げた。

「コンビニで買い食いなんかしたらよ、下校途中の買い食いにベストコンディションで臨めなくなるだろ。安易な買い食いは反対だ。あ、でも、下校中に偶然寄ったコンビニで買い食いすんのはもちろんアリだ。下校のスタート時から腹を満たそうとする行為は許せねえ。おれのコンビニ待ち合わせ反対意見は以上だ」

　女の子達、しばし呆ぼう然ぜん。意外にも一番先に口を開いたのは丹下の奥に座る千歳だった。

「十と勝かちは下校のこととなるとすごい情熱だな。わたしも十勝のように周りの人間がポカンとしても心折れずに自己主張できる人間に、心からなりたいと思うぞ」

　あれ？　憧あこがれられたハズなのに、軽く悪口言われた気分になるのはなぜだろう。

「チョットどこ感心してんのよ、キララ」

　もうほとんど生徒がいなくなったロビー。丹たん下げは続ける。

「十勝ちゃんの下校に対する考え方に温度差を感じるけど。でも、大してナニも買わないのに毎日コンビニで待ち合わせすんのは、確かにナシかもねっ」

　元々コンビニを推したさきっぽも「お店の迷惑は考えてなかったよー」と、ピュアな小学生（絶滅してないよな）のように反省してる。

　……。

　また新たな待ち合わせ場所を考えるような雰囲気になって、丹下が「はうわぁ！」と叫ぶ。騒々しい。おれをクワッと見た。もうツバは飛ばさないでくれよ。

「てか十勝ちゃん。自分は全然アイデア出さないのにさっきから人の否定してばっかだ」

「いや、そう言われても、おれはアイデアとか出すつもりないし」

「うわー、ずるっ！　いいから十勝ちゃんはどこがいいのよ」

「おれはここがいいんだよ」

「「えっ」」

　両隣の丹下とさきっぽの顔に「？」が浮かぶ。

「おれは玄関前ロビーがいいんだよ。だから、まあ、現状維持を支持するってことで」

「ナニそれー！」と丹下の悲鳴。

「十勝くん。じゃあなんでこんな話しあいをしてたの？」とさきっぽ。

「おれは最初から、帰りのＨＲ直後の玄関前ロビーがすげー好きなんだよ。下校する者達の熱気や心構えが感じられるからさ。でも、みんなの意見を聞かないのはどうかと思うからよ、丹下とさきっぽの他ほかの候補地を一応聞いてたんだ」

　唖あ然ぜんとする丹下とさきっぽを置き去りにして、さらに続ける。

「でもおかげでわかったぜ。やっぱどんな場所よりここが最高だ！　玄関前ロビーは下校する者にとっての聖地だぜ。これからの下校に向けて、ベンチで瞑めい想そうするもよし、上靴から外靴に履き替えてく人の姿を眺めながらフロアで準備運動するもよし」

　丹下が「十勝ちゃんたら」と、頭を抱える。

「ナニゆってんの。ほとんど意味不明なんですけど」

　そして丹下は「決めた！」と叫んで、立ち上がった。

「待ち合わせ場所をロビーするのだけはやめましょ。十勝ちゃんをこれ以上マニアックな分野の変態にするわけにいかないわ」

「ふざけないでくれよ丹下。おれはここがいいんだよ！」

「うっさい！　ふざけてんの十と勝かちちゃんだから。もー、バカじゃないの。どこの世界に下校前に瞑めい想そうとか準備運動する高校生がいんのよ……って自分を指差すな！」

「そんな怒んなよ。さっきは怒ってなかったのに、なんでこんなことで怒るんだよ」

「うーん？　さっきっていつのコトよ」

　──え？

　自分で言ったのに、確かに「さっき」ってのは、いつのことかわからなかった。

　……あれ。なんか丹たん下げは怒ってるだろうな。と、ぼんやり思ったことが今日のどこかであったと思うんだけど。

　それっていつだろ？

　…………。

　あ。思い出した。

　ぶっちぎりに長い帰りのＨＲから解放されて、このロビーに着いたとき。丹下に会って、なにか引っかかりのようなものをおれは憶おぼえた。

　あの引っかかりって、てっきりロビーで怒ってると思った丹下がどことなく楽しそうにしてるのに違和感があったからだ。その違和感っていうのは……。

　おれは丹下に言った。

「丹下はあんとき怒らなかったじゃねえか。おれが待ち合わせ場所に遅れてきたのにさ」

「えっ」

　違和感の原因はそれだ。

　男に対してＳっ気のある丹下なら、どんな理由だろうと自分が待たされたら、不機嫌になってるだろうなと思ってたのに、ロビーでの丹下は全然そんなことはなかった。千ち歳とせやさきっぽなら多少待たされても怒らなさそうだけど、丹下は絶対文句の一つでも言ってくるやつだと思ってたから。

「丹下はあれなのか。人に待たされるのとか、意外とあんま怒らない人なのか？」

「んなワケないじゃない。男子でうちを待たせるとかマジありえないから。うち待つのってホント嫌い」

　予想通りの反応。そして生まれる疑問。

「じゃあ、なんでおれが来たとき、怒ってなかったんだよ」

「え、それは。……あれ？　うち、どうして怒ってなかったんだろ」

　しばしのシンキングタイムを経て、丹下は徐おもむろに自分の鞄かばんから一冊のノートを取り出す。

　ん？　それって、おれが来たとき開いてたノートっぽいな。

「これだ」と丹下が漏らす。

「なんなんだ、それ。なんの科目のノート？」

「ううん、これはうちが放送部で使う取材＆調査ノート。うちは十と勝かちちゃんをただ待ってるなんてしてない。放送部で必要なネタを仕入れてたんだ」

　まだ話が見えない。丹たん下げ以外のおれ達は黙って放送部員の努力を聞いた。

「帰りのＨＲ直後の玄関付近ってさ、誰だれか一緒に帰る子達は『どこ行くー？』とか『あそこ行かない？』とか結構話してんの。

　うちね、適当にリクエストされたＪ‐ＰＯＰを流すような、ありきたりであってもなくてもよさげなお昼の放送とかしたくないの。

　みんなに役立つ遊ぶとこの情報とか、うちらだけのブームとか伝えたい。だからロビーで聞く話ってためになるんだよね。へえー、そーゆうとこ行くんだー、とか。それ人気なんだー、とか。

　あ、しかもね、うち話しかけちゃうコトもあるんだ。

　うちの聞いたコトないものについて話してる男子達とか見たら、すぐ突撃取材しちゃう。それナニ？　って。

　十と勝かちちゃん知ってた？　『ホットミルク』って飲みものじゃなくて、そーゆう名前の雑誌があるんだって」

　誰だよ。放課後の学校の玄関で、隔月のエロ漫画雑誌の話をしてるやつら。

「ホットミルクって、なんの雑誌か具体的に聞いたのか？」

「ううん。なんか男のロマンとかゆって逃げてった」

　そいつらもびっくりしただろうな。逃げる気持ちもわかる。

「えっと、そんなところかな。うちが十勝ちゃんが来たときに不機嫌とかじゃなかった理由は。今日もいい調査ができたって感じで。情報収集バッチシ」

「ってことは、丹下も待ち合わせ場所は玄関前ロビーの現状維持でいいのか？」

「そだね。ここ以外はチョットありえないかな。みんなの声が聞けるベスポジだよ」

「なるほどね。……まあ、今思い返せばノート広げてる丹下は授業の復習を頑張ってるなんて風ふうには見えなかったな。大好きなことに熱中してる顔してた。やっぱりロビーは下校する者の聖地だな」

　おれと丹下は今日初めて心が通じあったみたいに、顔を見あわせて笑った。

　丹下の視線がおれの顔の後ろに流れる。「さきっぽ、どーしたの？」

　振り返る。さきっぽは両手にデジカメを持って、液晶を幸せそうな顔で眺めていた。

「にゃはは、いい感じっす」

　弾はずんだ声を上げ、さきっぽが液晶をこちらに向けてきた。

　そこには、千ち恵え里りの制服を着た誰かさんのどことなく嬉うれしそうな表情。液晶はスライドショーで、次々と誰かさんの明るい表情を映しては消していく。

　これどなた達？　これはいったいなんだ？

　気づいたのは千ち歳とせだった。

「さきっぽよ。これは……場所は全すべてこのロビーと玄関だな」

「チキララ正解。あーしうっかりしてたよ。あーしも待ち合わせ場所はここじゃないとダメだったぁ」

　さきっぽはいい写真が撮れた喜びの話を続ける。

「放課後……帰りのＨＲが終わったすぐ後って、みんな、なんかいい顔してるんだぁ。どことなーく楽しそうで、どことなーく嬉うれしそう。発見したの、みんなが学校生活で一番いい顔してる瞬間は、放課後が多いって。あーしは笑顔をいっぱい撮んのが目標だから、放課後になったばかりのロビーは被写体のバーゲンだよー。ここってベスポジだ」

　話し終えたさきっぽは、今日ロビーで撮った写真をニコニコしながら、もう一度眺め始めた。

　丹たん下げもさきっぽもロビーを支持してる。

　これで待ち合わせ場所は決まりだな、と思ったとき、千ち歳とせの意見を聞いてねえことに気づいた。今回千歳はほんと目立って会話に入ってきてない。

「千歳すまね。希望先聞いてなかったな。千歳は待ち合わせ場所がロビーだったら、今日みたいに人混みがすごいときもあって困っちまうよな」

　ベンチに佇たたずむ千歳は、今さっき見たさきっぽのデジカメに収められた写真の被写体のように、いい顔をしてた。千歳の柔らかな視線がおれに向けられる。

「わたしもここでいいんだ」

「えっ。でも千歳、人多いの嫌だろ」

「十と勝かちよ。心配してくれてありがとう。大丈夫だ。わたしには職員用直通階段がある」

「まあ、あそこは確かに人が滅多にこねえかもだけど。あんなとこにいてもやることないだろ。おれのクラスさ、ＨＲなげえから、これからも待たせることありそうだし」

「それも大丈夫だ。あそこの掲示板を見てるの、結構好きなんだ。掲示板のそばにいるのが好きなことに気づいたんだ」

　あー、あれか。でたらめな掲示物が並んでたな。

　読んでみるとおもしろそうではあるけど……。

　ほんのちょっとだけ釈然としないものを感じるおれ。まあ、千歳がいいって言うなら問題なんてないよな。ベンチでおれと千歳の間にいる丹下が言う。

「じゃあ、決まりだね。満場一致で玄関前ロビーをうちらの待ち合わせ場所に正式採用！」

　さきっぽは待ち合わせ場所を決める話しあいの終結に拍手。パチパチ。

「にしても今日は下校する前から、なんとなーくもう下校したみたいな気分だねー」

　さきっぽのその言葉におれは反論。

「待て。これからが本番だ。オメエら、しっかり下校する体力気力は充分だろうな。そうだ、さきっぽ。ちなみに今日、下校する者の聖地であるここで撮った中で一番いい写真はどれだ？　それを見て、下校の士気を高めようぜ！」

　さきっぽは「うーんとね」とデジカメを操作して、「にゃは」と笑った。

「自慢の一枚はコレかな。窮屈で最悪なところから解放されて、すっごい希望に満ちたところへ向かってるって感じがして、スペシャルにいい顔してるよ、この被写体さん」

「そいつはいいじゃねえか。とくと見よう」

　おれと千ち歳とせと丹たん下げは、デジカメの液晶をのぞき込んだ。

　被写体の人物は校舎の廊ろう下かを思いっきり走ってる。でも顔は息が切れて苦しそうっていうより、どことなく頬ほおが緩ゆるんでる。焦ってるようにも見えるがなにより楽しそうだ。おもちゃを目の前にした子供みたいな顔。

　その写真を見て、

「士気が上がるわ」と丹下は笑い、

「モデルがとっても抜群っす」とさきっぽはニコニコして、

「凄すさまじいエネルギーを感じさせてくれる」と千歳は感心するように頷うなずいて、微笑んだ。

　おれも笑っちまった。ただしとびっきりの苦笑。

　だって一日ん中で一番楽しいことをする寸前の自分を見るのって、ほんとでたらめに恥ずかしいから。









第三話　プールの回






　今日も帰りのＨＲがいつも通り遅くて、教室を誰だれよりも早く飛び出した放課後。

　みんなとの待ち合わせ場所の玄関前ロビーにダッシュ。

　丹下に会って、早く伝えてやりたいことがあった。

「昼の放送、よかったぜ」と。

　人気者になりたいという野望を抱き、全校生徒に有益な情報を与える放送をお届けできれば、人気者になれるはずという独特な思い込みで、千ち恵え里り高でたった一人の放送部員になった丹下まりも。

　その丹下ＭＣの初お昼の放送が今日行われたのだ。

　放送の前半パートは、昨日きのう一昨日おとといとおれ達四人で寄り道した洋菓子店の紹介（これにはだいぶお小こ遣づかいを使った）。

　後半パートは、全校生徒の誰かさんの恋愛相談に乗るというコーナーだった。ちなみにコーナー名は「まりものラブクリニック」。すげえセンスだ。

　で、その放送はうちのクラスで、かなり好評だった。多分全校の評価も同じようなもんだろう。

　前半パートのケーキ情報で、大多数の女子の心を掴つかみ。

　後半パートの恋愛話で、ほとんどの女子と男子を楽しませた。

　いや、男子に至っては、最初から心を持っていかれてたと思う。

　普段一緒に帰ってるときはそんな気にしてなかったが、スピーカーから聞く丹たん下げの声は、すごく可愛かわいかったのだ。

　男子はバカだ。昼飯を食いながら、聞こえてくる可愛い声の女子。それだけで好感度はかなり上がる。洋菓子店の紹介には全然興味を示してなかったけど、そのあとの恋愛相談パートに関しては、男子は女子よりも盛り上がってた。

　丹下の恋愛に対するアドバイスは、かなり大胆でちょっとセクシーだったのだ。

　昼の放送の二十分間を一人で喋しやべり続ける。

　普通ならただの目立ちたがりのイタイ奴とかサムイ奴とかに思われかねないけど、丹下は違った。

　ユーモアのあるトークは、身近にあったおもしろ話とかちょっとしたマメ知識をテンポよく話し、その喋りはまるで深夜ラジオの若手芸人のようにこなれていた。聞き取りやすい快活で可愛い声ももちろんかなりプラス要素。

　全校生徒はもともとお昼の放送に面白いことなんて期待してなかった。

　楽しませるハードルが低かったとしても、それを一人でやってのけた丹下は、実にあっぱれなやつだった。

「紹介してたお店行ってみようよー」「おれも恋愛相談してもらいてえ」「まりもってどこのクラスの子？　会ってみたいよね」「昼の放送で笑ったのって初めて」

　前代未聞のお昼の放送が始まったときは、聞いてるこっちはハラハラだったけど、放送が終了する頃のクラスメイト達の好反応に、おれは自分のことのように嬉うれしくなった。

　そーいえば、掲示板の恋愛相談募集の告知を見て、ほんとに放送部に恋愛相談を持ち込んだやつがいたんだな。いやー、いろいろびっくりだ。




　いつもの四人で校門を出た。

　一日で人気者への階段を大前進した丹下を、おれと千ち歳とせとさきっぽが褒ほめまくる。

　丹下は嬉しそうな顔を見せたが、「ううん、まだまだ」と眉み間けんに細かな皺しわを寄せた。

「もっと上じよう手ずに伝えられなきゃダメなの。二回くらい噛かんじゃったし」

「いや、ずっと一人で喋ってたんだ。そんぐらいノーミスみたいなもんだろ」

　丹下は首を横に振った。今日のナルシストは珍しく自分に厳しい。

「全校生徒、ううん、リスナーからしてみれば聞き取りにくいとこもあったと思うし」

　なんちゅう向上心。

　千ち歳とせは眩まぶしいものでも見るように丹たん下げを見てる。千歳はどんなジャンルであろうと前向きに頑張っている人間はすぐさま尊敬できるようだ。純粋。

　さきっぽが「あ、そーえば」と、生徒のことをリスナーと呼ぶ放送部員に聞いた。

「たんまりのクラスの子に聞いたんだけど。四時間目って保健室で休んでたのぉ？」

　初耳だ。

「体調でも悪かったのか？」とおれ。

　丹下は軽い調子で答える。

「あー、それは全然平気。保健室抜けだして、カラオケ行ってただけだから」

　……。

　不意打ちで暴露された丹下の行動に一同沈黙。

　おれ達の沈黙を勘違いした丹下が手グシを入れて、春のそよ風に髪をなびかせる。

「心配しないで。私服に着替えて行ったから、カラオケ店にうちが高校生とかバレてないし」

「そこ心配してねえ。なんでカラオケ行っちゃったんだよ」

　丹下は「どーしてそんなコト疑問に思うの？」みたいな顔をする。

「だって、準備が必要でしょ」

　千歳とさきっぽの顔には「？」が浮かぶ。丹下はときたまみんなに謎なぞを与えてくる。

「四時間目に準備って、五時間目の授業のためとか？」

「んなわけないじゃん。お昼の放送のために喉のどを温めておきたかっただけよ」

「「「えっ」」」

　おれ達三人の短い驚きの声が重なった。

　なんか今、すっごい仰ぎよう天てん話を聞かされた。放送のために喉を温めたい、だから四時間目を中抜け。ありえねえーって言いたくなる話だ。

　さきっぽが関心した声を上げた。

「たんまり素敵だぁ。まさにプロフェッショナル！」

　千歳もそれに続く。

「まりもはすごいな。一人でカラオケに来店する度胸……わたしには到底無理だ」

　確かにおれも一人でカラオケ行ったことねえな。

　……てか関心するポイントがずれてる千歳に引っ張られてる場合じゃねえ。しかもこれ関心していい話じゃないだろ。

「おい、昼の放送のために四時間目中抜けするやつなんて、前代未聞だろ」

　丹下は「ふふふ」と機嫌のよさそうな笑みを見せる。

「十と勝かちちゃん。今までと同じコトしてちゃ、今までと違う結果にはたどり着けないんだよ。新しいブームとかスターって、前代未聞なところから生まれてくんの」

　ダメだ。この丹たん下げにはなにを言っても無駄って空気が出まくってる。

　でも次の瞬間、隣を歩いていた自信満々の放送部員の横顔がサッと曇った。今日も丹下の表情はサイコロのようだ。コロコロ変わる。

「実はこんなうちにも悩みがあるの」

「なんだよ、急に」

「時間割を変えてくれるように抗議活動したいと思うんだけど、人が集まらなくてさー。十と勝かちちゃん手伝ってくんない？」

「時間割を変える？　モンスターペアレントの新手の嫌がらせか」

「うちのクラスね、四時間目に物理がある日が多くて。このままいったら物理の単位マジ落としちゃう可能性大なの。解決策のない難問って感じ」

　頭が痛くなってきた。

　昼の放送に賭かける情熱はわかったから、四時間目は出てくれと頼んだ。

　それが唯ゆい一いつ無む二にの解決策だ。

　そして、丹下がしぶしぶ納得して、この話はなんとか終わった。

　放送のためなら別に留年してもいいんだけどなー、とマジとも冗談ともとれないことを言ってた丹下まりも、恐るべしだ。




　おれ達の下校中の話題は、「まりものラブクリニック」の話になった。男子絶賛の昼の校内放送での恋愛相談だ。

　記念すべき最初の案件は、

『年下の彼との初めてのデートはどこに行けばいいでしょう？』

　という相談内容だった。

　この学校に恋人がいる女子生徒からのささやかな悩みだ。デートプランを考えてくれる年上の彼女持ちとは、彼氏は幸せなやつ。

　これに対しての丹下の答えは意外だった。

『海……ううん、この時期だからプールってのはどう？』

　初デートでプール。これはなかなか斬ざん新しんなデートプランじゃないだろうか。まあ、おれはデートとかしたことねえから、映画館に行くとかしか浮かばねえけど。

　そして、初デート先をプールにした理由を、放送内で自称恋愛検定準一級と名乗った丹下先生はこう述べた。

『初めてのデートは二人で楽しむってコトより、彼を喜ばすコトを考えたほうがいいと思うわ。だからプールなの。

　あなたがとびっきりのグラマーとか、スタイルがメチャいい感じとかじゃなくても大丈夫。男子が女子の水着姿に喜ぶハードルって、きっと割と低いから。

　しかも自分の彼女の初めて見る水着姿にドキッてこないやつなんて絶対少数派。

　そしてね、プールデートの最後に「わたしがプライベートの水着姿を男の人に見せたのって、あなたが初めてだったんだよ」って、ゆってやればいいのよ。

　多分男ってさ、女の子のいろんなコトの初めてになりたがる生き物だから、メッチャ喜ぶハズよ。

　これで年下の彼は魅力的なお姉さんのあなたに、さらにメロメロになるコト必至ね』

　以上が恋愛検定準一級丹たん下げまりも先生のお言葉だ。

　これをメシどきに言われたもんだから、全校の男子の顔は見物だったと思う。

　でも、相談の回答を校内放送しちまったんだから、肝かん心じんの相談者はプールデートはできても、彼に決めぜりふは言えねえよな。




　で、恋愛検定とはいったいなんだ？　という一いち抹まつの謎なぞを残しつつ、「まりものラブクリニック」の話がそろそろ終わりに向かった頃、「プール行きたい」とさきっぽが言いだした。

「わたしは無理だ……プールなんて恥ずかしくて……とにかく無理だ」

　抵抗しまくりの千ち歳とせを、さきっぽと丹下がプールに行こうと強引に迫る。下校中に逃げ場はなかった。可哀かわい想そうな千歳は路上で取り調べを受ける。「ナニがどう恥ずかしいのか、ゆってみなさい」丹下はセクハラ検定も級持ちになれるだろう。

「……わたしはおへそを見られるのが恥ずかしい……人より、そ、その……小さいから」

「ナニそんなコト恥ずかしがってんの。うちなんて身体からだに自信あるから、プールどころか混浴露ろ天てん風ぶ呂ろに十と勝かちちゃんと行っても恥ずかしくないみたいな」

　丹下はそんな大胆発言をして笑って、「てか十勝ちゃん相手なら全然意識しないで済むし」と余計な一言までつけた。

　女子に「意識してない」と、言われるとなにも言い返せない。仕方ない。「意識しろよ」と言い返すわけにはいかねえから。

　おれがやんわり凹へこんでいると、みんなでプールに行きたいと熱望するさきっぽが、ある当たり前のことに気付いた。

「でも、ワンピースタイプの水着を着れば、おへそ隠れるんじゃないかい」

　あ。

　そのさきっぽの一言により、千歳もプール行き決定。

　明日あしたの放課後は四人でプールに行くことになった。

　ちなみに、おれに対しては行くかどうかの確認は全くなかった。強制参加。

　丹下曰いわく。こんなカワイイ女の子達とプールに行くのを拒む男子なんているわけないっしょ、とのこと。




　翌日、どうせ放課後にプールに行くからと寝癖のついたまま登校したさきっぽに驚きつつ、学校帰りに彩いろどり市しの市民プールに到着。

　制服を着ているのにさきっぽだけが小学生料金で済みそうになった以外は、特に問題もなく入館した。しょうがない。寝癖つきの百四十センチ。女子高生ってより、女子高生のコスプレしてる小学生のほうがまだしっくりくる。

　着替えが終わったら、各自プールサイドに集合って話で更衣室に分かれた。

　……ってことで、着替えが早々に終わったおれは一人、プールサイドでのんびり準備体操していた。

　二十五メートルプールが八レーン。なんと客の姿はなかった。

「……これって貸し切りだよな」

　当日利用を受付するときに、おばちゃんの集団が帰っていくのを目撃した以外は、客らしい姿は見てない。

　仕切り窓の向こうの受付では、職員のお姉さんが気け怠だるげに雑誌をパラパラと読んでるのが見えた。客の入りが寂しいことなど微み塵じんも気にしてなさそうだ。

「……にしても、女子って着替え遅おせえなー」

　もわーんと暖かな室温。市民プールの平和な午後だ。

　──そして。

　室内プールの平穏は、女の子達の登場によって乱された。

　三人の先頭を駆けてくるのは、はしゃぎ回ってるさきっぽ。

　中学時代の紺のスクール水着を着用している。

　肌の露出は全然だが、ピタッと密着している生地は、身体からだのラインをビキニ以上に強調している。さきっぽのスタイルは……やっぱりっていうかなんていうか、幼児体形だった。

「わお！　貸し切りだぁ」

「思いっきり泳げるぜ」とおれ。

「せっかくあーし達しかいないんだから、貸し切りを活かした遊びがしたいけど……プールは泳ぐしかないもんね。よぉし、いっぱい泳ごー」

　ルンルンとした目であっちこっちを眺めてるちっこいさきっぽの後ろに隠れて、モジモジしながら歩いてくるのは千ち歳とせだ。

　黒のワンピースが長身の千歳には、よく似合っている。水着の黒と、千歳のきめ細かい真っ白い肌が、ほとんどつくりものみたいなコントラストだった。

「と、十と勝かちよ……あまりジッと見るな」

「あ、ご、ごめん」

「謝るのはこっちのほうだ。ごめん。……ところで十勝はかかりつけの眼科はあるのか？」

　水着姿を男子に披露して謝る美少女。しかもいきなりの質問はすごい不可解。

「いや、ないけど」

「わたしの見苦しい姿を見て、十と勝かちの目が腐り落ちたら大変だ。医療保険はどのようなものに加入してるのだ？」

　プールに来ようが、千ち歳とせのぶっ飛んだマイナス思考は変わらねえようだ。でも千歳にはもうちょっと自分に自信を持ってもらいたい。

　おれは恥ずかしいから一回しか言いたくないことを「一回しか言わねえけどさ」と前振りしてから、言った。

「えっと、千歳の水着、すごい似合ってると思うぜ」

　こんだけのことを言うので限界だ。綺き麗れいだと思うぜ。次に口から出ていこうとしたそんな恥ずかしい言葉は、喉のどの奥に留まったまま、発音されることなく消えちまった。

　千歳は白い肌の頬ほおをほんのり赤く染めて、急に俯うつむいてしまう。

「そ、そ、そうか、十勝よ、ありがとうございます。本当にありがとうございます」

　なぜに敬語？

　千歳は水着姿の身体からだを隠すようにビート板を抱いて、「では失礼します」とやっぱり敬語でそう言い残し、プールへ入っていった。

　そして、残されたおれのもとに丹たん下げがやってきた。

　丹下は事前に市民プールに行くとわかっていたはずなのに、ここでは浮きまくりの薄いピンクの花柄ビキニ姿だった。歩くだけで大きな胸は冗談みたいにゆっさゆっさと揺れてる。ぷるんぷるんと揺れてると言い換えても問題はない。

　上下運動を繰り返す胸部を眺め、あの揺れは「ゆっさゆっさ」と「ぷるんぷるん」のどっちの表現にしたほうが最適かなと悩んでいると、気づけば丹下はおれのすぐそばまで来ていた。ボヨンボヨンも悪くないな。

「十勝ちゃん。どう？　うちの水着姿いい感じでしょ？」

　おれは今日まで同級生のこんなに見事な胸の谷間を見たことがなかった。

　胸の谷間と呼ばれるものはテレビやネットの中にのみ日常的に存在し、現実で胸の谷間を生で見るという機会及び行為は非日常のカテゴリに属し、いかがわしいお店に金銭を差し出す、もしくは犯罪に手を染める、などしなくては、これほど堂々と生の胸の谷間を見られることはないと諦てい観かんしていたが、おれは犯罪に手を染めることなく、市民プールの入館料三百六十円を支払うのみで、生の胸の谷間を目撃することができた。ラッキーもしくはハッピーと、心の中で叫びたくなる。

「もしもーし、十勝ちゃん。ナニ黙ってんの？」

　生なまで見るのが最も簡単な谷間は、ビルの谷間であり、胸の谷間と大自然の谷間は目撃するのは簡単であらず、しかも大自然の谷間にはそれほど興味もあらずと、中学時代の友人の長万部おしやまんべが言っていたのを思い出した。

「……十と勝かちちゃん、もしかして今、うちのおっぱい見てるの？」

「あ、い、いや、その、えーと、いやー」

　おれは自分が数十秒間、血迷った行動に出ていたことに気づいた。丹たん下げの胸を凝視していたのだ。おれの思考回路は正常に働いてねえ。パニックだ。

　これ以上、丹下の胸部（おっぱいって恥ずかしい言葉だ）を見てたら、おそらくおれの脳はイカれちまう。

　そう判断したおれの次の行動はこれしかなかった。

　脳を混乱させる存在（別名・丹下の胸）から逃げるように、おれはプールサイドから勢いよくプールの中に飛び込んだ。

　ピピィ───────!!

　もわんとしたプールの空気の中をでたらめに高い音が走り抜ける。ビクッとした。受付で雑誌を読んでいた職員のお姉さんが警笛を吹いたようだ。

「飛び込みは禁止よー！」

　さらにお叱しかりの声まで飛んできた。

　おれの頭上に「アハハ」と丹下の明るい笑い声が振ってくる。

「十勝ちゃんナニやってんの!?　落ち着いてよー」

　大丈夫だ。おれは落ち着くために飛び込んだんだから。




　貸し切りのプールは、おれ達だけではさすがに広い。

　千ち歳とせは一レーンを独占し、クロールをし続けている。……すげえ。その綺き麗れいなフォームに思わず見とれちまう。

　プールの中。おれの隣にいる丹下が「そーえば、キララってさ」と話しかけてきた。

「ダイエットしてた中学んとき、雨でウォーキングできない日は水泳やってたみたいなコトゆってた」

「なるほどね。道理で上う手まいわけだな」

　いつも自信なさげの千歳。こんなに泳ぎが得意だったなんて、おれもなんか嬉うれしくなる。千歳は自信がないだけで、ほんともっといろいろ自信を持っていい子なんだ。

「ねぇ。なんで天井のほう見てんの？」

　丹下と話すときはなるべく丹下のほうを見ないように話す。どうしても見なきゃいけないときは丹下の額、もしくは頭頂部を見て話すと決めていた。おれは市民プールでパニックに陥りたくはねえ。

「十勝ちゃん。なんかヘンだよ。こっち見てよ」

　致し方ねえ。おれは丹下のこれまたピンク色のスイムキャップを眺めた。ビキニにスイムキャップ。ありそうでなかった組み合わせだ。

「……そういえば、丹たん下げは泳がないのか？」

「えっ。う、うちが泳がないのかって聞いたの？」

「おう、そうだけど。オウム返しするまでもなく聞き取れてるじゃねえか」

「そ、その、うちは水中ウォーキングでまず身体からだを温めてから泳ごうかな。水中ウォーキングっていい運動になるし」

　ビキニに着替えてから、ナルシストが悪化して全身から自信を漲みなぎらせていた丹下が、なんかオドオドし始める。フラフラする視線の先には、ビート板。

「……丹下。もしかして、泳げないのか？」

　丹下の裸の肩がビクッとした。

「うちはさ、このプールはチョット予想外だったってゆーか」

「予想外？　それどういうこと？」

「プールサイドのデッキチェアに寝そべってトロピカルジュースとか飲む予定だったのに。ここってどーゆうワケかそーゆうのないみたいだから」

「どういうわけもなにも、市民プールは南国のリゾートホテルじゃねえぞ」

　元気なく水面に視線を落とす丹下。

「もー、ありえない。こんなに泳ぐしか遊ぶ方法のない施設だったなんて」

「なあ、話戻すけどさ。泳げないのか？」

「……………………うん」

　俯うつむいたまま、顎あごの先をちょっとだけ下げて頷うなずく丹下。

「フツー、チョットぐらいは泳げるもんだよね。うち、カッチョ悪いなぁ」

　弱々しい口調。ビキニの胸の上半分だけが自信たっぷりに水面から顔を出して浮かんでる。たぷんたぷん。やべえ、あれを見ると思考が暴走する。

　おれは天井を見ながら、自信を失ったナルシストに言った。

「泳げないくらいどってことねえじゃん。丹下はそんだけ可愛かわいいんだから、泳げないくらい気にすることねえよ」

　なんでだろ。千ち歳とせには「綺き麗れいだ」って全然言えそうもなかったのに、丹下には「可愛い」って言いやすかった。頭が半分暴走してんのかもしれねえ。

　丹下はパッと顔を上げた。その気配におれは天井からパッと視線を下げた。

「うちがカワイイとか、そんなの十と勝かちちゃんにゆわれなくてもわかってるよ。でもそうよね、驚きよう愕がくにカワイイうちもやっぱ人間だからさ、苦手なコトとかあるのは仕方ないよね。そのぶん、うちって衝撃的にカワイイしね」

　ナルシスト早くも復活。

「でも十勝ちゃん。うちが泳げないとかマジ秘密だかんね。キララとさきっぽに内緒にしてて。二人にはいつまでもカッコイイ女・丹たん下げまりもって思ってもらいたいから」

　千ち歳とせとさきっぽが丹下のことをカッコイイ女と判断してんのかは不明だったが、内緒にするってのは約束した。誰だれかの苦手ポイントをベラベラ喋しやべる趣味はない。

　ってことで、丹下と水中ウォーキングを始めた。

　一レーンをゆっくり一往復し終えた頃、おれの足下になにかがぶつかった。

　水深百二十センチのプールから頭だけをぴょこんと出すゴーグルの女の子が浮上してくる。

　さきっぽだ。

「はぁーい、十と勝かちくん＆たんまり、楽しんどるかい？」

　地上にいるときは好きなところを好きなだけ写真に収めるさきっぽは、プールの中でも自由なようだった。

「おう、さきっぽも楽しそうだな」

　おれがそう言うと、さきっぽはいつもの夏休み中の男子小学生みたいなわんぱくな顔で「えへへーん」と鼻の頭を掻かいた。

「あーし潜水得意なんだよ。あ、そーえば十勝くんとたんまりは売店って、もう見た？」

　首を横に振るおれと丹下。

「自販機にね、焼きそばとか、たこ焼きでしょ、あと焼きおにぎりがあったんだよぉ。プールのあとのゴハンっておいしいんだよねー」

　おれは「そうだな」と頷うなずいた。

「千歳くらい泳ぎまくったら、腹も空きそうだぜ」

「うん、チキララってオリンピック目指してるんだって言っても素直に応援したくなっちゃうくらい、バリバリ速いもんね。そうだ。せっかくプールに四人できたんだから、勝負とかしないかい？　二対二でチーム分けしてさ」

　プールで勝負。

　……丹下を見てみた。顔を小さくプルプルと振ってる。

　プールで勝負といえば、どう考えても水泳勝負ってことだろう。間違っても水中ウォーキングで競争なんかしない。

　丹下は負けず嫌いだ。自分が百パーセント活躍できないジャンルで勝負などしたがるわけもない。それに自分が泳げないことを秘密にしておきたいってのもあるだろうし。

　おもしろい遊びにどん欲なさきっぽは「そうだなー」と、話を進めている。

「負けたほうのチームは、勝ったほうのチームに売店で好きなもの奢おごるってのはどうかな？」

　さきっぽはすっかりその気だ。

　丹下、どーすんよ？

　おれもみんなで勝負するのはそりゃ楽しいと思うけど、水中でおれのパンツの腰ヒモを掴つかんでいる丹たん下げを無視するわけにはいかなかった。「勝負を引き受けたら、パンツ下げるわよ」て顔してやがる。おぉ怖っ。

「さきっぽ。悪いが、おれはもうちょっと一人でのんびり泳いでたいな。勝負はまた今度にしようぜ」

「今度かい？　わかった。じゃあ、一時間後で問題ないかい？」

「今度近っ！　いやいや、今度ってのは──」

「たんまりって泳ぎうまそーだな、一時間後の勝負楽しみっすよ」

　さきっぽ聞いちゃいねえ。遊びを前にしたさきっぽはほんとただの自己中な子供だ。

「え、ええ。ま、任してよ。うちは中学んとき、人魚姫って呼ばれてたんだからね」

　た、丹下、なにを言っちゃってるんだ!?

「人魚姫？　それって王子様に恋する話だっけ？　あーし恋愛ものはわかんないなー」

　さすが少年さきっぽ。創作物の恋愛は興味ないらしい。現実の恋愛もあんま興味なさそうだけど。

「とりあえず決まりだね。チキララにお誘いしてくるよぉ」

　さきっぽはその場で、ザボンと潜ってスイスイとプールの底を泳いでいった。

　……。プールの端っこに残されたおれと丹下。

「ど、どーすんだよ、丹下。勝負引き受けちゃったじゃねえか」

「わかってるわよ。でも、さきっぽがうちのコト泳ぎうまそーって思ってるんだもん……実は泳げないなんて、そんなダサいコトゆったら、カッコイイ女だって思ってもらえなくなる」

　カッコイイ女って、最初から別に思われてねえ可能性高いぞ、とはビキニの豊満な胸の上に手を置いて、ショボーンとしてる丹下には言えなかった。うぅ、やべえ、また胸見ちまった。天井見よう。

「……十と勝かちちゃん」

　やけに、か弱い声。天井にはなにもねえ。遠くてシミも見えねえ。

「なんだ？」

「この場でムリヤリ……うちを襲ってくんない？」

　天井見てる場合じゃねえ。おれは視線を丹下に戻す。

「……聞き間違いかな。強ごう姦かん教きよう唆さを持ちかけられた気がするんだが」

「十勝ちゃんがうちのコトを乱暴未遂しちゃう事件が起きたら、プールでの勝負はなくなるでしょ」

「もれなくおれの信用とかもなくなるなそれ。無理だよ」

「大丈夫よ。うちのこのビキニ姿を見て、発情したってゆったら説得力あるから」

「自作自演だとバレるから無理だって言ったわけじゃねえよ！」

「ちぇ、きっと警察にも信じてもらえると思ったのに」

　本気で言ってんのか冗談なのか、わかんねえのが怖い。

　でも、マジで水泳勝負はしたくないってのはわかる。

　おれが犯罪者にならない方法でなら、丹たん下げの協力をしてやりたいと思うんだけど、この自称人魚姫のピンチをどうやって切り抜けさせてやればいいのか……。

　丹下が「あ！」と声を上げる。

「十と勝かちちゃん、いい方法があったよ」

「おれが刑事事件に巻き込まれないことなら、手を貸すぜ」

　丹下は無言で迫ってくる。

　えっ？

　丹下の胸の先がおれの二の腕に触れて、プニョンという感触がおれの全身を貫いた。

　おれは情けないほど冷静じゃなくなった脳のう味み噌そで、丹下の言葉を聞いた。

「十勝ちゃんは泳げるんでしょ。ねぇ、水泳教えて。うちを一時間で人魚姫にして」




　……無茶だよ。

　と、思ったけど一時間でおれは丹下に泳ぎ方を教えることにした。

　幸い、千ち歳とせとさきっぽは休憩がてらに売店に行ったようだったので、丹下の特訓はバレないで済む。

　さっそく、丹下にプールの縁を掴つかませてバタ足をさせる。

　バシャ……バシャバシャ……バシャ……。

　これくらい誰だれでもできるもんだと思ってたが、丹下は信じられないくらい運動神経がなかった。リズムよく足を蹴けり出せなくて、数秒に一回、明らかにプール底に足がついてしまうのだ。

　……えーと、こういう場合はどう教えればいいんだろう？

　丹下はバタ足を止めて、隣にいるおれに振り向いた。

「どうかな。人魚姫まで、あと少しかしら」

　絶句。あと少しどころの騒ぎじゃねえ。

　プールの縁に捕まる丹下が、おれには溺おぼれている人が最後の力を振り絞って、水面の流木にしがみついているようにしか見えなかった。

「十勝ちゃんたら黙ってないで、ちゃんとコーチしてよ」

　いやいや、どうすりゃいい？

　コーチをどうやったら辞任できるか考えてるうちに、丹下が次の練習法を提案してきた。

「十勝ちゃんがうちの手を引っ張って、バタ足するって練習あるよね。それやりましょ、時間がないわ、急がなきゃ」

　丹たん下げの両手が伸ばされ、おれはそれを握った。

　……なんか女の子の手を握るのって恥ずかしいな。

　おれは目の前にある胸の谷間だけは見ないように注意した。

　さぁ、バタ足を始めるか。というタイミングで、プールサイドから声をかけられた。

「十と勝かちとまりもはなにをしてるのだ？」

　プールサイドには、やはりビート板で身体からだを隠している千ち歳とせが立っていた。

　向かいあって手を繋つないだままプールに立っているおれと丹下に、千歳がジト目で見下ろしてくる。

「ふ、二人共……なぜ手を繋いでいるんだ？」

　ど、どうする？

　丹下が泳げないことをバレないようにするには、正直に水泳の練習をしてたと言うわけにはいかねえ。じゃあ、なぜプールの中で手を繋いでいたのか。説明できねえ。

　千歳のジト目から逃れるように、ひとまず丹下と手を離す。

　丹下が言う。

「キララったらナニ不思議がってんの？　えーとね、うちと十勝ちゃんは……す、水中フォークダンスしてただけだよ」
















　あちゃー。これまたいいかげんな回避に出たな。

　水中フォークダンス？

　なんだよそれ、おれは知らねえぞ。

　案の定、千ち歳とせは困惑した表情になってる。

「水中フォークダンス？」

「そ、水中フォークダンス。えっと、ダイエット効果もあるし、それにチームの連携強化をしなきゃいけないからさ、十と勝かちちゃんと準備運動のついでにやるとこだったの」

　チーム？　いつのまにおれと丹たん下げがチームになったんだ。当然、口には出せない疑問だ。

　千歳も当然疑問に思ったようだ。

「チームの連携？　さきっぽよ、十勝とまりもは同じチームなのか？」

　千歳と一緒に売店から戻ってきたらしいプールサイドのさきっぽに視線が集まった。

　もちろん口裏をあわせてほしいところだけど、当然さきっぽはおれと丹下の事情なんて知らない。絶望的な状況。祈りたくなる。

「十勝くんとたんまりがチーム？　そんなのは知らな……ちょい待って。うーんとね」

　おれにはこのとき、さきっぽの考えてることが手に取るようにわかった。

　売店の食いもんを誰だれかに奢おごってもらうことを第一に考えるさきっぽは、この中で一番泳ぎが上う手まい人とチームを組むのがベストだと考えたハズだ。

　丹下は自分の泳ぎの腕前について「人魚姫」と、さきっぽに答えている。なら、さきっぽは丹下を選ぼうとするだろうか……いや、それはねえんだ。なんたって、さきっぽは人魚姫＝泳ぎが上手いと思っちゃいねえ。さきっぽにとって、人魚姫は興味のないただの恋愛話のヒロイン。

　それなら、さきっぽがたどり着く答えは簡単なハズだ。

　実際に目撃した泳ぎが上手い人＝千歳。

　さきっぽは手に引っかけた水中ゴーグルをブルンブルン回して、言った。

「うん、そだよ。十勝くんとたんまりは同じチームです。あれれ、チキララに話してなかったっけ？」

　食いもんが賭かかったときのさきっぽは、わかりやすいほどズルイ奴になるようだ。食欲は人を変える。

「うぅ、聞いてないぞ。そっか、十勝とまりもはチームなのか。さきっぽよ、絶対負けないぞ」

　こうして、千歳とさきっぽがおれ達の前から去っていく。

　……ひとまず助かったぜ。

　水中フォークダンスはどうやるんだ？　なんて訊きかれたら、なんも言えねえところだ。

　丹下も露骨に「ふー」と息を吐いて、助かったって顔してる。

　だが、去ってったと思った千ち歳とせが、こっちに戻ってきた。

「十と勝かちと丹たん下げよ。不審に思うことがあるんだが……」

　千歳に同意だ。やっぱりいくらなんでも水中フォークダンスはおかしいよな。どうせ誤ご魔ま化かすんでも他ほかになかったのかと、丹下に問い詰めたくなる。

　おれはおそるおそる聞いた。

「なんだ？」

「水泳のリレーに連携って必要なのか？　泳ぐときは一人だろう」

「あ、確かにそうだな」

　思わず呟つぶやいたおれに、丹下は「バカッ」と小声で怒り、水中でおれの足を蹴けってくる。

「キララったら、ナニゆってんの。水泳のリレーなんかしないよ。だって、勝負ってアレでしょ……」

　丹下、アレってなんだ!?

　心の中で絶叫。千歳も当然同じことを思ったようだ。

「アレとはなんぞや？」

「……だからアレよ……アレだもん」

　丹下諦あきらめろ！

　どうせ水中フォークダンスみたいな微妙なことしか言えねえぞ。見切り発車で誤魔化すのは限界だぜ。

　おれはそんな言葉を顔で訴えたけど、丹下は止まらない。

「……アレってゆうのは、す……すいちゅう」

　うわっ。また水中から始まる言葉きちまった！　終わった。

　千歳とさきっぽとおれの視線を浴びて、丹下は自信満々に言った。

「す、水中バレーよ！　水中バレーの勝負をするって、聞いた気がするんだけど。ねぇ、そうでしょ？　十勝ちゃん」

　えっ。この市民プールに水中バレーができる設備があんのか？

　ゴスッ。ゴスッ。

「おう、そーだな。おれも聞いたぜ、勝負の種目は水中バレーだってな」

　おれはこれ以上ゴスゴスと水中で丹下に足を蹴られないために、賛同するしかなかった。

　さきっぽが、「あれれ」と漏らしながら、こっちにやってくる。

「あーし、水中バレーで勝負するなんて言ってないよ」

　さきっぽのリアクションは当然だ。ノープランで水中バレーなんて言った丹下は必死に言い募る。

「さきっぽ、ゆってたじゃん。せっかく貸し切りなんだから、泳ぐだけじゃなくて、そーゆう遊びしたい！　プールを余すところなく利用してこそ、あーし達らしいんだってゆってたでしょ」

　──貸し切りを活かした遊びがしたい──

　そう言っていたさきっぽなら憶おぼえてるけど、そのあとのセリフは丹たん下げのねつ造だ。だが、ちっこいさきっぽは小さいことを気にする子ではなかった。

「うーん、でも水中バレーおもしろそーだなぁ。そっちのほうがリレーより楽しそうだ。よおし、受付のお姉さんに水中バレーの準備してもらってくるね」

　さきっぽは受付にピョンピョンと駆けだして行った。

　千ち歳とせは「ふむふむ」と頷うなずく。

「……バレーか。せっかく泳ぎでみんなと勝負したかったのだが。わたしのように長所の乏しい人間は、唯一活躍できる場面で特技をしっかり主張しておかないと、ダメな人間だというレッテルを貼はられてしまう。高校では授業で水泳がないから、もう主張する場はないな。……やはりわたしのような人間は運すらもないんだ。……生きることは難しい」

　いきなりネガティブ発動の千歳を、おれは「いやいや」と慌てて止めた。

「千歳がメッチャ速いのはおれ達みんな忘れないぜ。おれも丹下もそこそこ泳ぎには自信あるけど、千歳には到底敵かなわないよ。千歳がいるチームが勝つってわかっちゃう勝負はつまんねえだろ」

「と、十と勝かちはわたしの泳ぎを見ててくれたのか？　わたしにも取り柄えがあることをわかっててくれるんだな。そ、そうか、それならいいんだ。……バレーか、おもしろそうだ」

　丹下が水中でおれに向かって、「ナイス」って感じに親指を立てた。

　千歳は「プールでバレーはやったことないな」と呟つぶやいて、さきっぽの様子を見に行った。

　おれは丹下に「なあ」と話しかけた。

「丹下が泳がなくてもよくなったけど、どーすんだよ。水中バレーなんて適当なこと言って。そんなのこの市民プールじゃ無理だろ。さきっぽ、すぐ帰ってくるぞ」

「大丈夫よ、そもそもこんな市民プールで水中バレーができるなんて思ってないし」

「ん？　それどういうことだよ」

「バレーはできない。で、今度別のプールに行くときまでこの勝負は持ち越しよってコトにして、今日勝負するって話をキレイに流しちゃうの。どう？」

「おお。バレー勝負の延期か。それは上う手まくいきそうだな」

　──だが。

　ここで予想外のことが起きた。

　網のようなものを持ったさきっぽと、ポールを一本ずつ持つ千歳と受付の女性がやってきたのだ。

　さきっぽが「にゃはは」と笑ってる。

「さあ、水中バレーやるよ。今からセッティングするぜっ」

　ほんとに水中バレーするの？　と言うわけにはおれも丹たん下げもいかず。




　……十分後。




　二レーンを潰つぶして、水中バレーのコートのセッティングが完了した。

　二本のポールをプール底に固定し、ネットを張ってくれた受付のお姉さんに四人で感謝。

　プールのネット越しにおれ達は二対二に分かれた。

　千ち歳とせが簡単なルールの確認をする。

「十と勝かち、まりも、さきっぽよ。とりあえず十点先取でよいか？」

　オッケー。おれ達は頷うなずいた。

　もうこうなりゃ、やるしかねえ。

　ネットの向こうのさきっぽは、ウズウズしてるようだ。

「練習なんてなしでいいよねー。早くやろー！」

「よっしゃ、負けねえぜ。なあ、丹下」

　丹下も気合充分のようだ。「任してよ」と、おどけてウィンクしてる。

　未経験者四人の水中バレー。

　おれと丹下には勝算があった。

　水の抵抗があるから横っ飛びや垂直ジャンプだって、そんなに飛べやしない。おれがプールに立った状態で手を伸ばしても、さらに四十センチは上にあるネットを超えてスパイクを打つのは誰だれも無理だろうし、水中バレーでは泳げることが有利に働くとは思えない。長身の千歳はおそらくある程度の戦力を有してるだろうけど、水面から頭だけをやっと出しているようなさきっぽは、その小さな身体からだのほぼすべてに水の抵抗を受けて、ろくに動けないはずだ。

　よってこの勝負、ほとんど二対一のようなもの。

　おれ達は勝てる！

「ゲーム開始だよー！」

　さきっぽの声のあと、千歳がサーブを打ち……。

　おれと丹下の余裕は消え失せた。

　スイカのようにでかいビーチボールとはとても思えない速度でボールが飛んできて、……おれと丹下は一歩も動けなかった。水面のコートにズバンと叩たたき込まれたゴムボールはプールサイドの端に音もなく転がっていく。

　しばしの絶句のあと、丹下が口を開く。

「……ね、十勝ちゃん。今、うちの目にはキララがジャンピングサーブした気がしたんだけど、幻覚じゃないよね？」

「そんな薬物の禁断症状みたいな現象は起きてねえよ。……おれにも水の抵抗なんてまるでないみたいに、千ち歳とせの身体からだが浮き上がったのが見えたぜ」




　それからの五分間は、千歳・さきっぽチームの怒ど濤とうの得点ラッシュが続いた。




　九対〇。

　千歳は、この水中バレーにおいて唯一、スパイクが打てるプレイヤーであった（おれと身長は変わらないのに驚異的な跳躍力だ）。サーブもスパイクも正確無比におれと丹たん下げのいないスペースに高速で打ち込んでくる。そこに来るとわかっても水中を素早く移動するのは困難だった。しかも、千歳はタチの悪いことにブロックまで一級品。おれが頑張って挑戦したスパイクもどきのボールをことごとく、ネットの上で叩たたき落としたのだ。

　それに強敵なのは、千歳だけじゃなかった。

　常にゴーグルを着用したさきっぽは、とんでもないクセ者だった。

　千歳のブロックを逃れたボールが敵陣の水面に触れる寸前、潜水しながらスイスイ泳ぐさきっぽがボールの落下点で急浮上して必ず拾ってくるのだ。さらにさきっぽは千歳に絶妙なトスまで上げやがる。潜水艦のようなさきっぽは、まるで迎撃レーダーでも装備してるかのように、おれと丹下が打ったボールがどこに落ちてくるのか瞬時にわかってるようだった。

　……なにはともあれ、これじゃあ勝ち目がねえ。

「はぁはぁ。……おい、人魚姫よ。おれ達惨敗臭がプンプン立ちこめてるぞ」

　おれがサーブを打つ準備時間。

　次で勝負が決まってしまうかもしれない。

「悔しいわ。悔しいけど、あの二人ムチャクチャよ。フツー水中バレーでこんなに実力差ってつくもんなの」

　丹下は涙を堪こらえ必死の表情になってた。ほんと負けず嫌いだな。お遊びの水中バレーでも悔し涙寸前なんだから。せめて一点ぐらいなんとか取りてぇ。

　丹下が静かに言う。

「……もう、あの手しかないわね」

「どの手だよ。勝てる可能性があることならチャレンジしようぜ」

「これは負けない方法よ。十と勝かちちゃん、今からでも遅くないわ、うちに暴行して。無効試合にしましょ」

「頼むから、おれに親不孝をさせないでくれ」

「……十勝くーん、早くサーブ打ってよー」

　ネットの向こうで、さきっぽが待ちきれないように、その場でジタバタしてる。

「おお、すまん……丹たん下げ、とにかく一点くらい決めようぜ」

「当然よ。敗北と紫外線はうちの人生に不要だわ」

　おれはサーブのモーションに入り、ボールをバンッと打った。

　ネット際でブロックを狙ねらう千ち歳とせの頭上を越え、緩ゆるやかな弧を描いて、敵陣の奥のほうへフワフワと飛んでいく。

　アウトにならないギリギリのラインに落ちていくボールは、潜水艦さきっぽによってあっさりと拾われ、トスを上げられる。

　天井の照明を浴びるボールが、ネット際の千歳のもとにドンビシャの角度で落ちてくる。千歳の身体からだがフワッと浮いた。

　──スパイクが来る！

　千歳の腕が風車のように回転する間際。

　丹下は叫んだ。

「おへそ見えてるよ！」

　苦肉策だった。

　スパイクの瞬間に人のコンプレックスを言う。バカみたいな手だが、千歳にはすこぶる有効だった。千歳は動揺して、左手でおへその位置を押さえた。ワンピースだから、おへそが見えるわけないのにな。テンパってもアタッカー千歳は優秀プレイヤーだ。寸分遅れてボールをスパイク、今までと変わらないスピードでそいつは飛んできた。

　だけどコントロールはかなり乱れたようだ。

　ボールの軌道は無人の場所ではなく、丹下の正面に向かっていく。

「エイッ！」

　丹下のファインプレー。前腕じゃなく身体の前面でレシーブして、ボールはフワフワと宙に上がる。

　……。千歳の驚いたような顔が見えた。きっと自分のスパイクが止められたことに衝撃を受けているんだろう。

「どおぉりゃあああああああ！」

　おれは精せい一いつ杯ぱいの力で飛び上がり、ジャンプの最高点でボールを打った。

　そのボールは────ネットを超え、敵陣の水面に直撃する！

　潜水艦さきっぽは潜水することもできずに、水面から頭を出したまま呆ぼう然ぜんとしたように動けないでいた。ゴーグルの目はどこを見てんのかわからない。おれの渾こん身しんのジャンプに見とれちゃったのかもな。

「お、おっしゃー。一点取った！」

「十と勝かちちゃんナイス！　うちがキララのスパイクを止めたのもナイスだよね！」

　ネット前のおれは背中で丹下の弾はずんだ声を聞いた。たった一点入れただけだけど、おれ達の喜びは爆発してる。

「丹たん下げ、ヘイ！　ハイタッチだ」

　おれは振り返る。

　そして、丹下の姿を見て……おれは両腕を上げたまま、固まってしまった。

　丹下はおれの混乱を余よ所そに、笑顔でおれとハイタッチを済ませる。

　瞬間的に悟った。

　千ち歳とせの驚いた顔やさきっぽが呆ぼう然ぜんとした原因は、コレか。

　……思いっきり、み、見えてる。

「十と勝かちちゃんどうしたの？　ボーッとし過ぎだよ。一点入れたぐらいで感動オーバーなんだから」

「……」

「もー、うちがカワイイからって見とれ過ぎだってば。まだまだこれからだよ。こっからうちらは逆転すんだからね」

　ぷるん、ぷるん。

　……どういうわけか……なんのせいか……あ、スパイクのせいか……とにかく……胸が……丹下の胸が…………もろに見えていた。

　二つのボインボインが、水面で気持ちよさそうに揺れてる。……乳首はビーチボールと同じような色。桃の果肉みたいな薄くて綺き麗れいなピンク。

　千歳もさきっぽも、そしておれもなにも言えない永遠みたいな数秒後。

　千歳のスパイクを受けたことによって、外れたと思われるビキニの上が、丹下の前にゆっくり流れてきた。

「え、ナニこれ？　うちの水着にそっくり………………あれ？」

　ペタペタ。

　丹下が俯うつむき、自分のむきだしの大きな胸を手で触った後、なにかを確認するように掴つかみ始める。

　ムギュムギュ。

　やっと事実を受け入れたようだ。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　悲鳴を上げた手ブラ状態の丹下と目があう。

　胸の先は隠れてるけど、それでも衝撃的な視覚情報には違いない。同級生の女の子の手ブラだって見たことねえ。小さな手から下乳がハミ出てる。

「た、丹下。あのさ、えーと」

　なんて言えばいいのか、わかんねえー。よく見たら、左手の中指と薬指の間から、あの綺麗なピンクがちょびっと見えちゃってる。いや、よく見ちゃまずい。おれの頭はでたらめなパニック状態に突入。
















「と、と、十と勝かちちゃん。そ、その……見た？」

「えーと、うーんと、いや、丹たん下げの胸部的なものは見てねえ」

「嘘うそっ！　もの凄すごい下へ手たくそな嘘！」

　ボゴッ！

「[image: ]ぐっ」

　丹下の右ストレート（っていうか、手ブラの右手を離すもんだから、片乳が一瞬もろに見えた）を思いっきり食らった。

　顎あごを打ち抜かれ、脳がグワングワンと揺れた。

　……おれは水中にゴボゴボと沈んでいく。

　プールの中から見る視界は幻想的なピンボケの世界で、遠くの天井がゆらゆら揺れて、なんか綺き麗れいだなーと思った。




　市民プールを出てすぐの帰り道。

「十勝くんってば、女の子のパンチで失神しちゃうんだもん。おもちろいなぁ。もしかしてパンチドランカーかい？」

「そんな深刻な障害は持ってねえよ。でも、ほんとに死ぬかと思ったぜ」

　丹たん下げのグーパンチを食らって失神したおれは、女の子三人がかりでプールサイドに運ばれたらしい。

　数分後、おれは意識を取り戻したが、それでもさすがにそのあと水中バレー続行にはならず、池いけ田だ十と勝かち一時失神のためノーゲームということで、決着してしまったのだ。

　まあ、でも明らかにおれと丹下のチームは負けていたから、おれ達は千ち歳とせとさきっぽに売店で食いもんをご馳ち走そうした。丹下は奢おごっておきながら、「うちらは負けたわけじゃないんだからね」と喚わめいた。ほんと負けず嫌いなやつ。

　長い髪が夕日に輝いている千歳が、「十勝よ」と話しかけてくる。髪を乾かした直後の女の子の姿って、ちょっとドキドキするのはなぜだろう。

「今日は沢山運動ができて、とてもカロリー消費したと思う。でもわたしは体形維持のため、ダイエット効果のあるものはなんでも試したいんだ」

　千歳の会話の行き先がわかんないときは、ひとまず黙っとくのがベター。

「さっきプールで、十勝と丹下がやろうとしていた水中フォークダンスというものを是非チャレンジしてみたいんだ。あれはダイエット効果があるんだろう。十勝、わたしと今度してくれないか？」

　うわ、どうしよ。

　困ったおれが黙ってしまったのを、千歳はなにか勘違いしたようだ。慌てた様子で言う。

「……あ、あれだ、わたしと手を繋つなぐのが嫌だったら、ゴム手袋するから……」

「いや、千歳すまん。おれは教えられるほど、上う手まくできねえんだ」

　自信を持って言える。おれは明日あしたになったら水中フォークダンスなんていう言葉自体忘れてるだろう。




　市民プールからみんなが帰る駅へと続く道は広くも狭くもない歩道で、ひとまず二列になって歩いた。

　前列の千歳とさきっぽが雑談を話している中、後列には会話がなかった。夕日を眺めて黙って歩くのは嫌いじゃないけど、おれは丹下に「なあ、次は勝とうぜ」と話しかけた。

　売店にいるときも、市民プールを出てからも、一見いつもと変わらないように見える丹下なんだけど、どっか無理してるように見えたんだ。

「そうだね」

　隣を歩く丹下はおれにチラッと視線をよこしてくる。反応はそれだけ。おれは前列に聞こえないように言った。

「売店で、さきっぽ食い過ぎだよな。なんであんなに大食いなのに、さきっぽはちっこいんだ。謎なぞだよな」

「……うん、謎だね」

　勝手に話題に上げておいてさきっぽには悪いが、太らないさきっぽの消化官の謎なぞは二人の間をサラッと流れる会話になって終わった。

　このあとも、おれは必死に胸を見たってことに話がいかないように、喋しやべり続けた。無言で歩くのは嫌だった。いつも通りに楽しく下校がしたい。

　にも拘かかわらず。

　やっとおれをしっかり見てくれた丹たん下げが、泳げないことをおれに隠してるときのようなオドオドとした調子で言った。

「……と、十と勝かちちゃんはね、うちのおっぱいを見た初めての男の人なんだよ」

　光栄でしょ？　ぐらい言ってほしかったが、相手はいつものナルシストじゃなかった。大きな瞳ひとみが自信なさげに揺れてる。俯うつむいて歩く丹下。

　なんて返せばいいのか悩んでたら、昨日きのうの昼の校内放送を思い出した。

　恋愛検定準一級の丹下まりも先生のアドバイスが蘇よみがえる。

　──多分男ってさ、女の子のいろんなコトの初めてになりたがる生き物だから──

「『初めての男の人なんだよ』って言うのは、好きな彼を喜ばすテクだったっけ？」

　わざとおどけて言ったら、丹下は真剣な顔でおれを睨にらんできた。

「バ、バカ。なんでうちが十勝ちゃん相手に恋愛テク使わなきゃいけないのよ。ありえない。ありえないから」

　丹下はもうおれを見ずに、黙々と歩いていく。

　怒ってしまった女の子に対しては、真面目まじめに謝るしか芸のないおれ。丹下に背中に声をかける。

「ごめん。ほんとすまねえ。……そうだよな、ありえないよな。丹下にとって、おれは一緒に混浴に入っても平気なくらい、全然意識してない相手だもんな」

　おれと混浴風ぶ呂ろに行っても恥ずかしくないし、意識もしないと言ったのは昨日の丹下だ。

「……」

　丹下は無言。前列の千ち歳とせとさきっぽの楽しげに話してる雰囲気を感じながら、沈黙の数百歩が過ぎた頃、再び横に並んだ丹下がおれを見ずに言った。

「うち、昨日嘘うそついちゃった。それも二つも」

「なに？」

「うち……恥ずかしかった。やっぱ、おっぱいを十勝ちゃんに見られるとか、ホントありえないよね。うちってスタイルいいから、自信のあるものは見られても恥ずかしくないって思ってたけど。……そうじゃないんだね」

　羞しゆう恥ち心しんが丹下にもあってよかった。それがなかったらへたすりゃ露出魔になるとこだ。

　丹下が真面目に話してくれてるところ悪わりぃんだけど、おれはおっぱいなんて単語が出てくる話題から離れたかった。不動の冷静さを手に入れるため、胸とは全く関係のない数学のこととかを必死に考える。

　おれの脳内の闘いを知らない丹たん下げが「マジしくっちゃったな今日は」と、ぼやいている。相あい槌づちをなんとか返す。数学的思考によって平常心を保つおれの脳は不意に円周率の記号である「π」を思い起こし、それが即座に「パイ」へと変換され、「おっぱい」へと発展していく思考の魔のコンボに遭遇。グハッと呻うめきそうになる。

　これは黙って考え事をしているより、なにか喋しやべってたほうが気が紛まぎれるという結論に行き着き。おっぱいとは無縁な会話のやりとりをするため、ＮＨＫの番組名古今東西をしようぜと丹下に持ちかけようと思ったが、誘う前に丹下が「十と勝かちちゃん」と不安げな声でおれを呼んできた。

「もう一つの嘘うそってなにか、聞いてくれないの？」

「もう一つの嘘って、なんだい？」間抜けな返しだ。

「……うち、十勝ちゃんのコト意識してる」

「えっ」

「あ、べ、別に好きとかゆってるわけじゃ全然ないから！　た、ただ、全然意識してないとか、いてもいなくても気になんない空気みたいな存在とかじゃなくて。ちゃんと十勝ちゃんがいるってコトを意識してるってコト。えっと、う、うちのゆってるコトわかるでしょ」

　テンパった丹下。

　昼の放送では二十分で二回しか噛かまなかったのに、今はドモリまくり。

「と、とにかくうちが言いたいのは、今日は十勝ちゃんとは並んで歩きたくないってコト」

「なんだよ、それ」

「だって、うち恥ずかしいのとかマジ苦手なんだもん。今日は十勝ちゃんと目があうだけでなんか苦手な気分になる。チョット困るの」

　丹下は前列の千ち歳とせとさきっぽの間あいだに入っていく。

　おれのそばにいると困るからと言って離れてった丹下は、千歳に「水中フォークダンスを教えてくれないか？」と言われて、後ろ姿だけでもわかるほどあからさまに困っていた。

「す、す、水中フォークダンス。えっとね、そ、それは」

　再びテンパる丹下。おれは後ろで一人笑った。




　数日後。お昼の放送「まりものラブクリニック」のコーナーにて。

『男の子と市民プールデートでは、ビキニはオススメしないわ』と、恋愛検定準一級の丹下まりも先生はアドバイスをしていた。

　そんなこと言われなくても、市民プールにビキニで行く女子高生は丹下しかいねえよ。









第四話　相合い傘の回






　──ザァアアアアアア。

　雨の日だった。

　朝は春の快晴だったのに、午後に入ってから空は重い雲に覆われ始め、下校時間になる頃にはすっかり街全体から音を奪うようなどしゃぶりの雨に変わっていた。

　相変わらず遅めの帰りＨＲから解放され、ゲートが開いた直後の競走馬みたいに教室から飛び出すおれ。

　廊ろう下かの窓に切り取られた世界は、灰色に煙っていた。

　下校する者の聖地である玄関前ロビーに着く。

　ロビーには生徒がチラホラ。さきっぽの姿はなかった。

　うーん、確かさきっぽは掃除当番だって昨日きのう言ってたような。

　ロビーのベンチにはなにやら雑誌や地図（？）とにらめっこしてる丹たん下げが見えたが、十メートル離れててもわかる不機嫌オーラが出ていた。怖っ。

　丹下に声をかけるのは後にして、ひとまずロビーの片隅に向かった。

　人混みを恐れて、一人ぼっちで来客用職員室直通階段の下にいるだろう下校の友に会いに行くために。




　掲示板の十数枚のプリントを眺めている千ち歳とせはやけに背筋がよく、その横顔は暇つぶしをしているというより、茂みの中で獲物を待つ猟師のように静かな佇たたずまいの中にも強い意志のようなものを感じさせた。ちょっと大おお袈げ裟さかな。

　すぐそばまで近づいても千歳はおれに気づかないようだ。ちょっと安易に声がかけられない真剣なその細い背中に、「よお」とおれは元気よく言った。楽しい下校に必要なのは、まず元気だ。

「……十と勝かち。こんにちは、今日はひどい雨だな」

「今朝の天気予報じゃ降水確率十パーセントとか言ってた気がすんのに、このどしゃ降り。いやー、参っちゃうよな」

「ふふふっ」

「ん？　千歳、なんで笑ってんだよ」

「十勝よ。全然参ってるように聞こえないぞ」

　おれはロビーとゲタ箱の前にいるみんなの様子を眺めた。

　向かいのコンビニのビニール傘が「そっこー売り切れた」とグチるやつ。もう開き直って濡ぬれながら帰ろうか迷ってるやつ。家から車のお迎えがあると、少し自慢げなやつ。

　まあ、そんな感じでいろいろいるけど。

　総じて言えるのは、みんなの表情は、雨のせいで曇り空みたいに冴さえないってこと。

　正面玄関と玄関前ロビーには、「雨やまないかなー」って空気が充満してる。

「なあ千ち歳とせ。おれはさ、こういうの好きなんだよ」

「こういうの？」

「雨の日の下校。おれ達の下校でこんなどしゃぶりは初だよな。やっぱよ、下校を楽しむ者としちゃー、いつもと違うシチュエーションはワクワクするぜ」

　暗黒の小中学校時代を思い出す。あの頃は下校時の天気などこれっぽっちも気にしちゃいなかった。晴れだろうが雨だろうが、一分で家に帰れちまうんだから気になるわけない。

「ふふっ、十と勝かちが元気そうでなによりだ。……わたしはダメだな」

　千歳が自分のことを「ダメ」と言うのは出で逢あって二週間ちょいでもう三十回くらいは聞いてる。挨あい拶さつみたいなもんだ。おれは大して気にも留めず「どしたよ？」と聞く。

「わたしは雨が嫌いだ。ウォーキングをする気も減退するし。なにより雨の音だけを聞き続けてると、いろいろ一人で集中して考え事をしてしまう」

　考え事する行為をまるでいけないことのように言う千歳。

「雨の音だけじゃねえよ」

「……どういうことだ？」

「今日もおれ達四人の下校だろ。雨の音なんかより、丹たん下げの賑やかな声とかさきっぽのはしゃぐ声のほうが耳にガンガン入るぜ。考え事なんてしたくても無理無理」

　千歳は、雲の合間から射す一筋の光のような柔らかな笑顔を見せる。

「そうだな。雨の日の下校も悪くないかもしれないな」

「おうよ。あ、そういえば千歳は傘を持ってきたのか？」

「うん。わたしはいつも折りたたみ傘を持参しているからな」

「おお、そりゃよかった。実はさ、おれ持ってきてなくて」

　降水確率十パーセントじゃ傘は持ってこねえ。

「十勝よ。確かまりもも傘を持ってきてないと言っていたぞ」

　ロビーの片隅からベンチにいる丹下の姿を視認。遠目でもわかるイラついた様子で、なにやら手元の本を忙しくパラパラ捲めくってる。千歳が言う。

「まりもはどうやら雨のせいで、今日の放課後に寄り道しようとしてたお店のルートを変えなきゃいけないと悩んでいた」

　なるほどね。丹下にとっては、この雨は忌いま々いましい存在なのだろう。

「ひとまずさきっぽが傘を持ってればおれ達は帰れるな。最低二本あればなんとかなる」

「そうだな」

　頷うなずいた千ち歳とせがなにかに気付いたように「ハッ」とした顔をする。

「四人で二本……それは一つの傘の中に二人以上で入るということだな」

「おう。……じゃあ千歳の傘にはさ、おれを入れてくれよ。相合い傘よろしくな」

　百七十センチの千歳と相合い傘するんなら、百五十センチそこそこの丹たん下げや百四十センチちょいのさきっぽより、身長的におれが適任だろうと思った。

「……あい、あい、がさ？」

　千歳が初めて口にする外国語みたいに、ひどくたどたどしく「相合い傘」を発音する。

「十と勝かちよ。そのあいあいがさというのは、いったいなんだ？」

「え、相合い傘を知らねえのか？」

「うぅ、わたしは英語がそんなに得意ではないんだ……二つのアルファベットの『Ｉ』はなにを略しているイニシャルなんだ？」

「アルファベットの『Ｉ』が二つでＩＩ傘じゃねえよ」

　千歳は自分の鞄かばんを開け、中を探り始める。

　鞄から出てきた千歳の手には、お弁当くらいの本が握られていた。

　不意に見るとちょっとギョッとするくらい紅べに色いろのその本は、どうやら辞書のようだった。

　千歳の細い指の間から、表紙の銀色の文字が見える。

　新明解国語辞典。第三版。

「十勝よ。しばし待ってくれ。しっかりと意味を理解する時間がほしい」

「おう、わかったよ」

　自分の知らない言葉をその場で辞書を引いて、学ぼうとする行為がなんだか妙に千歳らしかった。おれは辞書とにらめっこする千歳から目を外して、掲示板のプリントでも眺めることにした。

　ドリームキャスト格安で譲ります・相撲部マネージャ募集・メル友になってください・神隠しにご注意・廃部の危機！　カポエイラ部救世主（新規部員）募集・心霊写真除霊します・ＵＦＯの目撃談大募集。

　生徒掲示板は相変わらずでたらめなラインナップだった。中にはおもしろ半分でほとんど嘘うその掲示物もあるらしい。確かにいかにもってのがいくつかある。

　おれはきな臭いプリントをまた一枚見つけた。

『お昼の放送のアイドル！　まりもちゃんのファンクラブ創立のお知らせ』

　おいおい、丹下のファンクラブって、この学校の男子大丈夫かよ。

　どこのイタい男子がこんなもんを創立させようとしてんのかと思ったら、創立者は丹下まりも本人だった。

　……なんてこった。

　千ち歳とせのネガティブ。丹たん下げのナルシスト。

　難病を抱えた下校の友を救ってやりてぇと切に思う。




　──このとき、池いけ田だ十と勝かちに心配されていた千歳キララは、辞書に夢中であった。




　うぅ……一般的によく知られているらしい日本語がわからなかったとは……恥ずかしい。

　わたしは鞄かばんから取り出した愛用の辞典で、さっそく『相合い傘』という単語を調べてみる。




『あいあいがさ【相合い傘】　　　　　一本の傘を（相愛の）男女が一緒に差すこと』




　……うん？

　わたしは別の単語の意味を見てしまったのかと思い、再び確認した。

　……が、それはやはり間違いなく『相合い傘』という言葉の意味で、相合い傘という単語の前後に並ぶ『藹あい藹あい』や『アイアン』では断じてなかった。

　意味を、ドキドキしながらもう一度読む。

　……うぅ。

（　）の部分には、まぎれもなく『相愛の』と書かれてある。

　と、十勝はわたしに「相合い傘よろしくな」と相合い傘をする行為を誘ってきてくれた。

　……これはいったい、どういうことだ、十勝よ。

　…………!?

　……ま、まさか。

　わたしは『相愛』という言葉の意味を今日まで誤認していたのかもしれない。

　これはいけない。

『相愛』という言葉も調べてみよう。




『そうあい【相愛】　　　　　　　　　互いに愛しあっていること』




　……う、うん。

　やっぱり『相愛』は、わたしの思っていた通りの意味の言葉であった。

　ではなにゆえ十勝が相合い傘の相手にこのわたしを。

　これはもしや。

　……なにかの詐さ欺ぎ？

　いや、十勝がわたしを詐欺にかけるなどするわけがない。

　十と勝かちはそういうことをするやつではないんだ。

　ではなぜ、わたしに相合い傘を誘ってきたんだろう？

　なにかしらの詐さ欺ぎ行為が目的じゃないとすると……うーむ、なにも思い浮かばない。

　……。

　………。

　ま、まさか。

　十勝はわたしを……あ、愛してくれているのか？

　わたしなんぞと……相愛になりたいと思ってくれているのか？

　……否。それはない。そんなことあるはずがない。

　十勝はいいやつだ。

　下校に対して素晴らしい情熱を持つ、前向きな好青年だ。

　そんな好青年がわたしを想おもってくれるなどというのは、まさに現実離れした夢物語。

　すまん、十勝。

　十勝で勝手に変な想像をしてしまった。

　……でも、もし万が一、いや、十万が一でも、十勝がわたしのことを愛するまではいかなくても、愛するの手前の手前のもうちょい手前の感情くらい抱いてくれていたら、なんかその、えーと……嬉うれしいな。

　……。あれ、わたしがなぜ嬉しい気持ちになるのだ？

　これはおそらく、わたしなんぞに好意を抱いてくれている存在がいてくれたことによる喜び……なのだろう。




　ねえ、そうだよね？　留る萌もい様。




　ふぅ。心の中で彼女の名前を呼ぶと、不思議とリラックスできた。

　わからないことがあるとき、その答えを探して暗いほうに考えてしまいがちなわたしの思考は、心の中で彼女の名前をちょっと大おお袈げ裟さに様付けで呼ぶことによって、ちょびっとだけ明るいほうに向かえる。

　わたしだけのおまじないみたいなものだ。




　わたし、留萌様以外の人にも好意を持ってもらえるなんて、素敵なことあるのかな？

　しかも……男の子だよ。

　留萌様、どうしたらいいかな？




　わたしは自分の気持ちもよくわからない……だから、十勝の気持ちを知りたい。

　わたしに相合い傘を誘ってくれた十と勝かちの真意。十万分の一かどうか、知りたい。

　うん、十勝の気持ちを知ろうと努力してみよう。それがいい。

　辞書のページの中の『相愛』という単語を指でなぞってみた。

　留る萌もい様に背中を押してもらえた心地になり、わたしはいつもより少しだけ積極的になれる気がした。




　千ち歳とせの考えていることなど知る由よしもない十勝は、のんきにアキレス腱けんを伸ばしていた。




　やけに年季の入った辞書の開いたページを、千歳はなにやら食い入るように見続けてる。

『相合い傘』って言葉を理解すんのはそんな難しくねえよな。

　でも活字を目で追うときの千歳って、例え掲示板のプリントであってもジーッと精読してるから。まあ、いつものことだ。おれは下校の準備のストレッチを終える。

　やがて千歳が辞書を閉じ、顔を上げる。心なしか頬ほおがほんのり赤くなってるような。

「……十勝よ。訊ききたいことがある」

「あらたまってどしたよ。おう、なんでも答えるぜ」

「十勝はわたしのそばにいることでわたしの吐いた二酸化炭素を吸ってしまう恐れがあるこの現状に、耐え難い苦痛を感じていたりはしないか？」

「なんだその質問。いやいや、感じねえよ全く。考えたこともねえ」

「じゃあ例え話だが、下校の最中に暴走車両が歩道に突っ込んできて、そのまま十勝は帰らぬ人になった際、今こん生じようで最後に見た人物がわたしだったとしたら、地団駄を踏んで悔しがったりしないのか？」

「複雑な例え話だな。そんな死に方したら化けて出たくもなるけど、人生最後に見たのが千歳の姿だったからってそのことは悔しがらないと思うぜ。そこ以外に悔しがるポイント多そうだしな」

「……十勝は、もしかして、あの、えーと。……やっぱり言えない」

　千歳がモジモジし出す。職員室直通階段で顔を赤らめてる女子生徒とおれ。ひとまず居心地はそんなによくねえ。

「なんだよ。言ってくれよ」

　千歳は祈るように胸の前に手を合わせて、伏し目がちにおれを見てくる。

「十勝は、わたしのこと、嫌いではないんだよな？」

「おう、もちろんだよ。嫌いなわけねえよ」

「もしかして、嫌いじゃなくて大嫌いってことはないよな？」

「相変わらずでたらめなマイナス思考だな。そんなこと全くねえから」

「じゃあ十勝は、わたしのこと、無関心とかじゃないんだよな？」

「関心あるよ。なんたってよ、千ち歳とせはおれの素晴らしい下校の仲間じゃねえか」

　千歳はおれの言葉を全すべて聞き終える前に俯うつむいて、床に向かってなにやらボソボソ言ってる。「無関心……嫌い……じゃない……残された感情……一つ」。どしたよ？

　俯く千歳の表情は長い髪によって完全に隠されちまってる。キューティクルの向こうから、キュートさに欠ける静かな声がした。

「……十と勝かちのこと、よくわかったぞ」

「今の短いやりとりで、おれのなにがわかったって？」

　まだ床を見たままの千歳が、コホンと空から咳せきをした。

「……十勝は好きな人のことを大切にする男か？」

　なにきっかけでその質問!?

　質問の意図に疑問はあるけど、おれは素直に答えることにした。千歳の質問は、電話の音声案内みたいに聞かれたこと以外、答えちゃいけない空気を出してくることがある。今がそれだ。

「お、おう。まあ、好きな人とかこれまでいたことねえから想像だけど、そりゃもちろん、自分の好きな人は大切にするだろうよ」

　千歳が顔を上げた。よかった。ちょうど俯き過ぎる彼女の頸けい椎ついへの負担が気になってたところだ。

　千ち歳とせはおれの答えに満足してるようだ。微笑んでる。

「公共広告機構の昔のＣＭで、とてもよく覚えているナレーションがある」

　これまたなにきっかけで公共広告機構の話題？　と思ったが、おれは黙って千歳の諳そらんじるナレーションを聞いた。二人っきりのときの千歳には、相手を自分の世界に連れて行く変な力があった。

「命は大切だ。命を大切に。

　そんなこと何千何万回言われるより

『あなたが大切だ』

　誰だれかがそう言ってくれたら　それだけで

　生きていける。

　……わたしは今、この言葉の意味をしかと受け止めることに成功した」

「そ、そうか。成功したんならなによりだ」

　なんだかよくわかんねえけど、千歳が明るい表情をしているからよしとしよう。

「わたしは光栄だな。十と勝かちの人生初の相合い傘に誘ってもらえて」

「ん？　おれ、相合い傘は人生初じゃねえぜ」

「ええっ!?」

　千歳らしくない大きなリアクション。なにゆえそんなに驚いたんだ？
















「でも十勝よ。たった今言っていたではないか、好きな人はこれまでいたことない、と」

「いや、おれがまだ初恋してないのと相合い傘の有無は関係ねえと思うけど」

「十勝はいつ相合い傘をしたんだ？」

「小学校の時とかもしてたと思うぜ」

　友達とどっか遊びに行った帰りとかに、雨に降られて、傘に入れてもらったことが何回かあったなー。懐かしい思い出。

「小学生の時分で!?　……夢の中の話は除外してほしい」

「夢の話を小学生んときの思い出にカウントしねえよ」

「……十勝よ。その相手はどんな人だったんだ？」

「んんー、相手って言われても、そんな覚えてないな。結構沢山いるしさ」

「た、沢山……願望ではなく実話で頼む」

「さっきからノンフィクションだ！」

　いろんな人と相合い傘したい願望ってなんだよ。

「じ、事実なのか……わたしは今日まで十勝のことを勘違いしていた。そんなにだらしない人だとは思わなかったぞ」

「あ、まあ、そうだな。それは反省してる。確かにだらしねえよな」

　小学生んときも中学生んときも学校に傘を持っていく習慣がなかった。そりゃそうだ。一分で家に帰れるんだから、雨に打たれて下校してもそんなに濡ぬれることがない。だから、どうも学校に傘を持ってくの忘れちまう。習慣がまだ身についてないんだ。

　まあ、だらしないと言われても仕方ないかもな。

「……うぅ……ぐずっ……」

　ん？　おれは突然すすり泣くような声を間近で聞いた。

　ええ!?

　なぜか千ち歳とせが大粒の涙をぽろぽろ零こぼしている。

「ち、ち、千歳。どしたよ？」

「十と勝かちがそんなにだらしない人では、わたしは十勝と相合い傘をすることなど到底できない。わたしなんぞが十勝の誘いを断ってすまない。でも無理だ」

　泣いてる女の子は地上最強だった。無抵抗で頷うなずきたくなる。男の防衛本能かもしれない。

「お、おう。千歳は忘れ物するやつに、き、厳しいんだな。仕方ねえ、傘持ってたらさきっぽに入れてくれってお願いしようかな」

　千歳の細い肩がビクッと震えて、強い視線がおれに向けられた。大粒の涙がピタッと止まってる。千歳の表情は悲しみととまどいのごちゃ混ぜ。

　えっ、なんで？

「だ、誰だれでもいいのか？　十勝は誰とでも気軽にデキちゃうのか？　反省したと言ってくれたではないか」

「なんかその言い方に抵抗を覚えるんだけど。いやー、たかが相合い傘だろ」

「……た、たかが？　十勝、ううん、池いけ田だ十勝さん。あなたは人を愛するということを軽く考えてはいませんか？」

「なんでおれと距離を置くような喋しやべり方になったよ」

　ってか、いつ話題が愛についてになったんだ？

「十勝よ。そんな人間は真実の愛には辿たどりつけないぞ。最後は孤独死するぞ」

「どういう推察でおれの死因を予想したか教えてくれ」

　千歳は掲示板の緑色の壁のブツブツを指でなぞりながら、ブツブツ言い始める。

「わたし……男性不信……生涯独身……」

　でたらめに絡みにくくなってしまった千歳。どうしよ？　置き去りにはできない。誰かヘルプ。

　おれは雨のため不機嫌な丹たん下げでもいいから、すぐそこのロビーのベンチに呼びに行こうかと思ったとき、台風のようなさきっぽがやって来てくれた。

「イヤッホー！　すっごい雨だね」

　助かった。千歳の一時的な涙や意味不明な一人言によって、葬式のように暗い雰囲気だった職員室直通階段が一気に明るくなる。ネガティブな千歳の対極にいる太陽のような女の子に、おれは思わず歓待の拍手。

「大雨でテンション上がるなんて、小学生みたいだな。しかも高学年じゃねえ」

「ねー、十と勝かちくん。こんだけ天気悪いと、逆に鬼ごっことかしたくなんないかい？」

「その逆にってのが全然わかんねえよ」

「にゃはは。そっかー。びしょ濡ぬれで遊ぶのって楽しさ二倍なんだけどなぁ」

　おれは笑ってるさきっぽを見て、あることが気になった。さきっぽの仕事のこと。

「そういえば今日は下校していくみんなの顔を撮れなかったんだろ。よかったのか？」

「あーし、掃除当番だったから仕方ないよね。でも雨の日の下校ってみんなの顔がちょっと元気なさげなの。どっちみち今日はあんま笑顔を撮れる日じゃないんだー。だからいいの」

　さきっぽの手には傘が握られていた。

「おお、傘持ってきたんだな。黒の無地か。なんかさきっぽらしくねえな」

「はぅ、これかい。忘れ物の多いあーしが傘をちゃんと持ってくるはずなんてないよ」

　なぞなぞか？　現に傘を手に持ってるじゃねえか。

　さきっぽはおれの疑問を感じとったようで、閉じたままの傘を渡してくれる。

「なんとなく普通の紳士用の傘より、一回りでけえ気がするな」

「こいつはですね、ストロボの反射なんかに使える撮影用傘だよぉ。普段は学校に置いといてる機材だけど、雨の日には役に立っちゃう優れものなんです」

　撮影用傘を持ち出してくるとは、なんともさきっぽらしいな。

　おれは「よっしゃ」と頷うなずいた。

「これで一応傘は二本。なんとか無事に帰れる。なあ千ち歳とせ」

「生涯独身。女一人で生きていくということは、生命保険も掛け捨ての死亡保障は付ける必要はないな。わたしの保険金を受け取ってくれる最愛の夫も子ども達もいないのだから。……積み立てタイプにするのが無難か」

　いつのまにか千歳のマイナス思考は、かなりぶっ飛んだところまで悪化していた。

「加入する保険のシミュレーション中悪わりぃんだが、さきっぽのおかげで下校できるぞ」

　ネガティブモードになった千歳は、びっくりするほど周りが見えていない。

「あぁ、さきっぽ。こんにちは」

　どうやらさきっぽがやって来てたことにも、今気づいたようだ。

「チキララ、あーしを抱だき枕まくらにしてもいいよー」

　さきっぽは千歳から漂う尋常じゃない暗いオーラなど気にも留めず、千歳の胸になんのためらいもなく、飛び込んでった。さきっぽはほんと自由だ。

　雨の日の放課後。

　我が下校の友の陰（千歳）と陽（さきっぽ）が軽いハグハグを交わす摩ま訶か不ふ思し議ぎな時間。

　目の前で女子同士が抱きあってるのを見させられてる男子としては、黙ってる以外ない。

　千ち歳とせは自身の口から二十センチは低いところにある、さきっぽの頭頂に語りかけた。

「さきっぽよ。気軽に相合い傘してしまう行為をどう思う？」

　千歳の頭ん中は、まだ相合い傘の件が続いてたようだ。

「うーん。あーしは別に相合い傘するのなんて、副担任の存在くらいなんとも思ってないよぉ」

　確かに副担の存在感は空気だ。さきっぽのハグを止めた千歳に、おれは言う。

「さきっぽもおれと同じで相合い傘なんて大して気にしてないだろ」

「うーむ。若者の性が乱れてると叫ばれる昨今の日本だが、誰だれとでもとっかえひっかえ相合い傘できてしまえるなんて……なんて不ふ埒らちな」

　さきっぽが表情に「？」を浮かべて、「チキララ」と困った声を上げた。

「どーして今日は、そんな浮世離れした価値観に仕上がってるの？」

「さきっぽよ。よく考えてみてほしい。例えば十と勝かちと安易に相合い傘をした結果、望まれない子供を授かることだってあるだろ」

「ねえよ！　おれ傘の中でなにおっぱじめんだよ」

　自分からこっち方面に話が行くきっかけを作ったくせに、千歳は下ネタっぽい雰囲気の話がすごく苦手なようだ。顔を赤らめて、そっぽを向いてしまう。

　いやー、困ったな。ほんと今日の千歳はどうしちまったんだ。

　とりあえず職員室直通階段でたむろってるのもどうかと思うので、ロビーの空いてるベンチにでも移動しようとしたら、不機嫌なナルシストが肩で風を切って、こっちにやって来た。

「十勝ちゃん。五百円ちょうだい」

「おい、今日のおれに対する第一声がかつあげかよ。丹たん下げにとっておれはなんだ？」

　丹下は壁の掲示板の一枚のプリントを指差した。

「十勝ちゃんは会員でしょ。うちのファンクラブ年会費五百円。破格よ」

「会員特典はなんだよ」

「丹下まりもファンクラブの会員募集ポスターのデザインや印刷、クラブのＨＰの制作を手がけさせてあげるわ」

「それ雑用してもらいたいだけだろ」

　丹下はおれを無視して、千歳とさきっぽに「今日は雨だから寄り道なしで帰らない？」と聞いていた。丹下は同姓には普段通りの接し方。不機嫌による八つ当たりはおれにしか向かねえようだ。「ファンクラブに千歳とさきっぽを誘わねえのか」と聞いたら、男子限定だと返された。

「男子から五百円くらい取っても、罪悪感とかないしね」という理由らしい。

　ムチャクチャだ、としか言えねえ。

　で、結局おれはマジで丹たん下げまりもファンクラブ会員にさせられた。めでたし。めでたし。では終われない話だよ。全く。




　今日晴れていたら遠くまで寄り道して、放送部で紹介する店の取材に行こうとしていたらしい丹下の計画は延期になった。

　雨だろうと下校が好きな気持ちには一片の変わりもないおれは「行ってもいいぜ」と言ったのだが、丹下は「タクシーなら行く」という下校を冒ぼう涜とくするような発言に出て、決裂した。下校の美学は、基本徒歩。応用は自転車及び公共交通機関の利用。タクシーなんて外げ道どうもいいとこ。




　なにはともあれロビーに移動。

　おれと同じく傘なしの丹下は、千ち歳とせとさきっぽが傘を持っていることに喜んだ。

　それで、さきっぽの手に握られた限りなく傘のようなものを見て、「ねぇ、十と勝かちちゃん」と話しかけてきた。

「さきっぽの傘、なんか変じゃない。持つところのクルンとした部分がないよ」

　おれは丹下に撮影用傘だということを説明した。

「ナニそれウケる！　うち今日はさきっぽの傘で帰る」

　千歳がモゾモゾと鞄かばんから折りたたみ傘を出す。

「……傘は二本。まりもがさきっぽと一緒に傘に入るということは……残る傘は一本、残る人員はわたしと十勝」

「なあ千歳。もう一回誘うがおれと相合い傘して帰ろうぜ」

「……う。十勝が女性にだらしない人でも……断れない。否、断ったほうがいい。……うーむ、葛かつ藤とうは続く」

　女性にだらしない？　なんだそれ？

　再びモジモジし始める千歳は俯うつむきがちに言った。




「でもダメなんだ。わたしは……十勝と……相合い傘する資格を半分しか満たしてないから」




「相合い傘する資格ってなんだよ。しかも半分ってそれどういうこと？」

「……」

　千歳は黙り込んでしまう。

　そのとき、千歳のそばのさきっぽが「わぁ」と弾はずんだ声を出す。なにを発見したよ。

「チキララの傘、和風柄でカワゆい！　あーしの傘もどきはあーしをあんまりルンルン気分にさせてくれないんだなー。そうだ！　チキララの傘に入れてくれです」

「え、さきっぽがわたしの傘に。……では、さきっぽのその傘はどうするのだ？」

　そこで丹たん下げが「それは大丈夫よ」と、会話に入ってきた。

「さきっぽの傘はうちが使わせてもらうから。てゆうと、十と勝かちちゃんが余っちゃう感じ？　なら十勝ちゃんは、うちと相合い傘決定ってコトで」

「おう。よし、それじゃあ、ぼちぼち帰るか」

　ゲタ箱に向かおうと歩き出す数歩。おれ達の後ろで千ち歳とせが「ま、ま、待ってくれ」とパニクった声を出した。

　おれ達三人は立ち止まって、振り返った。

「えっ!?　ど、ど、どしたよ、千歳」

　ドモりまくるおれ。無理もない。張り詰めた表情の千歳は、なぜか再び涙を流し始めていたから。

「……十勝と丹下は……そうか……すまなかった。……わたしは今日まで気づけていなかった」

　千歳はたった今、なにに気づいちゃったんだろう？

　急に千歳が泣き出すという展開に、さすがのお喋しやべりな丹下も自由人のさきっぽも完全に沈黙。

　一同を絶句させた千歳が、次は一同を呆ぼう然ぜんとさせるようなことを口走った。

「十勝と丹下は付きあって、どれくらいなのだ？」

　え。なんで付きあってんの確定事項!?

　色いろ恋こい沙ざ汰たの話題には全く興味を示さないさきっぽですら、さすがにこれは驚くようだ。あんぐりと小さな口を開けている。

「千歳どういうことだ？　おれと丹下は出で逢あってまだ二週間だぞ」

「ということは付きあって二週間か」

「ちげーよ。出逢ったその日に交際スタートとかしてねえから」

「では、いつから付きあう予定なのだ」

　今度は丹下が否定した。

「ひとまず永久に未定よ！　ねぇ、キララ、なんで泣きだしちゃったの？」

「涙の理由は……十勝はやっぱり救いのない浮気性だとわかって」

　これにはおれがたまらず口を挟む。

「なんで十五年彼女いないのに、浮気性呼ばわりされてんだ、おれ」

　丹下も援護射撃をしてくれる。

「十勝ちゃんのゆう通りよ。十勝ちゃんのスペックで浮気なんかできるわけないでしょ」

　フォローされたはずなのに、おれの心にダメージカウント。あ、あれ？　なぜだろう、おれもちょびっと泣きそうだ。

　ただ泣いてる場合じゃなかった。千ち歳とせのぶっ飛んだ妄想の発表は続く。




「でも……と、十と勝かちと、丹たん下げは……互いに愛しあっているのだよな」




「「「ええぇえええええ!?」」」

　おれと丹下とさきっぽの声が重なった。

　玄関前ロビーにチラホラいた生徒達の視線が、おれ達に一気に集まった。

　丹下とさきっぽは注目を浴びることなんて気にもしない。おれは周りの生徒達に「なんでもないよ」って感じで手を振ってみせた。

　丹下が、急になにを思ったか、「十勝ちゃん」とおれを睨にらんできた。

「うちがベンチで下校ルートをあれこれ考えてたときに、キララにナニしたの！」

「今日の千歳がヘンなのは、おれのせいじゃねえから」

　おれと丹下が向かいあっていると、視界の端でなにやら千歳が自分の鞄かばんに手を突っ込んでゴソゴソし始める。今日の千歳の行動はマジシャンのショーみたいだ。なにが始まるのかまるでわからねえってこと。

　千歳は徐おもむろに財さい布ふから千円札を取り出した。

　それを破ったノートの切れ端で包み始める。

　おれ達三人が千歳の意味不明の行動に釘くぎ付づけの数十秒後。

　千歳がお金を包んだ切れ端を、おれと丹下の間に差し出してくる。

「これなんすか？」と、おれ。

「すまない。ご祝儀袋はないのだが、結婚祝いだ」

「飛躍!?　おい、話が急展開過ぎてついてけねえよ」

「うちが家庭に入ったら、ジャパニーズドリームがなくなるわよ。うちを彼女にするってゆうドリームが」

　丹下のドリームうんぬんの話をツッコンでる余裕はねえ。千歳をなんとかしなきゃいけない。

「結婚なんてしねえから。なに勘違いしてんだよ」

「……すまん。わたしとしたことが確かに勘違いしていた。十勝はあと三年、丹下はあと一年経たないと法的に夫婦にはなれないんだったな」

「勘違いポイントそこじゃねえよ」

「あ、ご祝儀は結婚式場で渡すものだったな。すまない、冠婚葬祭のマナーを学ぼうと思う。そういう勉強ができる本とか売ってるよな」

　冠婚葬祭のマナーなんて、この際ほんとどうでもいい。

　丹たん下げがこの場にいる誰だれもが気になってることを言う。

「ねぇ、キララ。なんで十と勝かちちゃんとうちが結婚なんてすると思ったの？」

「……だってそれは、十勝とまりもは相愛だから。愛しあう男女の行き先は結婚だろう」

「チョット、うちと十勝ちゃんのその相愛設定はどっからやってきたのよ！」

　千ち歳とせが鞄かばんから紅べに色いろの辞書を取り出し、パラパラとページを捲めくり出す。

　どこかのページを開き、おれ達三人に見えるように辞書をこちらに向ける千歳。

　おれ達に読んでほしいんだろう項目を、千歳は細い指で示していた。




『あいあいがさ【相合い傘】

　　　　　　　　一本の傘を（相愛の）

　　　　　　　　男女が一緒に差すこと。』




　おれ達は、確認し終える。

　千歳がモジモジしながら、けれど「どうですか？」って顔でおれ達の反応を待っていた。

「……」

　おれは、千歳があれほど相合い傘という行為に対して抵抗や偏った考え方をした理由を、瞬時に悟った。

　おれは千歳におそるおそる聞いた。

「なあ。もしかして、おれが千歳を相合い傘に誘ったからさ、おれが千歳と相愛の男女になりたがってるとか、思ったりした？」

「と、十勝よ、わたしはそんな……滅めつ相そうもないというか……わたしなんぞが……十勝は好青年でいらっしゃるし…………十万分の一かどうかだけ確認したいというか。……うぅ、つまり」

「必死に話してくれてるところ悪わりぃんだけど、相合い傘のハードルってもっと低いと思うぜ」

「……へぇ、低い？」

　千歳は辞書を音もなく閉じた。顔には困惑の色。

　丹下が「うんうん」と頷うなずいてる。

「相愛とか全然カンケーなしに一つの傘に二人で入ったら相合い傘って、うちはゆっちゃうよ。女の子同士でもフツーにゆうし」

「ああ、だよな。おれも小学生んときは、よく男子と相合い傘したな。どっか遊びに行った帰りだったと思うけど」

　千歳が「……十勝の相合い傘の相手は男子だったのか」と呟つぶやく。

　さきっぽも相合い傘体験談を「そだねー」と話し始める。

「あーしなんか、犬と一緒に傘の中に入っても相合い傘したよって言うよ」

「……そ、そうなのか？　それが一般的な感覚の相合い傘と呼ばれる行為なのか」

　愕がく然ぜんとしたように表情を失う千ち歳とせ。おれは軽い調子で声をかけた。

「まあ、辞書とおれ達の感覚、んー、辞書のほうが正しいんだろうけど。おれ達はハードル低めな感じで、相合い傘って言葉使っちゃってるぜって話だ」

　ちなみに電子辞書の広こう辞じ苑えんで『相合い傘』を調べたら、意味は『一本の傘を男女二人でさすこと。あいがさ。』って書いてあった（丹たん下げは辞書によって言葉の説明が違うことに驚いてた）。

　ひとまず千歳の相合い傘にまつわる勘違いはなんとか解けて、めでたし。めでたし。




　そして、やっと帰る段取り。

　ゲタ箱で靴を履き替えるとき、おれはちょっと気になったことを千歳に聞いた。

「なあ、千歳」

「ん？　なんだ」

　今日二度も泣いた千歳の顔には涙の余韻が残ってたけど、今はぶっ飛んだ妄想からも解放され、明るい表情をしていた。

「さっきさ、相合い傘は相愛の男女がすることだって千歳が思ってたとき、おれと相合い傘する資格は半分しかないって言ってたよな」

「……」

　上靴を脱ぎ、ゲタ箱の外靴に伸ばした千歳の手が止まった。気にせずその華きや奢しやな背中に語りかける。

「それってさ。おれは千歳のことを愛してるって、千歳は考えてて。でも千歳はおれのことは愛してないから。えっと、つまり、相愛じゃないから相合い傘の資格は、半分ってことなんだよな」

　千歳は外靴を手に持って、すぐ外の雨を見てる。千歳とは目をあわせないで真面目まじめな会話することが多いな、とぼんやり思った。

「十と勝かちは、ある人物とコミュニケーションを取る際、その人物に敵意を向けられているより、好意的に思ってもらえてるほうがいいよな」

　千歳名物なにきっかけかわかんねえ意図不明の質問。これの対処法は今日思いついた。素直に聞かれたことを答えるだけ。

「ああ、そりゃ好かれてるほうがコミュニケーション取りやすいよ」

　千歳が振り返る。

　雨よりおれの顔を見るほうが愉快なのか、千歳の顔に柔らかな笑みが浮かぶ。

「……十勝よ、わたしは基本マイナス思考なんだぞ」

「おう、知ってるつもりだぜ」

「十と勝かちはわたしのことを好いてくれてるかも、なんていう不確定要素に浮かれることはあるだろう。そして、その不確定要素を検証しようと試みることもあるだろう。でも十勝の想おもいが未確認段階では、それを鵜う呑のみにすることはない」

　自分のことを研究成果を発表する学者みたいに話す千ち歳とせ。でたらめにわかりにくい。

「すまん、話がちょっとややこしくて。ってことは、うーんと、相合い傘の資格の半分って、結局どういうことなんだ？」

「あぁ、それはつまり、半分というのは十勝側の気持ちではないのだから……」

　外靴を持った千歳が突如フリーズ。人形のように表情がサッと消えて、おれからゆっくり目を逸そらす。

　おれは今日一日で何回も呟つぶやいた言葉をもう一度心の中で言った。どしたよ、千歳？

「……ごめん、知らない」

　そう言った千歳は外靴を履いたかと思うと、傘を持って一目散に外へ駆け出していった。

「えっ」

　おれの後ろで靴を履いていた丹たん下げとさきっぽも、突然の千歳の疾しつ走そうに気づいたようだ。さきっぽの声が「わお！」と弾はじけた。

「もしかして鬼ごっこ開始かい？　チキララ逃がさないっすよ」

　さきっぽも外へと駆け出していった。撮影用の傘を握ったまま。

　そして、傘を持ってないおれと丹下がゲタ箱の前に取り残された。

　……。ＣＭ一本分くらいの短い沈黙の後、おれは真横から恐ろしく不機嫌な声を聞いた。

「十勝ちゃん。ひとまず有り金全部出して。残ってる生徒から傘を買ってくるわ」

「丹下。そのちょいちょいおれからかつあげしようとする傾向やめてくれ」

「ねぇ、パクってもよさそうな傘ってないかなー？」

　不機嫌のあまり非道徳的な仕上がりになってるナルシストの丹下。突然走り去っていった千歳。鬼ごっこに夢中のさきっぽ。

　もう、いろいろわけわかんない雨の日の下校。

　おれは丹下の八つ当たりを受け続けることより、鬼ごっこのメンバーになりたくなった。

　外靴に履き替えて、雨の中に飛び出していく。

　背中から丹下の声。

「ちょ、十勝ちゃん。ナニやってんの！　正気!?」

　ビショビショになって走る。

　雨にがっつり濡ぬれるのは、案外気持ちがよかった。

　小中学校時代は下校時に傘を差した思い出もないし、家にすぐ着いちまうから雨でびしょ濡れになった思い出もない。

　まあ、びしょ濡ぬれになった思い出なんて持ってないやつのほうが多そうだけど、いいんだ。おれはこういう展開嫌いじゃないから。

　いつもと違うシチュエーションの下校はとっても好きだ。ずぶ濡れになった下校。無理矢理思い出をつくるのは全然悪くねえ。




　このあと。数分間雨にしこたま打たれて全身濡れたおれは、校門を過ぎた辺りにいた千ち歳とせとさきっぽに合流。丹たん下げも入れて、下校した。

　ずぶ濡れのおれと相合い傘したがる女の子はいなかった。大きめの撮影用傘に女性陣が三人が入って、おれは一人、千歳の折りたたみ傘を使わせてもらった。女の子と相合い傘をする思い出はゲットできず。

　女性陣は「風邪をひいてしまう」と、おれを心配してくれたが、「下校時のおれは不死身だ」と言って、ことごとく気遣ってくれる言葉を追い払った。

　で、次の日。おれは間抜けにも熱を出しちまったんだけど、遅刻してでも学校には行った。

　一日として同じ下校なんてねえんだ。下校皆勤賞を逃すわけにはいかねえよな。









第五話　荷物持ちジャンケンの回






　ある日の下校。

　初夏を思わせるような暖かな四月下旬の放課後。

　いつものメンバーと校門を抜ける。

　少年のようなさきっぽが少年マンガの魅力を語っていて、多分その流れで「王道」って言葉がおれ達の中でポロッと出て、丹下あたりが「下校に王道ってあんのかな？」となにげなしに呟つぶやいたから、マガジンとジャンプとチャンピオンを毎週買っているらしいさきっぽの部屋ってどんなだろ？　と想像を巡らせるのをおれは止め、「なあ、下校の王道をみんなで考えてみないか？」と呼びかけた。

　下校の王道。おれの魂がえらく揺さぶられる言葉だった。

「誰だれもが一度は経験してそうな下校中の遊びとかないかなー。もしそーゆうのがあったら、それって王道っぽくない？」

　丹下のその問いかけに、さきっぽが「正式名称わかんないけどぉ、ジャンケンで負けたらみんなの荷物を持つみたいなゲームあるよね」と答える。丹たん下げと千ち歳とせは「ああ」と遠い日を懐かしむように、しみじみ頷うなずいた。

　女の子三人の間でジャンケンで負けたらみんなの荷物を持つみたいなゲームのことは、便宜上荷物持ちジャンケンという割とそのまんまなネーミングで呼ばれるようになった。

　そして、さきっぽにサンデーは買ってねえのか？　と尋ねる機会もなくなり……。

　気がつけば。

　遊び大好きのさきっぽは、「荷物持ちジャンケンして遊ぼうよ」とはしゃぎ始め、

　負けず嫌いで勝負事が好きな丹下は、前回のプールでの水中バレーの借りを返したいようで「いいね、やりましょ」と、早くも闘志をむき出しにしていて、

　スレンダーなのにカロリー消費にご熱心な千歳は、「荷物を多く持ってウォーキングすれば、いつも以上にカロリーが消耗するかも。体形維持の味方だ」と、前向きな笑顔を見せていた。

　そんな中、おれは「誰だれもが一度は経験してそうな下校の遊び」って言葉に引っかかってた。

　そんじょそこいらのやつには負けないくらい下校を愛してるおれが、誰もが一度は経験してそうな下校の遊びをやったことないってのは、耐えられねえ。

　よって、おれも荷物持ちジャンケンをすることには当然賛成。

　で、ここで問題なんだが、その荷物持ちジャンケンってのは詳しくはどんな遊びなんだ？




　その存在くらいは知られているのに正式名称がイマイチ不明の下校の遊び・荷物持ちジャンケンのルール説明を聞いた。

　ジャンケンで負けた者は、勝った者達の荷物を一人で全すべて持ち、指定された場所（たいてい電柱）までそれらを運ぶ。目的地に着き次第、再度ジャンケンが行われて同じことを繰り返す。

　シンプルなルールだ。普通は高校生にもなってやらないらしい。なるほど子供でもできる単純なゲームってわけだな。

　そして、おれは荷物持ちジャンケンを甘く見ていた。

　敗者が持たされるはめになるみんなの荷物の中に、とんでもない代しろ物ものが紛まぎれ込んでいたんだ。




　とかく下校にまつわることになるとテキトーにはできねえおれは、負けたときに荷物を持つシミュレーションをゲームを始める前に一度してみたいと思った。

　記念すべき下校時の路上での初遊びなのだ。

　おれだけルールを知らなかった。簡単な予行演習くらいはして当然。いざ本番が始まったときに、勝手がわからずもたつきたくなんかないしな。

　ってことで、女の子達の荷物をまず持ってみる。

　おれは自分のリュックを背負ったまま、右手には千ち歳とせの紺色のナイロンスクールボストン（普通の重さ）を持ち、左手には丹たん下げの合皮素材で高級感のあるブラウンのスクールバッグ（すこぶる軽い・教科書の類は入ってなさそう）を持ち、最後に身体からだの前にさきっぽのリュック（ビックリするほど重い！）を抱えた。

　……うぅ。一歩も歩いてないのに、その場に座り込みたくなった。

　原因はさきっぽのリュックの重さが尋常じゃねえから。

　あまりにおれが重たがるから、丹下が「十と勝かちちゃんたら、オーバーなんだから」と綺き麗れいに口角を上げて笑う。だから丹下に問題のリュックを持たせてやると、丹下の肩がガクッと下がって、口角も下がった。リュックは無言でおれに返された。

「ダンベルとか入ってねえよな？」と半なかば冗談半ば本気でさきっぽに聞いたら、「三脚の足場を安定させるための鉄のウェイトなら入ってるよぉ」と恐ろしい回答が返ってきた。

　ダンベルは入ってなかったが、ダンベルって名称じゃない鉄の塊は入っていることが判明。

　なんでも学校のロッカーに置きっぱだったから、今日持って帰ろうと思い立ったらしい。おれが顔を歪ゆがめたのには気づかず、さきっぽは友人から借りるハズだった漫画を持って帰るの忘れちゃったよー、とのんきに笑ってた。

　どうせならその漫画を忘れないで、鉄のウェイトを忘れてきてほしかったと思っていたら、ん？　と当たり前の疑問に直面した。

　さきっぽが鉄のウェイトを持って帰る日に、荷物持ちジャンケンを始まった。これって偶然？

　……いや、さきっぽが荷物持ちジャンケンの存在を思い出し、そして遊ぼうと言いだした。

　おれが疑いの目を向けてるとも気づかず、さきっぽは一人言を漏らした。

「ジャンケンは絶対勝つよー。重いのってあーし得意じゃないからね」

　こりゃ確信犯だ。

　さきっぽのことだから「単純に遊びたかった」って気持ちもあるんだろうけど、このリュックを少しでも自分以外の誰だれかに持ってほしいという邪よこしまな考えもあるはず。

　現にさっきまでリュックがあまりに重たかったから、お喋しやべりだけしていたんだろうさきっぽは、今はカメラを抱えて辺りをピョンピョン跳ねながら、あっちこっちにレンズを向けてる。しかも「決定的瞬間を撮るには身軽が一番っすよ」と心の中の言葉に素直だ。決定的。邪な願いの裏付けは取れた。

　おれはこの荷物持ちジャンケンはなんとしても負けねえという気合を入れ、ひとまず荷物を持ってみるシミュレーションを終えた。

　おれはジャンケンが始まる前に、みんなの荷物をそれぞれに返した。

　そのとき、丹たん下げがおれに素早く耳打ちをしてきた。

　それが後のちに、下校のワースト思い出アルバムに綴つづじられることとなる事件へと発展した。事件なんて言うと「なんか大おお袈げ裟さだね」と丹下あたりに笑われそうだけど、そんなの気にしねえ。

　下校時に起こることは、野良ネコに遭遇して癒されることだって、夕日がバカみたいに綺き麗れいでちょびっと感動することだって、好きじゃない同級生から面倒な頼まれ事をされて不快になっちまうことだって、とにかくなんだって、おれにとっては事件なんだから。




　旧式チョキ事件（別名・丹下の人格を疑う事件）の顛てん末まつは次の通りだ。

　おれに耳打ちしてきた丹下は、ちょっと離れたところで大空を見上げてるさきっぽを指差した。

　そのさきっぽの小さな手は写真を撮る人がよくしてる（？）気がする、両手の親指と人差し指でフレームを作り、被写体を眺めるポーズをしていた。

　丹下は言う。「今のさきっぽは完全にカメラマンになってる。瞬間的にジャンケンに意識を戻せないハズよ。そして、あの手の形は……旧式のチョキよ」

　現在旧式チョキの手の形をしているから、いきなりジャンケンが始まってもその形をとっさに変えられないとのこと。

　そんなバカなと思ったら、丹下が「そんなバカなコトが起こるのよ」と、おれの心を読んだかのように告げてきた。

「でもやっぱ普通の感覚なら納得出来ねえ話だよ」とおれが言うと、「写真を撮るときのさきっぽはフツーじゃないし、そもそも普段のさきっぽからしてフツーの女子高生じゃないじゃん」と返された。うーん、それは納得できる。

　いや、でもさきっぽを騙だまし討ちするようなマネはしたくないと渋るおれに、丹下は「さきっぽにはゴメンだけど、ありえないくらい重い荷物持ってんのに、それを隠して荷物持ちジャンケンを提案したのがチョット悪いみたいな。ってコトで一回は長い距離を持って貰もらおうかと思って」と言い募り、おれに初戦はグーを出すように誘ってくる。

　一対一で話す丹下はキャッチセールスみたいに巧みな話術で、神聖なる下校時に人を罠わなにかけるなど言語道断だという美学を、おれは一時的に見失った。

　丹下は「キララにもこの作戦誘ってくる」と千ち歳とせのもとへ向かった。さきっぽ以外みんなグーを出せば勝てる。

　で、いざジャンケンをしてみると、おれだけがグー。女の子三人はパーだった。

　混乱したおれはすぐさま丹たん下げを問い詰めて、事情がわかった。

　丹下はおれにグーを出せと言っていたのに、千ち歳とせとさきっぽにはパーを出せと持ちかけてたらしい。

「下校をこよなく愛してる十と勝かちちゃんにね、一度もやったことない荷物持ちジャンケンの醍だい醐ご味みをいち早く味わってもらおうよ。でさ、まず負けてみないとこの遊びの気分は思いっきり味わえないでしょ」って感じのでたらめな理屈で、千歳とさきっぽを言いくるめたようだ。

　子供のようなさきっぽと、素直な千歳は、おれがなんでグーを出すと丹下がわかっているのかについては、ツッコまなかったらしい。

　しかも、よりにもよってその初戦は「電柱一区間を運ぶだけなんてすぐ終わっちゃうから、十区間くらい一気にやりましょ。ゲーム開始にふさわしい盛大な感じで」と、ジャンケン前に荷物を運ぶ距離を電柱十本分に指定されてたんだ。

　さきっぽは鉄のウェイトを自分が持つのが嫌で、荷物持ちジャンケンをしようと言い。

　丹下は初戦から騙だまし討ちしてくる。

　千歳はその丹下の策に嵌はまり、なんの疑いもなくおれを騙す片棒を担ぐ。

　おれは自分も一度さきっぽを騙す策に加担しようとしたことも忘れて、人間不信に陥った。楽しい下校の時間に人を罠わなにかけるやつらは信用できねえ。

　みんなの荷物を持たされたおれは、呪じゆ詛その言葉のように囁ささやいた。

「もう、おれはなにも信じられん。おまえらの言うことなんて信じてやんないからな」

　丹下は「キャハ怖ーい」とおどけてみせ、さきっぽは「ジャンケンは心理戦＆情報戦合わせた総合頭脳戦なんす」と遊びを楽しんでいて、千歳は「……」とおれに目をあわせるのはバツが悪いのか、そっぽを向いてしまった。

　なんでおれを騙したか丹下に聞いたら、「十勝ちゃんは男子だから重いの平気でしょ」と涼しい顔で答えられた。

　忘れてた。丹下は男子に対してはＳっ気があって、同姓には基本優しいやつだった。

　女の子に騙されて、重量を背負って始まる今日の下校。

　前途多難の下校、どんとこいだ。バカヤロー。




　平均電柱等間距離は約三十メートルで、十本先の電柱まで最短でも三百メートルはある。

　そんな豆知識を、ケータイで調べて教えてくれる手ぶらの丹下はご機嫌だ。

　歩くのは、頭の血の巡りもよくなり脳と身体からだにいいらしいが、重すぎる荷物を持つと、単純な歩行動作がでたらめに厳しいものになる。

　これが脳と身体にいいわきゃねえ。

　風がそよとも吹かない春の日。おれは額にじんわりと汗をかいて歩いた。

　歩いている間に、なにか作戦のようなものでも考えようかと思ったが、やっぱり肉体への度を超した負荷は思考力を奪うようだ。

　策なんて浮かばねえよ。

　そもそもジャンケンなんて運で勝負するもんだよな。




　──そして。




　歩いた。三百メートル以上、歩ききった。

　おれはもう一秒だって、荷物（主にさきっぽのリュック）を持ってたくない。

　一戦目のゴール横の電柱で、おれは逸はやる気持ちで叫ぶ。

「最初はグー！」

　女の子達が輪になって、荷物持ちジャンケン二戦目。

「ポン！」

　チョキ（おれ）。チョキ（千ち歳とせ）。パー（丹たん下げ）。パー（さきっぽ）。

「いよっしゃああ！」

　おれは吠ほえた。早々に忌いま々いましい荷物を降ろしてやる。

　女性陣は信用ならねえやつらだが、さすがに女の子の荷物を地面に直じかに置くのは気が引ける。
















　なので。

　まず同じく勝った千ち歳とせのスクールバッグを本人に手渡した。

　それでひとまず自分のリュックをドサッと地面に置いて、その上にさきっぽのリュックと、丹たん下げのスクールバッグを置いた。下校を肉体疲労から回復せねば。おれは歩道の縁石に倒れ込んだ。腰と太ももを労いたわる。

「あれ？　十と勝かちよ、なにか落ち──」

　少し離れたところからは「ジャンケーン！」と叫ぶ丹下とさきっぽの声が聞こえてきた。

　負けた者同士のジャンケンをのんびり眺める。たまらない優越感。荷物持ちジャンケンの醍だい醐ご味みを思いっきり味わえる極楽の時間はまさに今だ。







　このとき、勝利に酔いしれる池いけ田だ十勝の落とし物に千歳キララが気づいた。




「あれ？　十勝よ、なにか落ちたぞ……」

　縁石に腰を降ろした十勝には、わたしの声は聞こえなかったようだ。

　わたしは十勝のリュックのポケットから地面に落ちたそれを拾った。戻しといてあげようと思ったのだ。

　……ん。……封筒？

　なにげなく封筒の表を見た。予期せぬ名が書かれていて、心臓がドクンと跳ねた。

　な、なぜ、わたしの名前が書いてあるんだろう。

　何度か無地の封筒の表と裏を見たが、表の「千歳キララ様へ」という宛あて名なしか確認できなかった。

　十勝よ、これはなんだ？

　と、声をかけようとして、わたしは思い留まった。

　これはまさか！

　……。

　う、うーん、やっぱりわからない。

　冷静に考えてみるとしよう。

　まず、今は四月。残暑見舞いや年賀状なわけもなく、しかもそれらは従来封筒になど入れたりはしないハガキ郵便の類だ。時期的には入学祝いも考えられるが、十勝はあくまで同級生であって、気のいい親しん戚せきのおじさんではない。そんなものをわたしに送る道理もない。切手や送り先への住所も書かれていないことから、手渡しするつもりだったのだろう。

　一般的男子高生が女子高生に手渡しする封筒の文書といえば……あ、あれか。

　わたしは、封筒を持つ手が不意に震えた。

　こ、これは……不幸の手紙かもしれない。

　小学生の頃に一時期流は行やった、同じ内容の手紙を五人に出さなくては呪のろわれるというあれだ。

　わたしは十と勝かちに人知れず恨みを買ってしまったのかもしれない。

　心当たりがあった。

　まりもに下校を愛する十勝が喜ぶ行為だと持ちかけられ、先のジャンケンでわたしはパーを出し、十勝に勝った。

　だが、荷物を持たされた十勝は、まりもの言うように荷物持ちジャンケンの醍だい醐ご味みを味わえて喜んでいるという感じには見えなかった。

　わたし達女子三人に対して「信じられない」と悪態をついていたし。十勝は荷物を持つシミュレーションまでするぐらいだから、ひとまず最初に荷物を持つのはやぶさかでないのだなと思っていたのに。

　うーん。やはりあの一件が原因で十勝に恨みを持たれたのかもしれない。

　あ、でも、不幸の手紙を書く時間的余裕など、ないのではないか？

　……否。

　わたしは荷物を持つ十勝が放つピリピリした空気に、ちょっと怯おびえてしまい。十勝の姿を見ないようにそっぽを向いてしまっていた。よって電柱十区間分の十勝の行動をちゃんと把握できていない。

　それに下校時の十勝には不可能なことなどないって感じさせてくれるほど前向きな力が漲みなぎっている。荷物を持ちながら、わたしの気づかないうちに不幸の手紙をしたためる。十勝はすごい人だから、それぐらいやってのけそうだ。

　……うぅ、でもわたし、そんなすごい人である十勝に嫌われてるのかもしれない。

　そう思うと居ても立ってもいられなくなった。

　この手紙はまだ十勝から渡してもらったわけではないので、十勝のリュックに戻さなきゃいけないのはわかる。

　……だ、だが、途と轍てつもなく読みたい。

　まりもとさきっぽのジャンケンは、アイコが続いていて未いまだ勝負はついてないようだ。肉体疲労の十勝はグッタリと地面にうずくまったまま。

　誰だれもわたしの挙動に注目などしていない。奇しくもなんという好機。

　わたしの名前だけが書かれた封筒を凝視した。

　差出人は誰であろうか、などという阿あ呆ほうなことは考えてない。

　この手紙は、十勝のリュックから出てきたのだ。封筒には差出人の名前もない。当然だ、十勝はこれをわたしに直接手渡ししようとしてたに違いないのだから。

　意を決して、封を開け、一枚の便せんを取りだす。

　不幸の手紙なら誰だれかに不幸の手紙をわたしから出すことはしないでおこう。

　わたしで不幸の連鎖を止めようと決死の思いを抱き、文面に目を落とした。







『千ち歳とせキララ様




　突然の手紙、すみません。

　いきなりなんですが、

　おれはあなたのコトが好きです。

　急にこんなこといっても、

　信じてもらえなかったりしますか？

　だから信じてもらえるように、あなたへの熱い想おもいを伝えます。




　あなたの髪は極上の艶つや。その髪の一本一本におれの心は絡め取られてしまいました。

　あなたの瞳ひとみは輝く宝石。その瞳におれの心は吸い込まれてしまいました。

　あなたの唇は淡い二枚の花びら。その唇に触れてみたいという思いにおれは囚とらわれてしまいました。




　外見的なことだけじゃなく、あなたの心も美しいことをおれは知ってます。

　あなたがとても優しいことをおれはわかってます。




　おれはあなたのことがもっと知りたいです。

　おれのこともあなたに知ってほしいです。




　どうか、おれとつきあってください。




　Ｐ・Ｓ　あなたとおれはいろんな話がしたいです』




　……。

　読み終わった。

　……おかしい。

　これはどこまで読んでも、どこをどう読んでも不幸の手紙には思えない。

　いや、こういう手紙をなんていうか、わたしは知っている。

　これは……まさかまさかのラブレターではないのか。

　わたしは、未いまだ歩道の縁石に座り込んでいる十と勝かちを見た。

　相変わらずわたしのほうを見向きもしてくれない。

　……これはまさか今日わたしに手紙を渡すから、恥ずかしくてわたしのことが見れないということなのか？

　いや、それはまさか過ぎる。

　路上の石ころのようなわたしのことを恥ずかしがって見れなくなってる人物がいるなんて可能性は、いくらなんでもないだろう。わたしの阿あ呆ほう。十勝の名誉を傷つけるような想像をしてしまった。十勝よ、すまん。

　では、なぜわたしがこれほど十勝を見ているのに、目すらあわない理由がわからない。

　……も、もしや、手紙を書いたときからすでに心変わりが始まっていて、もうすでに十勝の中でわたしへの想おもいなどなくなってしまったとか。

　そ、そうなのか、十勝よ。

　観察するように十勝の横顔を眺めていたら、不意にその顔がわたしに向いた。なにも言わず十勝はニタッと微笑みかけてきた。

　な、なんだ。その、笑みは。

　わからない。十勝がわからない。

　どうしよう。わたしが恥ずかしくなってきてしまった。

　わたしは十勝からゆっくり目を逸そらした。

　恥ずかしいけど、これはなんか嬉うれしい恥ずかしさだ。




　その頃、軽い人間不信に陥ってる池いけ田だ十勝はというと……。




　丹たん下げとさきっぽのアイコのジャンケンが続く。

　おれは、次の地獄行きはどっちなのか、眺めているとどこからか視線を感じた。

　振り向くと、千ち歳とせがジーッとこっちを見ていた。

　な、なんだろ？

　もしや、おれを罠わなにでもかけようと悪巧みをしてるなんてことは……。

　そうはいかねえぜ。おれは笑ってみせた。次は千歳を荷物地獄に落っことしてやるぜ。そんなメッセージつきの凶暴なスマイル。千歳はそそくさと目を逸らしてしまう。

　油断ならない、怪しい行動だな。

　そして、丹下とさきっぽのジャンケンに遂に決着のときが訪れた。

「「ポンッ！」」

　……。

　一時の静寂の後のち。

　敗者と勝者の声が交錯する。

「ぎゃああああああああ！」

「にゃはは」

　勝ったのは、さきっぽだった。

　丹たん下げは「ちぇ」と舌打ちして、荷物の山を見下ろす。

「うちは、任天堂ＤＳライトより重いもん持っちゃダメな身体からだなのに」

「ＬＬは持てねえのかよ。いいから早く持てよ」

「うわっ、十と勝かちちゃんたら言い方キツイ！　最悪だ」

　おれはさっき丹下に罠わな（旧式チョキ事件）にかけられたんだ。優しく接する義理はねえ。

　丹下はいじけたように、ぷるんとした唇を尖とがらせる。

「うちのグラマーな身体が、色気もかわいげもない筋肉ムキムキになっちゃったら登校拒否するから」

「おう、ちゃんと学校のプリントを届けに行ってやるよ」

「もー、十勝ちゃんのいじわる！　インターホンで、うちのママに『丹下まりもさんの友達の池いけ田だ十勝という者です』ってドキドキしながらゆえばいいのよ」

　往生際が悪く荷物とにらめっこしてる丹下は、「あっ」となにか思い出した顔。

「そーえば、何本目の電柱まで持ってくか決めてなかったよね」

　さきっぽが「あうち！」と呻うめく。

「決め忘れちゃったよぉ」

「アハッ、それなら次の電柱までに決定ね」

　たまらずおれは言う。

「おい、一区間かよ。それはズルいぜ」

「だって、うちの負けが決まってから、ゴールを遠くにするほうがズルいよ。それにもとはとゆえばさ、十勝ちゃんが次のゴールを決める前に、ジャンケン始めちゃったのが悪いんだからね」

　くっ……確かに。おれは第二戦目を早く始めたくて、あのときはすぐさまジャンケンのかけ声を口にしてた。

　電柱一区間か。やっとおれ以外のやつに荷物を持たせられるのに。悔しい。

「くそっ、丹下に地獄の目にあわせてやれると思ったのに。千ち歳とせ、なんか言ってやってくれ」

　そばにいる千歳のほうに振り返った。

　熱い温泉に肩まで浸つかってるみたいに、なぜか千歳の顔はほんのり上気していた。

　千歳はまだ荷物を持ってない。息が上がるわけもないよな。どうしたってんだ。

　おれがなにか言うまえに、『フランダースの犬』の最終回のネロみたいな安らかな声で千ち歳とせが言った。

「……十と勝かちよ。わたしは、天国を感じている」

「ん？　おう、おれ達は天国だな」

　確かに荷物を持たないで済むおれ達は天国だ。

「今のわたしには地獄などない。今日は最高の一日になりそうだ。世界が花開いて見えるよ」

　地獄などない。最高の一日。

　これはもしや……ジャンケンの無敗予告だろうか。

　こんなことを言うのが丹たん下げやさきっぽなら、特に気にもしねえけど、千歳が言うんなら話は別だ。

　日々でたらめなマイナス思考気味の千歳において、こんな根拠のないポジティブ発言は違和感たっぷり。しかも「世界が花開いて見える」なんて妙なこと言っちゃってるし。

　千歳ってもしかしてジャンケンがすごい得意なのか？　それともなんか秘策でもあんのか？




　荷物を持った丹下が歩き始める。

　普段はお喋しやべりな丹下も、さすがにあまりの荷物の重さに「はぁはぁ」と荒い息しか漏らせないでいる。

　そして、おれは驚くものを見た。

　千歳が一人で突発的にスキップをし始めたのだ。

　おれはこの荷物持ちジャンケンの恐ろしさを知った。千歳があれほど喜びの感情表現を全身でしちゃうほど、荷物を持たされないで済むことは嬉うれしいことなのだ。

「はぁはぁ」から「ゼェゼェ」に息づかいが変わった丹下が「筋肉ついちゃうよー」と、歩道の真ん中で一度喚わめいた。

　そういえば荷物持ちジャンケンを始める前の千歳は、カロリー消費ができそうとか言って荷物を持つのも全然気にしてなさそうだったな。

　でもカロリー消費ができるなんて、のんきに喜んでられる荷物の重量でないことはおれや丹下を見ていればわかるよな。

　そんぐらいさきっぽのリュックは、ひどい重さだ。




　苦しそうな丹下を見るのは愉快だったが、次の電柱には、ほんとあっという間に着いた。丹下が荷物を降ろし、宣誓する。

「次は四つ目の電柱まで運ぶってコトでいいよね？　さぁ、ジャンケンするよ」

　おれ達は頷うなずいた。

　四つ先か。この戦いも負けられないな。

　四者が互いの顔を見て頷きあい、さきっぽが高らかに声を上げる。

「……最初はグー！　ジャーンケーン、ポン!!」

　グー（おれ）。グー（千ち歳とせ）。パー（丹たん下げ）。パー（さきっぽ）。

「ぐはっ！」

　呻うめくおれ。丹下とさきっぽは「やり～」「イエーイ」と歓喜の声を上げる。

　五十パーセントの可能性で地獄の荷物運びが待ってる。

　もう一人の崖がけっぷちの千歳の顔を見た。

　……えっ。

　どういうわけか、ジッと目があった千歳はモジモジクネクネしている。

　これから仁義なきジャンケン勝負をするっていう気概や覚悟のようなものは、まるで感じられない。

　なぜ？




　このとき、千歳キララがなにを考えていたのかというと……。




　ダメだ。

　十と勝かちの顔を見てしまうと、どうにも穏やかではいられない。

　穏やかでいられないのに、十勝の姿を目で追ってしまう。

　うぅ、なんだこのわたしの状態は。

　十勝のことは今までも快く思っていたわけだが。

　……まさか、もしかして。

　これが俗に言う恋愛感情と呼ばれるものなのかな？

　うーん、手紙を読んで十勝の気持ちを知った今もわからない。

　なにせわたしは、色いろ恋こい沙ざ汰たとは無縁の人生を生きてきたのだ。

　だから、これが恋というやつなのか、過去の経験から比較することも検証することもできない。

　うーむ、困った。

　……あ、困ったときは、留る萌もい様がいるじゃないか。

　そうだ。留萌様に教えてもらおう。

　わたしはまとめられた荷物の山の自分の鞄かばんから、辞書を手に取った。

　この辞書に書かれていることは、留萌様が直接わたしに語りかけてくれたみたいに、その意味がすんなりわたしの中に入ってくる気がするのだ。

　調べたのは『恋』という言葉。

　恋＝恋愛ということを教えてもらった。ちょっといじわるな留る萌もい様的たらい回し。

　そして、すぐさま『恋愛』という言葉の意味を調べた。




『れんあい【恋愛】　　　特定の異性に特別な愛情をいだいて、二人だけで一緒に居たい、出来るなら合体したいという気持ちを持ちながら、それが、常にはかなえられないで、ひどく心を苦しめる・（まれにかなえられて歓喜する）状態』




　……。

　なにやら恋愛とはとんでもない精神状態のようだな。

　わたしはここで一つ、意味がわかりかねる言葉に直面した。

「合体したい」という部分だ。

　はて、『合体』なんて言葉はロボットの出てくるようなアニメ以外では、ほとんど聞かないな。

　合体したいなどと願ったところで、人間はロボットではないのだから、それは不可能だと思うが……。

　わたしは、さらに辞書を引き『合体』という言葉を調べた。

　二つある意味のその二つ目に、わたしは釘くぎ付づけになってしまった。




『「性交」の、この辞書でのえんきょく表現』




　……。せ、せ、性交。

　さすがにこの言葉ばっかりは、意味がわかってしまった。

　そ、そうなのか、『合体』って言葉には『性交』などという意味が隠されていたのか。

　いや、でも、わたしは『性交』の言葉の意味を誤認していたのかもしれない。

　念のため『性交』という言葉も調べてみた。




『せいこう【性交】　　　　　　成熟した男女が時を置いて合体する本能的行為』




　うぅ……………………本能的。

　ま、まずい、鼻血が出そうだ。

　いやはや、にしても恋愛とはなんて大変なものなのだ。

　恋をするというのは、本能的行為がしたいという気持ちを持ち続けている状態を言うことなのだな。

　それならわたしの十と勝かちへの想おもいは恋ではないことを辞書が教えてくれた。留る萌もい様がわからせてくれた。

　わたしは十勝と……が、が、合体など、考えたこともないからな。




　うーむ。結局わたしは十勝に対して抱いている気持ちは一体なんなのか、ますますわからなくなってしまった。

　ここは十勝からの手紙にもう一度目を通し、自分はどうするべきか、考えよう。




　──あなたがとても優しいことをおれはわかってます──




　その一文を何度も目で読んでいる自分に気付いた。

　わたしはすぐよくない方向に考えてしまいがちで、人から褒ほめてもらってもお世せ辞じではないのかと、疑ってしまいがちだが……。

　十勝の言うことなら信じられる気がする。

　わたしを優しいと思ってくれてる男子が、この世界にもいたんだな。

　わたしと何度も会ってくれていて、それで優しいと言ってくれたのは、留萌様以来二人目だ。

　……うん。これからも引き続き十勝に優しいと思ってもらえるように、わたしはしっかりと優しい人間に努めよう。

　わたしは、いつまでも十勝に優しいと思われたままでいたい。




　一方その頃、池いけ田だ十勝はというと……。




　なんの調べ物があったのかわかんねえけど、辞書を開いて顔が真まっ赤かになった千ち歳とせ。辞書はエロ本じゃない。なんか照れるようなことでも書いてあるんだろうか？

　千歳がその辞書を鞄かばんにしまい、こちらに歩いてくる。

「……そなたはもうかなり身体からだを酷使した。十勝よ、グーを出してくれ。わたしはチョキを出すから」

「な、なんの作戦だ、それ」

　千歳は慈愛に満ちた微笑みで小さく頷うなずく。

　外野の丹たん下げが「うわ！　キララが心理戦に持ち込もうとしてる」とヤジを飛ばし、さきっぽは「十勝くんはこれをどう受けて立つかなー」とひたすら楽しんでいる。

　千歳の視線はゆらゆらと揺れてなんとなく自信なさげ。ジッとおれを見たかと思えば、次の瞬間には目もあわせようとしなくなる。

　……こりゃ、思いっきり怪しいな。

　これには絶対裏がある。

　さきっぽが、おれと千ち歳とせの間に来る。

「そろそろいくよー。ジャーンケーン……」

　千歳はおれが馬ば鹿か正直にグーを出すと思ってるなら、パーを出してくるハズ。

　それなら答えは簡単、おれはチョキを出せば勝てる。

　……いや。

　それじゃあ、いくらなんでも簡単過ぎる。

　あのマイナス思考の千歳がこれから重い荷物を持たされるかもしれないのに、こんなに明るい表情をしてるんだ。

　きっと、おれには考えも及ばない策があるのかも。

　………決まった。ならこれしかねえ！

　裏の裏を読んで、なおかつ適当に出す。これなら千歳に策があっても、おれは引っかからねえ。

「ポンッ」

　パー（おれ）。チョキ（千歳）。

「ぬあああぁ！　千歳ジャンケン強つえええ」おれは泣けてきた。

　さきっぽと丹たん下げが早くも荷物をおれに渡してくる。

「にゃはは、十と勝かちくん名前負けしてる。これで二敗目だよぉ」

「キララったらやるー。宣言通りチョキを出す。駆け引きの上う手まさは侮れないみたいな」

　四人分の荷物を持たされたおれ。四つ先の電柱は遙はるか彼方だ。

　手ぶらの丹下とさきっぽがスキップしながら、前方でじゃれあってる。あいつらだけ重力が三倍になれと心の中で呟つぶやいていると、おれの隣に千歳が来た。歩行速度がめっきり遅くなったおれにあわせてくれる。

「……なあ、十勝よ。どれか持とうか？」

「ん？」

　なんだろう、このゲームの趣旨を無視した優しい言葉は。

　微笑んでる千歳。おれの警戒心は上昇する。

　今おれの荷物を持つことで、千歳にはどんなメリットがあるんだろう？

　例えば、おれに貸しを作れる。

　いや、そんな曖あい昧まいな理由ではなく、荷物を持つことで次のジャンケンを有利に運べる策を弄ろうすることができるとか、そういうことなんじゃないだろうか。

　うーん、疑念が膨らんでいく。

　単純に運で勝敗が決まるはずのジャンケンを四人で三戦して、おれはすでに二敗もしてる。この下校においては誰だれも信じられん。

　千ち歳とせがなに考えてるかわからねえ。ここは断るのが無難だろう。

「好意に甘えることはできねえよ。こいつは真剣勝負の結果だ。言葉だけありがたく貰もらっておくよ」

「……そうか、やはり十と勝かちは女の子に重いものを持たせることができないんだな。わざとジャンケンに負けたということか。……そなたこそ、優しい心の持ち主だ」

　なぜかわからないが、千歳の中でおれのイメージがよくなったらしい。あと「そなた」って呼ばれるのが、こちょばゆい。

　千歳と並んでそのまましばし歩いていると、目の前のスーパーから丹たん下げとさきっぽが出てきた。こっちにやってくる。

　てっきり次の電柱まで、もう行ったのかと思ったら、なんだ買い物してたのか。

　……ん？　買い物だと？

　丹下がビニール袋を胸の高さに掲げる。牛乳の一リットルパックが二本見える。

「十勝ちゃん、キララ、次のジャンケンからこれも追加でヨロシク」

「お、おい、正気か？　荷物増やしてどーすんだよ」

　丹下はシラーッとした顔で答える。

「帰りに牛乳買ってきてってママに頼まれてたんだもん。うちの家の周りってスーパーとかない感じだし。それに！　うちの鞄かばんって、ぶっちぎりで一番軽いでしょ。だからなんかさっき荷物持たされたときに、えーこれ不公平っぽくない？　って思っちゃったんだもん」

　返品してこい、ともさすがに言えない。

　おれは決意表明のように呟つぶやいた。

「……おれは次、絶対負けねえぞ」

「十勝くん気合入っとるねー。ぬふふふ」

　遊び大好きさきっぽの変な笑い声が響く中、隣の千歳が潤んだような瞳ひとみでおれを見ていた。

「あなたは負けないわ」

　千歳の言葉に、丹下は大きな瞳に「？」を浮かべる。

「十勝ちゃん、いつのまにキララに『あなた』なんて呼ばれるようになったの？」

　知らねえ。ちなみにさっきは「そなた」だったぞ。

　おれがなんか言う前に、千歳が凛りんとした声で続けた。

「あなたはもう荷物を持つことはない。わたしに任せてくれ」

　……。

　千歳以外のおれ達三人は互いの顔を見あわせた。

　自ずと三人で小さな円陣を組み、千歳に聞かれないようにヒソヒソと喋しやべる。

「これはいったいなんざんしょ。高度な心理戦の予感がするっすよ」

「いやん、ナニ考えてるかわかりにくいって意味では強敵はさきっぽだと思ってたんだけど、今のキララはうちにも全然わかんないわ」

「荷物持ちジャンケンって人を変えちまうんだな。これはもうただの遊びじゃねえ」

「でもチキララさ、いつのまにかすごくモジモジし始めちゃったよね。あれってなんでかなぁ？」

　そのあと、千ち歳とせの様子がおかしいという謎なぞを抱えながら、ひとまずやっとゴールである四つ先の電柱に着いた。

　疲れてサッサと荷物を降ろしていると、さきっぽが道路の向こうに「おう！」と手を上げているのが見えた。その先には千ち恵え里りの制服を着た女の子の姿が見える。どうやら下校途中のクラスメイトに会ったようだ。

　短い会話のやりとりで、さきっぽがその女の子からなにやら紙袋を一つ受け取った。クラスメイトとは「バイバイ」と言いあって、お別れ。

　丹たん下げが当然の質問。

「ねぇ、さきっぽ、それナニ？」

　さきっぽは幸せそうに目を細めて「さっきの友達がね」と話し始める。

「おもしろそーだなって思ってた漫画を貸してくれるって言うから、わざわざ学校まで持ってきてもらってたのぉ。それなのにあーしってば、持って帰ってくるの忘れちゃってて。おぉ、この話さっきしたよね。いやー、よかったよ。偶然会えて」

　おれと丹下は目があった。

　丹下の目が語っている。「ねぇ十と勝かちちゃん、これウソだよね？」と。

　おれはなんも言えねえ。

　紙袋にはどっさり二十冊くらいの漫画本が見える。悪夢の荷物増加。

「さっきのスーパーさ、牛乳の特売してたんだよね。あと三本くらい買ってこようかな」

「やめろ丹下！　やけを起こすな！」

「そうだ。まりもよ、生きているといいことだっていっぱいあるんだ。人生とは素晴らしいものなんだぞ」

　千歳のその言葉に丹下は黙った。

　眩まぶしい笑顔を見せる千歳におれは見とれてしまった。なんだろう、千歳らしくないこのでたらめな前向きさ。

　千歳がみんなに向かって言う。

「次はいくつ先の電柱までにしようか。今日は近い駅で解散して帰るわけだし、あと少しだな。みんな頑張ろう」

　やっぱり、千歳が変だ。やけに溌はつ剌らつとしてるし。

　今日は寄り道はなし。ここからの最寄り駅なら、あと四百メートルもないくらいだろう。

　そして。

　次戦でのゴールは、約三百メートル先の十本目の電柱に決まった。

　初戦以来の電柱十本。

　この戦いは、本当に絶対負けられねえ。

　これを乗り切れば残り百メートル。この三百メートルはなにがなんでも回避する！

　追加荷物は、丹たん下げの一リットルの牛乳パック二本（二キロ）と、さきっぽの漫画本二十冊ほど（推定三キロ）。

　純粋に五キロ増えたって話じゃない。

　漫画の紙袋は嵩かさ張ばってるため、持つのはかなり邪魔くさい荷物だ。それに牛乳が入ったビニール袋は漫画の紙袋より軽いけど、おそらく持ち手にビニールが食い込んでくる。痛みを伴うはめになりそうだ。

　さらに荷物をどう持つかって問題もある。

　リュック×２。手提げ専用のスクールボストン（バッグ）×２。この時点で背中、身体からだ前面、両手が塞ふさがってる。

　スクールボストン（バッグ）×２と追加荷物×２の組み合わせを考えて、片手にそれらを二つずつ持つしかない。

　次のジャンケンは大勝負だ、そんな空気が下校メンバーの中で充満して……ジャンケン開始直前。

　千ち歳とせが宣言する。

「みんな、次はパーを出してほしい。わたしはグーを出すから」

　場に衝撃が走った。

　なんですと!?

　全員の視線を受けて千歳がモジモジと俯うつむく。

　なんてジャンケンとは奥深いんだろう。ここは疑ぎ心しん暗あん鬼きの渦中だ。

　こうなってくると、当然パーを出すわけにはいかない。

　……いや、待てよ。

　さっき千歳はチョキを出すと言って、宣言通りチョキを出した。

　ってことは素直にパーを出すべきなのか？

　──あなたは負けないわ──

　唐突に千歳のそんな言葉を思い出した。と、同時にもう一つの千歳の言葉も思い出す。

　──今のわたしには、地獄などない。今日は最高の一日になりそうだ──

　……。どう考えてもこれはジャンケンで負けるわけないっていう千歳の気持ちがあらわれてる言葉だ。やはり次のジャンケンも、一筋縄ではいかねえよな。

　パーを出すべきなのか？

　さきっぽと丹たん下げはどうする気だ？

　丹下は、手鏡を見ながら前髪に手グシを入れてる。

　さきっぽは、カメラの望遠レンズでどこか遠くを見ている。

　クソッ。二人とも表情を読まれないため、小芝居をしてやがる。なんて信用ならねえメンバーだ。

　……そして。

　戦いが始まる。さきっぽが声を上げる。

「最初はグー……」

　とにかく千ち歳とせの思わく通りにはならないぜ。素直にパーを出すってのはナシだ。

「ジャンケン、ポンッ！」

　グー（おれ）。グー（千歳）。チョキ（丹下）。パー（さきっぽ）。

　……ふー、アイコか。

　四人の中の緊張感は抜けない。千歳は予告通りのグーだった。

　丹下とさきっぽが仕切り直しをするなか、千歳の視線がおれの横顔に当たっているのがわかった。

「十と勝かちよ、そなたはどれほど優しさに満ちた男なんだ。見るからに疲れ果てているのに、それでもまだ一人で荷物を背負い込もうというのか。わたしはこんなに優しい男を見たことないぞ」

「千歳の中で、おれの評価がうなぎ上りのところ悪いんだが、なに言ってんだ？」

「そうか、あくまでとぼけるのだな。相手に気づかれずに振る舞うのが優しさだということだな。十勝よ、そなたはなんて深い男なんだ。でもわたしはそんな十勝に甘えてばかりもいられない。わたしは次チョキを出す」

　またまたまた千歳の宣言。

　おれが返事もできないでいると、さきっぽと丹下が会話に入ってきた。

「チキララ、聞こえたよー。チョキ出すって。ってことはあーしはグー出せばいいんだね」

「アハッ、うちも宣言するわ。うちもグーを出す。よろしく！」

　二人のジト目がおれに当たる。

「なんだよ。おれにもなに出すか宣言しろってか？　わかったよ、おれもグーを出す」

　おれがそう言った後、千歳の顔が一瞬幸せそうに綻ほころんだのをおれは見逃さなかった。笑顔になるってことはやっぱり、こいつはなんかある。罠わなか？

　さきっぽは声を上げる。

「いくよー、ジャーンケーン、ポン！」

　──四人の手が勢いよく出される。

　……。

　千ち歳とせは三度宣言通りにチョキを出した。

　丹たん下げとさきっぽは素直に、それとも裏の裏をかいて表になったせいか、グーを出していた。

　……そしておれは。……裏をかいて、チョキを出していた。

「ぬああぁ─────！」

　おれの頭上では、プレッシャーから解放された丹下とさきっぽの安あん堵どのため息が漏れてる。

　安全圏の丹下は「アハッ」と、ご機嫌顔。

「十と勝かちちゃんたら疑いまくりだ。最初にうちに騙だまされたのがよっぽどトラウマになってるんだね。素直でカワイイ十勝ちゃんはもういないのかなー」

「うるせっ、同情すんなら荷物持ってくれ」

「……十勝よ、なぜグーを出してくれなかったんだ？」

　背後から真剣な声が聞こえて、ドキリとして振り返った。

「ち、千歳さん」

　思わず、さん付けにしてしまう。千歳から張り詰めた雰囲気。

「グーを出すと公言していたではないか。わたしは十勝のことを信じているんだぞ……」

「信じてるってどういうことだ？」

「十勝、実は…………話すのが遅れてしまったが……すまない、わたしは十勝の熱い想おもいをもう受け取ってしまったんだ」

　なんだ、これは新たな心理戦か？

「おれが千歳に熱い想いを届けた？　なぜ偽りのエピソードを語り始めたんだ」

「い、偽り？　十勝、なぜそんなことを言うんだ」

　千歳が制服のポケットから紙片をおそるおそる取り出した。とても大切そうに持っている。えっと、それなに？

「あれれ？　チキララ、なに持ってるの」と、さきっぽ。

　千歳は「……あ、と、十勝、どうしよう。見せちゃまずいよな？」と聞いてくる。

「なぜおれに確認してくる。千歳の判断で問題ねえだろ」

　千歳は頬ほおを染めた顔で頷うなずき、紙切れを丹下とさきっぽに差し出した。

　二人が四つ折りのそれをパサッと開いた。おれからは紙片の真っ白い裏面しか見えねえ。

　丹下が「これ誰だれから？」と千歳に聞く。千歳が二人になにやら耳打ちをする。ごにょごにょ。おれには意味のある言葉はなにも聞こえない。

「「!?」」

　千ち歳とせの耳打ちのあとには、衝撃を受けたような顔の丹たん下げとさきっぽがいた。

　でもおれは次のジャンケンしか気になってなかった。三百メートル先の電柱までの荷物持ちが、おれと千歳のどっちになんのか、それが大事だ。ジャンケンに集中しなきゃいけねえ。もう絶対負けたくない。

「さあ、千歳、ジャンケンしようぜ」

　紙片から顔を上げた丹下が、「うぅ」と呻うめきながら、おれのそばに歩み寄ってきた。

　突然、自分の髪にワシャワシャと手ぐしを入れ始める丹下。

「おい、そんなにしたら、逆に髪の毛がグシャグシャになるぞ。ってか、なんで毛先がおれに当たるくらいそばで、んなことをしてんだ？」

「うちの髪はね、誰だれにも負けないくらいサラサラなの。摩擦とかで髪が傷いたんじゃったりしないよーに、布団ふとんの中にだって入れないんだから。どう、とびっきりキレイでしょ？」

　丹下はなぜ自分の髪とヘアケア対策をアピールしてきたんだ？

　サラサラで綺き麗れいな髪には違いないので、おれはとりあえず頷うなずいておく。

「うん、まあな」

「え、てコトは、うちの髪は十と勝かちちゃんの心を絡め取れたのかな」

「それいったいどういう仕組みだよ。丹下の髪が綺麗だと、なぜおれの心が絡め取られるんだ？」

　そもそも心が絡め取られるって、なんだその状態。

　丹下は「ぷぅ」とほっぺたを膨らます。

「もー、どういう仕組みか、こっちが聞きたいわよ」

　丹下が離れていき、今度はさきっぽがおれのそばにくる。

　さきっぽは目の下とまぶたを指で押し開いて、瞳ひとみを大きく見せる。いきなりの変顔だ。

「……もしかして、おれを笑わそうとしてる？」

「十勝くん。あーしの瞳は輝いているかい？　ジュエリーの様かい？」

　軽く「うぐぐっ」と呻きながら、指で目を広げているさきっぽ。早く止めさせてあげたい一心で、大きく頷く。

　さきっぽはおままごとでもしてる幼児のように、無邪気に笑った。

「じゃあ、十勝くんの心があーしの瞳に吸い込まれたってことだよね」

「それどういう特殊能力なんだよ。なあ、二人はなんでわけのわかんないアピールをし始めたんだよ」

　丹下がイラついたように手元をイジる。

「十勝ちゃんがうちよりキララに女としての魅力を感じてんなら、無視できないって話なの。うちはキララと同じ時間、十勝ちゃんと過ごしてんのに。うちのナルシストのプライドが許さないみたいな」

「とうとう自分でナルシストって言っちゃったな。ってその説明も意味不明なんだが、なぜ千ち歳とせが出てくる？　なあ、いいから、ジャンケンしようぜ」

「今はジャンケンなんてしてる場合ちゃいますよ」とさきっぽ。

「え？　だって、ジャンケンしなきゃ誰だれが荷物持つか決めれねえだろ」

　丹たん下げが、突然キレた。

「荷物持ちなんてどーでもいいでしょ！　そんなの個々に自分の荷物持てばいいのよ！」

「え!?　いやいや、今までのジャンケンに燃えた勝負はなんだったんだよ。ってか、おれ負けっぱなしで終わんのヤだよ」

　丹下が千歳から封筒を丁重に受け取った。それをおれの顔の前に突きつける。

「こんな状態で、ジャンケンなんてしてらんないわよ」

「どんな状態だよ。……。ん？　あれ、この封筒って」

　おれは自分のリュックのポケットの中を探った。……。あ、なくなってる。

「おい、誰だよ。勝手にそれ持ってったの」

　いつのまにかモジモジしてる千歳が言う。

「十と勝かちが荷物を降ろしたときに落ちたんだ。それをわたしが拾って……戻せばよかったんだが。表にわたしの名前があったから、すまない、中を見てしまった」

　丹下が割り込んでくる。

「ホント間抜けね。全く、どんなムードのいい場所で渡すつもりだったのよ。こんな腐ったポエムみたいな手紙書くなんて、十勝ちゃんて好きな人にはこうゆうキャラになっちゃうんだー」

「いや、キャラもなにも、それおれが書いたわけじゃないぞ」

　……。

　一同沈黙。丹下が「えー！」と叫ぶ。

「それって、友達に代筆させたワケ？」

「んなこと人に頼むか。差出人はおれじゃねえよ」

「え!?　じゃあ、十勝ちゃんとキララが肉筆関係を持ったわけじゃないの？」

「ん？　な、なんだその肉体関係みたいな造語」

「肉筆で書いたものを渡す関係よ。この手紙は十勝ちゃんがキララに宛あてたものじゃないの？」

「そうだって言ってんだろ。クラスメイトの男子に断る間もなく無理矢理頼まれたんだ」

　旧式チョキ事件以外の今日遭った不快な事件を思い出す。

　帰りのＨＲが終わったらいつものように急いで教室を出るおれだが、廊ろう下かに出たところで呼び止められた。いち早く下校を楽しみたいおれに声をかけてきた野郎は、入学してまだ三週間しか経ってないのに、女ったらしって噂うわさのいけ好かないキザ男。クラスメイトだけと一言も話したことないそいつが、千ち歳とせに渡してくれと手紙をおれに渡してきたのだ。死ぬほど面倒臭いし、どうでもいい。だが、そんな役目はご免だと言う前に、やつはおれの前からいなくなってた。廊ろう下かの向こうに可愛かわいい子でも見つけたようなのだ。最悪。明日あした本人に返そうと思って、適当にリュックの外ポケットに入れてたが、あまりに適当に入れてて、落ちちまったようだ。

　手紙と封筒を見比べる丹たん下げが、ぷるんとした唇を尖らせる。

「うっそ。だって差出人の名前書いてないよ」

「あー、そうなのか。そいつバカでおっちょこちょいなんだろ」

　突然、手紙を凝視していた丹下が「あ！」と声を上げた。

「十と勝かちちゃん、もしかしてこの差出人って、入学早々女子に何度かラブレターで告ってるやつだったりする」

「そーかもな。女ったらしって悪評のやつだ」

「このラブレター使い回しだよ」

「え、どういうこと？」

「この手紙の一番の上の『千歳キララ』の部分さ、修正液のあとがあるでしょ。この下にもともとはうちの名前が書いてあったんだよ」

　待て待て。話についていけない。なんだって？

「なんで千歳の名前の書き損じじゃなくて、そいつは丹下の名前を書いたんだよ。ってか、なんで丹下がそんなことを知ってんだよ」

「もー、使い回してるってゆったでしょ。キモいからパッとしか見ないで叩たたき返したんだけど、先週この手紙をうちが貰もらったの」

「「えー！」」

　おれとさきっぽの驚きの声が重なった。

　丹下がラブレターを貰ってたということより、ラブレターの使い回しなんてするやつがいることに驚いた。しかもそいつが丹下の次に千歳にその手紙を送ったっていう偶然。

　おれは、最も気になる疑問を口にした。

「でもよ、ラブレターを使い回したら名前のとこだけ変えても、文面に問題が出るだろ」

　丹下宛あてと千歳宛ての内容が一緒って。無理あるよな。

　丹下は「えっへん」と胸を張る。

「まあ、うちの分析だけどさ。個人を特定する的なコトは実は全く書いてないみたいな。主観ってゆうんだっけ、こーいうの。髪が綺き麗れいで、瞳ひとみが輝いてて、触れてみたいと思わせる唇で、内面は優しい女でしょ。

　こんな風ふうにゆわれて、全力で自分のコトじゃないって否定にかかる女なんて、あんまりいないんじゃない。アハッ、なんか詐さ欺ぎみたいなラブレターだよね」

　さきっぽが「そっかー」と頷うなずく。

「十と勝かちくんが甘っちょろい言葉を手紙に綴つづるなんて、あーしおかしいと思ってたんだよぉ」

「おう。そーだろ。だいたい、よく考えてみてくれよ。おれが千ち歳とせにラブレターなんて出すわけないだろ。そんなのちゃんちゃらおかしくて、笑っちゃうぜ。はははっ」

　愛の告白を手紙でするなんて、ほんとおれには考えられない。

　好きな子に告白するときは直接会って言うだろうし、最低でも電話で言うだろう。ケータイのメールで伝えるのもＮＧだって思ってる。手紙で告白なんて、おれにはちゃんちゃらおかしい。

　笑いあうおれと丹たん下げとさきっぽ。不意に身震いするような視線を感じ、振り返った。

　そこには、穴ぼこのような暗い瞳ひとみをした千歳が立っていた。

「……十勝よ、そろそろジャンケンをしよう。わたしと十勝で負けたほうが、十本目の電柱まで荷物運びだったな」

　千歳も勝負に真剣になったようだ。千歳は人形のような感情の読めない顔をしてる。

「おう、そうだな。負けられない戦いだ」

「十勝よ。わたしは『チョキ』を出す」

　出た！　千歳の宣言ジャンケン。
















　千ち歳とせは三度宣言通りに出している。

　もう、おれは裏をかくことはしない。

　千歳には悪いが、おれの身体からだはもうボロボロだ。荷物持ちはしたくねえ。すまんが頼むぜ。

　さきっぽが大きな声を上げる。

「ジャーンケーン……ポン！」

　グー（十と勝かち）。パー（千歳）。

　……。

「なぜだぁああああああ！」

　四度目にして千歳が宣言を変えた!?

　千歳は人形の顔のまま、おれに呟つぶやいた。

「……ちゃんちゃらおかしいのか？」

「ふぇ？」おれは間抜けな声で聞き返した。

「わたしに恋文を出すことは、笑えてしまうことなのか……わたしのことを優しいと言ってくれたのは十勝だと思っていた……だから、荷物を持たされ続ける十勝が可哀かわい想そうで、わざと負けようと思った。でも、もうその必要はないようだな。わたしを優しいと言ってくれた十勝は……幻想であった」

　千歳の瞳ひとみの端に涙が見えた気がしたが、それをよく確認できないまま千歳はスタスタと早歩きで行ってしまう。全身に荷物を抱え込むおれは情けないことに体力的な問題で追いかけられなかった。

　おれの隣で丹たん下げが「あーあ」と、ほとんど息だけの声で言う。

「十勝ちゃん。千歳を泣かせちゃったー。ひどい男だね」

「なんで千歳が泣くんだよ……お、おい、置いてくなよ！」

　丹下とさきっぽは千歳を追いかけて行ってしまう。

　今まであまり気になってなかったけと、一人になると、たまにすれ違う歩行者の視線がつらかった。荷物を持たされまくってる男子高校生。ちょっと目立つよな。




　一人で黙々と歩いて、やっと半分の五つ目の電柱を越えたとき、千歳がこっちに戻ってきた。

「はぁ…はぁ…どうした千歳？　栄養ドリンクの差し入れだったら、喜んで貰もらうぜ」

　カーブミラーに映る自分の姿は肉体疲労のど真ん中だ。

「……十勝よ……手紙を頼まれたってことは、十勝はその男子とわたしの……キュ、キューピットになる気だったのか？」

「いや全然。手紙を千歳に渡す気なんてこれっぽっちもなかったぜ。明日あしたそいつに返すつもりだったしよ」

　ラブレター使い回し野郎の恋をあえて邪魔しようとも思わねえ。でも手伝ってやる義理なんてあるわけない。

「そ、そうか……わたしに渡すつもりはなかったのか。そうだったのか。……ふふっ」

　人形から生身の人間のように表情が戻ってくる千ち歳とせ。もう涙は見えなかった。

「どうした？　えらいぎこちなく笑ってるな」

　千歳は、手に持った間抜けなラブレターを見下ろす。

「まあな。しかし十と勝かちがわたしに対して、こんなことを思ってくれているわけなんてないのに、わたしは馬ば鹿かだな。十勝からの手紙だとまるまる信じてしまった」

　元気なく俯うつむく千歳を見るとなんとかしてやりたくなる。おれは千歳から手紙を奪った。とりあえず目に入ったのは、最後の一行。

　──Ｐ・Ｓ　あなたとおれはいろんな話がしたいです──

「最後の一行なんかは、おれも同じ思いだぜ」

　ほんとは手紙の他ほかの部分も同意できるところはあったけど、恥ずかしくてそんなこと言えねえよな。丹たん下げ曰いわく腐ったポエムの言葉を借りて、千歳に伝えるのは嫌だしさ。

「そ、そうか、同じ思いか……十勝。そうか、わたし嬉うれしいぞ」

　俯きから上げられた千歳の表情は、晴れやかだった。

「十勝よ。その男子に手紙を返すときに言っといてくれ。『わたしのことをよく知りもしないのに、優しいなどと適当なことを抜かす輩など眼中にない。わたしはあなたのことなど知りたくもないし、わたしのことを知ってほしいとも全然思わない』と」

「え、なんだって？　伝言微妙に長いな。スマンもう一回言ってくれ」

「……十勝よ。次のジャンケン、わたしはパーを出すからな。以上だ」

　千歳は、「ぱぁ」と赤く染まった顔で、駆けだして行った。




　……そうして。

　十本目の電柱にやっと着いたおれ。

　この遊びの終わりを告げる駅は、もう百メートルあるかないか。

「……ふうー、次がラスト勝負だな。信号も多いし、踏切もあるし、歩道橋もある。駅が近いから歩行者も多くて、注目されまくり。ラストは距離こそ長くないけど、しんどいコースだぜ。次の敗者は本当に可哀かわい想そうなやつだ」

　汗ダラダラのおれの前には、丹下が余裕な感じで、毛先をクルクルさせてる。

「十勝ちゃんたら、つらい思いをしたのは自分だけじゃなかったとムリヤリ思いたがってるわね。でもでも、最後も十勝ちゃんが負けちゃったら、その言葉がそっくり自分に返ってきちゃうわよ」

「おれは負けん。秘策があるんだ」

　さきっぽが「おやおや」と、子犬のように寄ってくる。

「十と勝かちくん。なにやら企んでる顔をしてるねぇ。気になるなー」

「ところで千ち歳とせはどこ行った？」

「キララはそこのコンビニだよ。お手洗いだって。さっきちょっと泣いちゃったしさ」

「そうか。女共、いいから耳をかっぽじってよく聞け」

　おれは丹たん下げとさきっぽに、千歳が次にパーを出すという話をした。

「どうよ、耳より情報だろ。千歳は前回のように裏をかいてくるぜ。おれがまんまとチョキを出すと思って、千歳はグーを出してくるはずだ。なあ、おれ達はパーを出そう。一回目のジャンケンでアイコにはせず勝負を決めちゃわないと、二回目からは千歳がなに出すかわからねえ。千歳を倒す機会を失っちまう」

　丹下が「ねえ、ねえ」と聞いてくる。

「もしかしてさ、キララがパーを出すって宣言したのって、十勝ちゃんがキューピットをしたわけじゃないって否定した後あと？」

「おう、そうだ。急に会話の流れを無視して宣言してきたんだ。怪しいだろ。絶対罠わなだぜ」

　丹下はどこか楽しげに「アハッ」と笑った。

「そーだね。さきっぽもオッケー？　キララはキューピットうんぬんの話の後にパーを出すってゆったんだって」

　さきっぽは軍隊の敬礼のように、頭の横に小さな手を添えた。

「りょーかいです。これで負けないで済むよーん。十勝くんありがとぉ」

「よっしゃー。千歳には悪いが、最後の勝負もらったぜ！」

　そして……コンビニから千歳が出てきた。

　ラスト勝負が始まる。

　これまで同様、さきっぽが声を張り上げる。

「最初はグー！　……ジャーンケーン」

　思えば対戦成績はここまで四戦三敗。おれが唯一勝ったときの敗者である丹下は、電柱一区間しか荷物を運んでいない。この荷物持ちジャンケンほとんど全すべておれ一人で荷物を持ったと言っても過言じゃない。

　でも、もう負けねえ。さらば敗北の歴史！

「ポン！」

　パー（おれ）。パー（千歳）。チョキ（丹下）。チョキ（さきっぽ）。

　……ぐっ。

「はぶぁああああ!?」

　なぜだ！　なぜだ！　なぜ千ち歳とせは宣言通りにパーを出してくるんだ？　……それに。

「丹たん下げ、さきっぽ。なぜチョキを出したんだ？」

「だって、キララがパーを出すってゆったんでしょ。それならチョキ出すよ」

　丹下の隣にいるさきっぽは出したチョキをそのままおれに向ける。Ｖサインになった。

「右に同じくっす」

　おれは千歳と向かいあった。

「ぐ、ぐっ……千歳はなんて心理戦の巧者なんだ。なにを考えてんのか、おれにはもうわからねえ……なあ、千歳、最後の勝負は宣言をやめてくれ。ジャンケンはあくまで運で勝敗を決めなきゃなんねえ。単純な勝負でいこう」

「ふむ。そうか、十と勝かちがそう言うのなら、わかった。そうしよう」

　……そして、ゴールが駅までの最後のジャンケンが行われ。

　罠わなとか心理戦とか裏をかくとか裏の裏をかくとか関係なく。

　ただただ。運の勝負でもおれは弱いことが証明された。




　おれ達は彩いろどり駅えきに着いた。市内の東西南北に散らばるおれ達の家。下校で最もよく利用する共通の駅がこの駅だ。ちょうど市内の真ん中にある彩駅なら、それぞれが家の近くまで帰れるバスもＪＲもある。みんなが別れる駅としてはちょうどいい。

　駅構内。改札前のベンチが見えてくる。あそこに座ろう。ゴールまで残り数十歩。両隣の丹下とさきっぽが話しかけてくる。

「十勝ちゃん、お疲れ。すっごいグロッキーな感じに仕上がっちゃったね」

「十勝くんの今日の下校は荷物まみれだったっすね」

　さきっぽのでたらめに重いリュックは、身体からだの前に持つと前傾姿勢になり、腰への負担がハンパないことに途中で気づいた。最後の区間は背にのせて、自分のリュックを身体の前に持った。

「なんか、さきっぽのリュックも背負うとそんなに重く感じなかったな。やっぱリュックってのは身体の前に抱えるんじゃなくて、背負うもんなんだ」

　丹下がおれに耳打ちする。「モーションなしで、素早く振り返って見て」

　なんだその指示？　ひとまず言われた通りにしてみた。

「あっ」

　おれのすぐ後ろには千歳がいた。振り返るとき、背中のリュックがなにかに少し引っかかったような感触があった。

　視線を落とす。千歳の右手が所在無さげに前に出されていた。

　肉体疲労からくる思考能力低下中のおれでも、さすがにわかった。

「もしかして最後の百メートル、ずっとリュックの底を持ち上げてくれてたのか？」

　頷うなずいたまま俯うつむいてしまう千ち歳とせ。丹たん下げが「アハッ」と笑う。

「十と勝かちちゃんたら、疲れすぎだよ。全然気づかないんだもん」

　構内は夕方の雑踏。千歳だけ冬の森のように静かだ。髪の毛が表情を隠している。綺き麗れいな髪だ。

「千歳……優しいんだな」

　千歳が顔を上げた。おれはこの春から、俯いた女の子が顔を上げる動作を何度も見たなあ、と思った。

「……十勝よ。……わたしを優しいと言ってくれて……そ、その、ありがとう」

　お礼を言いたいのはおれなのに、なぜか千歳に礼を言われた。丹下とさきっぽが言う。

「十勝ちゃんたら、キララが優しいってコトぐらい知っててよね」

「十勝くんは鈍にぶちんなんだから、にゃはは」

　千歳のおかげで最後の百メートルは、今までで一番身体からだが疲れてるはずなのに、一番荷物が軽く感じられて楽だった。それに一人で歩いていると長く感じる道も、丹下とさきっぽがずっとおれの隣でバカ話をしてくれたり、ちょびっと励ましてくれたり。おかげで気がまぎれた。

　みんな優しいやつだな。と思って、おれの人間不信は治った。








エピローグ




　明日あしたからゴールデンウィークという日の放課後。

　珍しく丹下が放送部の雑用を片付けなくちゃいけなくて、

　珍しくさきっぽは運動部の連中に部活風景を写真に収めてくれないかと頼まれてて、

　今日は千歳と二人で下校する日なんだー、と、ぼんやり思いながら、

　相変わらず遅い帰りのＨＲ＋教室掃除までし終え、教室を飛び出すおれ。

　千歳と二人の下校か。あ、高校生の男女が二人並んで下校なんてしてたら、カップルに思われたりすんのかな。

　とりとめもなくそんなことを考えながら、玄関前ロビーに着いた。




　放課後になってテンションが俄が然ぜんアップしてるおれは、ちょっとしたいたずら心から待ちぼうけをさせてしまっている千歳を驚かせてやろうと思って、足音を立てずにロビーの片隅の来客用職員室直通階段に向かった。

　ガサガサ。近づくと、なにやら紙の擦れる小さな音。

　ん、千ち歳とせなにやってんだろ？

　おれは覗のぞき込んだ。階段に面した短い通路の掲示板に向かいあってる。千歳が掲示板を眺めてるのは日常だけど、生徒掲示板のプリントを剥はがし、その空いたスペースになにやら別のプリントを貼はっていた。

　驚かせようなんて当初の目的も忘れ、千歳の背中に「よお」といつも通りに声をかけた。結果的に千歳を驚かしてしまったようだ。細い肩がビクンと震えて、千歳が振り返る。

「と、と、十と勝かち。こ、こんにちは」

　可哀かわい想そうに。動揺し過ぎてんのがわかりやす過ぎて、「なにしてたんだ？」って普通に聞こうと思ってた言葉が躊躇ためらわれる。

　千歳が手に持つプリント。なんだろう？　千歳は弾はずんだ声で言った。

「も、もう四月も終わるな。わたし達、あっちこっち行ったね」

　千歳が唐突にそんな話題を出す。なんかぎこちない。千歳はプリントを持つ手を自分の背にまわした。そのプリントには触れてほしくないって空気がでまくり。よし、ノータッチでいこう。

「うん。先週は花見にも行ったし。買い食いも結構したよな。ファーストフードで行ってないのは、あとどこだっけか」

　サクラ舞い散る公園で、さきっぽが花びらと美少女ってテーマで丹たん下げと千歳を撮りまくったこと。大食いチャレンジができるお店でさきっぽが賞金五千円を手にしたこと。いろいろあったな。下校生活一ヶ月にしては上出来か。ってかさきっぽって、でたらめだな。

「……ほんとわたし達はあっちこっちに行ったのに」

　のに？

　そのあとにマイナスな言葉が続きそうなところで、千歳は喋しやべるのをやめてしまう。

　千歳は掲示板の横の小さな窓に切り取られた外の世界を見ていた。

　……。おれの視線は無意識に掲示板に行ってしまった。

　千歳の前にある、おそらく千歳が貼り替えたプリントには……。

「失踪者の捜索協力依頼」……冗談みたいな言葉が並んでいた。

　不意に背中越しの千歳に聞かれる。

「十勝よ。下校の目的は果たせているか？」

「お、おう。んー、買い食いにファーストフードがちょっと多めになっちゃって──」

「わたしは全然果たせていない」

　こっちの話を遮さえぎるなんて珍しい千歳。例え背中を向けていても、相手の話を誤解して受け止めても、話はしっかり聞くやつなのに。

「そうか？　千歳、スタイルいいままじゃん。ウォーキングがいっぱいできてるんだろ」

　スタイルいい。恥ずかしいセリフを頑張って言ったのに、千ち歳とせは心ここにあらずって感じで、どこか窓の向こうの遠くを見続けてる。

　……。そんなに居心地の悪くない沈黙が数秒。張りつめた表情の千歳が振り返る。

「ゴールデンウィークを迎えるにあたって、話しておきたいことがある」

　校長先生が夏休み前の児童に休み中の注意事項を述べるみたいな口調だ。

「なんだよ。話してくれ」

　千歳はその場で二度三度深呼吸を繰り返す。

「十と勝かちよ。わたしは今からとってもわがままでずうずうしいお願いをする」

　なんだろう。丹たん下げがこんな前振りをしてからなにか言ってくるとしたら、金銭よこせとかだろうけど。千歳相手じゃ検討もつかねえ。

　おれは頷うなずいて、千歳に話してくれるよう促した。

「十勝よ……せめて一年間ほど。いや、半年ほど。ううん、一学期の間だけでも。このまま一緒に下校してくれないか？　……それも無理なら、せめてわたしの前からいなくなるときは、さよならだけは言ってくれ」

「……お、おい、なんだその話。おれ達はさ、四人でずっと一緒に下校してくんだろ！　なに言ってんだよ！」

「ご、ごめん十勝。……もしかして怒ってしまったか？」

「いや、そりゃ怒るよ。なんだよ、わがままでずうずうしいお願いってのは、いなくなるときはさよなら言えってことかよ。いなくなる予定はねえよ！」

　千歳がいきなりわけのわかんねえことを言うもんだから、つい語気が強くなっちまう。

　千歳は表情のないまま。瞳ひとみは皮を剥いだばかりの果実のように、濡ぬれてる。

「強い調子で言ってすまん。なあ、泣くなよ」

　今日の千歳はなんか変だ。千歳が普通じゃないのは割といつものことだけど、今日はいつもとは違った感じで変だ。

　そんな変な感じの千歳はモジモジし始め、俯うつむきがちにさらに予期せぬことを言う。

「わたし……十勝のこと……ちょびっと好きだ」

　ドキッとした。なにきっかけでおれへの好感度を伝えてくれたんだ？

「ちょびっと」って言われたのに、その「ちょびっと」って言い方が、えらく感情のこもった声だったから。千歳の顔が見れなくなる。女の子から言われたことねえけど、まるで大好きって言われたみたいだった。

　そして、「ちょびっと好き」と言った千歳は、過去のどこかにいた千歳にそっくりだった。言い方や声の調子。モジモジした仕し草ぐさや俯きがちな表情。

　──わたしは……十勝と……相合い傘する資格を半分しか満たしてないから──

　……あ。雨の日の下校のときだ。

「なあ、千ち歳とせ。えっと、ちょっと前のこと思い出したんだけど。……雨の日にさ、おれと相合い傘する資格は半分しか満たしてないって、言ってたよな。あの千歳の言葉。そーいえばさ、まだ意味わかんねえんだ。あれってなんだったんだ？」

　千歳の顔がまた窓の外に向けられる。目を逸そらされたという感じはしなかった。

「わたしは滅多に人に関心を持てないんだ。他ほかの人のことはちょびっとも好きにも嫌いにもならない。だからちょびっとでも好きになれる人が現れたら、ちゃんとちょびっと好きだよって、好意を伝えなきゃと思っている」

　千歳と会話のキャッチボールをするのは面白い。硬球を投げたはずなのにリンゴが投げ返される。

　そしたらおれはそのリンゴを投げ返してあげるだけ。

「そうか。光栄だな。千歳にちょびっと好きと思ってもらえて」

「頑張って、好意を伝えないと……。好意を伝える前にその人にいなくなられると、悲しいから、怖いから。十と勝かちに伝えられてよかった」

　質問の答えはきっと遠回りして、返されたんだ。

　半分しか満たされてない相合い傘する資格。その半分とは千歳からおれへのちょびっとの好意。嬉うれしかったが、おれは千歳の横顔に言った。

「そんな無理して好意見せてくんなくても、おれはどっか行ったりしねえよ。まだまだ全然楽しい下校し足りねえよ。もっとだよ、これからだ」

「そ、そうか。そうだな、わたし達はずっと下校していくんだもんな」

　こっちを向いた千歳が笑顔を見せてくれた。鞄かばんからなにかを取り出す。

「十勝の気持ちがわかってよかった。辞書を引いても、十勝の気持ちはわからなくて」

　そりゃそうだろ。辞書におれのことが書いてあったらびっくりだ。

　千歳が大事そうに抱える使い古された印象の紅べに色いろの辞書。

　……ん？　今まで気づかなかったけど、辞書の裏表紙に名前のようなものが書かれている。しかも千歳の名前じゃない。

『三みつ石いし留る萌もい』

　……あれ？　その名前、今さっきどっかで見た気がする。

　……あ。おれは掲示板の「失踪者の捜索協力依頼」のプリントを見た。

　失踪者の名前は……三石留萌だった。

　そして、捜索協力を求める生徒の名前は。

　ビリィ──────。

　おれの視線に気づいて、千歳が掲示板のプリントを剥はぎとった。ひどく慌ててる。背に隠していたプリントが床に落ちる。『神隠しにご注意』。穏やかじゃない言葉が見えた。

　なんだよそれ？　訊きく間もなかった。次の瞬間には千歳は二枚のプリントをグシャグシャに破いて、丸めてしまった。

「……みいし。る、もえ？」

「みついしるもいっていうんだ」

「誰だれなのか、聞いていいのか？」

　よく見ていないとわからないくらい小さく頷うなずく千ち歳とせ。来客用職員室直通階段はマジな話をするには最適の場所だった。ロビーの生徒達の話し声はいい感じのＢＧＭになってる。

「留る萌もいはわたしの中学時代の唯一の友達。一緒にいつも下校した友達。そしてある日突然いなくなった友達。留萌は他ほかの中学校の生徒だった。留萌がいつもの待ち合わせ場所にきてくれなくなったあと、勇気を出してその中学校に行ったら、そんな生徒はいないと言われた。市内の全部の中学校にも行ってみたけど、留萌はいなかった。十と勝かちよ、留萌は確かにいたよね」

　でたらめなほど簡潔に自分の過去を矢継ぎ早に話した千歳。いきなり出てきた千歳の中学時代の友達の存在。そんな話の終わりが、おれへの問いかけで困った。

「い、いや。そりゃ、いたんだろうよ」

　こうとしか言えねえよな。

「わたし中学の頃は、太っていた。留萌がいなくなって、放課後は町中を歩いて彼女を探した。出会えたときと同じように、どっかでバッタリ会える気がして……でも会えなかったんだ。……気がついたら体重は落ちていた」

　これは慰める部類の話なのかわからねえ。なんて声をかければいい？

　情けねえけど、ただ聞くことに徹するのみだ。

　千歳は手の中の破いたプリントを鞄かばんに入れた。

「捜索を手伝ってもらう人なんていらないな。人捜し。神隠しにご注意。失踪者の捜索協力依頼。目立つように定期的にデザインを変えても、誰からも反応がない。デマだと思われてるのかな。どっちみち掲示板のプリントをちゃんと見てくれる人なんてそんなにいないし」

　いつだったか待ち合わせ場所をみんなで決めたとき、人混みを避けられて、掲示板を見るのが好きだから、職員室直通階段がいいと言った千歳を思い出した。

　理由はただ単に掲示板を眺めるためじゃない。放課後、一日で一番ロビーに人が集まる時間。誰かがプリントを見にきて、なにか反応してくれるのを待っていたのかもしれない。

「でも十勝達と一緒にこれからもあっちこっち寄り道してたら……留萌にまた、いつか、会える気がしてきた」

　また、いつか、会える気がしてきた。千歳らしくない楽観的な言葉だ。

「根拠もないのに、どうして会える気がしてるんだ？」

「わたしはネガティブになってしまうことが多いが、留萌のことだけはなぜか、ポジティブになれるんだ。なんか会える気がするんだ……。十勝よ、こんな考えダメかな？」

　根拠のないこと信じる。ポジティブな千ち歳とせに水を差すようなことを言うつもりはねえ。

「ダメじゃねえよ。そういう考え方とってもいいじゃん」

　暗い発想なんてこれまでしたこともないって感じの幸せそうな笑みを見せる千歳。

　千歳をポジティブにさせてしまえる消えた少女の話を掘り下げる前に、おれは下校がしたくなった。買い食いでもしながら、千歳の友達の話を下校の道でゆっくり聞きたい。

「今日はおれ達だけで下校だな。二人っきりで歩いてたら、カップルとか思われそーだけど、まあ、楽しい下校するには他人の目なんか気にしないって感じで、よろしく頼む」

「……そうか、わたしも平気だ。あ、ちょびっと好きと言ったが、十と勝かちのことは恋愛的な意味で好きなわけじゃないはずだから……そ、その安心してくれ」

　ロビーへ歩き出した千歳が背中越しに「わたしは」と言葉を続けた。

「出来るならロボットアニメみたいなことを十勝としたいという気持ちを持ちながら、それが、常にはかなえられないで、ひどく心を苦しめている状態じゃないから」

　ロボットアニメみたいなこと？

　なんか辞書の一文みたいに硬くて、意味不明なことを言う下校の友の背中をおれは追いかけた。

　ひとまず人生に一度しかない高校一年の四月最後の下校を楽しむとしよう。
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　どーも。お久しぶり＆初めまして、比ひ嘉が智とも康やすです。

　新シリーズを始められました。ヤッター！




　本作品、ずばりテーマは『下校』です。




　下校の話づくしに仕上がってます。

（書き上がってから気付いたのですが、実際下校している路上での話は、第五話までありません。ワオ！）

　学生時代に一度も女の子と一緒に下校をしたことがなく、

　しかも通っていた高校が北ほつ海かい道どうの田舎町だったため、だだっ広い田んぼとか遠くの山の稜りよう線せんとかを眺めながら下校していたので、下校時に買い食いしたり、商業施設とかに遊びにいったりした思い出がほぼ皆無のおいらですが、なんとかこのような下校の物語ができあがりました。

　なので、読者の皆様の下校時の思い出話を随時切実に募集しておりますので、送って頂けたら凄すさまじく感謝します。




　担当の児こ玉だまさん。今回も本を書くにあたって沢山助けて頂きありがとうございます。これからもおいらを助け続けてください。よろしくお願いします！

　絵師のすばちさん。表紙の千ち歳とせキララを見て、彼女を絵に負けない魅力的な子にしなくては！　とモチベーションがすごく上がりました。原稿がギリギリのせいで厳しいスケジュールの中、素敵なイラストの数々を描いて頂き、感謝してます。

　校正、装丁の担当様。営業の担当様。編集部の皆様。書店様。この本に関かかわってくれた多くの人に感謝してます。

　北海道在住で北きた枕まくらが好きなおいらは、皆様に足を向けて寝てますが、ほんと感謝してます。




　そして、この本を読んでくれた読者の皆様。

　ありがとうございます！　

　あなた様の人生の時間をおいらの本に使ってくれてありがとう!!

　おいら頑張ります。また会いましょう！





二〇一〇年二月下旬　比嘉智康











　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。

　　現在は北海道札幌市に在住。

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベルズ新人賞＜優秀賞＞受賞。

　　主な著作は『ギャルゴ！！！！！』シリーズ。全６巻。

　　特技は、舌にセロハンテープを巻いて、

　　好き嫌いなくなんでも食べられることです。




　イラスト

　すばち

　　足りない技術に日々悩みながら更なる上達を目指して絵を描き続けています。「嫌々でもやること。やる気がなくても続けていれば、その内なんとかなるでしょう」を信条にしてきましたが、もっと厳しいものに変えるべきでしょうか……。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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